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序文

愛媛大学は、松山市および愛媛県内各所に大小のキャンパスをもち、敷地総面積は464ヘクター

ルに及び、本部事務局と４つの学部が所在する城北団地には文京遺跡、農学部と附属高等学校があ

る樽味団地には樽味遺跡、国際交流会館がある薦子団地では麿子遺跡、教職員宿舎のある北吉井団

地では桑原西稲葉遺跡など、数多くの遺跡をかかえている。これに対し愛媛大学では、1987年に愛

媛大学埋蔵文化財調査委員会の指導に基づいて埋蔵文化財調査室を設立し、埋蔵文化財の保護に努

めてきた。中でも、城北団地に所在する文京遺跡は、２００４（平成１６）年度までに、２８次にわたる全

面調査が実施され、弥生時代における西日本屈指の大集落であることが判明してきている。

本書で報告する文京遺跡20次調査は、1999年度に実施したベンチャー・ビジネス。ラボラトリー

建設に伴う発掘調査である。調査地点は、既に報告した文京遺跡１３次調査（地域共同研究センター

新営工事に伴う調査）の東に隣接し、１３次調査地点からの遺跡の広がりが予測された。しかし、意

外に遺構の分布は濃密でなく、とりわけ調査区東半では目立った遺構のない状況が確認された。そ

して、そのような地点において、石器製作を行った小型竪穴式住居が１棟発見されたことは、興味

深い。文京遺跡集落を分析していく貴重な資料である。また、中世においては、東西方向に直線的

に走る溝が確認され、中世の土地利用を示唆する。

さて本書では、文京遺跡23次調査についても報告している。四国電力による城北団地構内高圧線

敷設工事に伴う調査であり、城北団地南縁にほぼ等間隔にトレンチが設定された。このため、小規

模な調査ながら、効率よく遺跡の広がりを確認でき、旧地形に関する新たな知見も得ることができ

ている。また、９トレンチでは、焼成失敗品を一括廃棄した土器群が出土し、文京遺跡における土

器製作を考察する有効な資料を得た。

両調査は、大学構内の調査においても南側に位置し、必ずしも弥生集落の中心部ではない。しか

しそのような地点の様相が明らかになったことは、具体的な集落構造の分析に対して、大きな成果

を得たと確信している。今後、大規模密集型集落中心部の整理を待って、さらなる分析を進めてい

くところである。

さて、重要な調査成果があげられながらも、報告書刊行に至るのに、５年以上の月日を要してい

る。連続して実施される校舎建設に対応して発掘調査が優先されたためであり、その間、調査後の

整理作業は断続的とならざるを得なかった。そこで、施設部と協議し、中期的な整理計画に基づき、

整理体制の強化を図り、報告書刊行を順次行っていくこととなった。そのような成果として、『樽

味遺跡Ⅳ（愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ⅸ)』、『文京遺跡Ⅲ（愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ⅲ)』に

続く３冊目の報告書が本書であり、愛媛大学埋蔵文化財調査報告XVにあたる。ただし、未刊の報告

書はなお多く、調査から時間は経過する一方である。残された課題は多い。

発掘調査から記録・遺物類の整理、そして報告書の刊行にいたるまでには、多くの方々から協力

を得た。それらの方々に深く感謝するとともに、本書が多くの人々に利用・活用されることを祈念

します。

2005年２月15日

愛媛大学埋蔵文化財調査室

室長下僚信行



調査年度（西暦の下３桁）

年度ごとの調査順に付した番号

調査地点が複数時のトレンチ番号
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本書は、愛媛大学埋蔵文化財調査室が1999年度に実施した文京遺跡20次調査と、2001年度に実施した文京遺跡

23次調査の報告書である。

愛媛大学埋蔵文化財調査室では、これまで文京遺跡について、８．９．１１次調査、１０次調査、１３次調査の報告

書を刊行している。本書が４冊目の報告書となることから、『文京遺跡Ⅳ』とした。また同時に、愛媛大学埋

蔵文化財調査報告皿にあたる。

埋蔵文化財調査室では、事前全面調査・遺跡範囲確認調査については、遺跡毎に調査次数を付しているが、同

時にすべての小規模調査も含めて､1975年から始まった大学構内の発掘調査まで遡って調査番号を与えている。

調査番号は、西暦の下３桁の後に各年度ごとの調査順にｌからの２桁の通し番号を加えた５桁の番号で表示し

ている。調査番号に加えて、複数の地点（トレンチ）を調査した場合、一の後に地点番号を付して表示してい

る。
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例

本書で表示した座標・標高・方位は、文京遺跡20次調査では、日本測地系（TokyoDatum）平面直角座標系

Ⅳ系にしたがった。２３次調査では、トレンチ位置測量については、周辺建物等を平板測量して、後に座標系を

有する地図上に落とし込んでおり、方位は磁北を示す。なお、図１は国土交通省国土地理院発行のｌ/２５，０００

の地形図「三津浜｣･｢松山北部｣･｢郡中｣･｢松山南部」を複製したものである。

土層・遺物の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』（1967）に準拠している。

本書に使用した遺構図は、吉田広・三吉秀充・山村芳貴・坂元恒太・武田尊子・丸毛のぞみが作成し、製図

を吉田・三吉・宮111奇直栄が行った。縮尺は、２０次調査がｌ/50を基本とし、２３次調査は１/40である。

本書に使用した遺物図は、吉田・三吉・山田誠司・漬田美加が作成・製図を行った。縮尺は１／４を基本とす

る。また、担当した遺物の観察表作成と本文記述についても、それぞれが担当した。なお、図10-12～16.

19及び微細剥片に関しては愛媛大学法文学部助教授村上恭通氏に、図１０－１７に関しては愛媛大学法文学研究科

大学院生児玉洋志氏に依頼した。

本書で使用した遺構・遺物写真は、吉田・三吉が撮影した。なお、図版16および１８－８の顕微鏡による写真撮

影は村上氏に依頼した。

出土遺物の自然科学的分析については、赤色顔料の分析を近畿大学南武志氏に依頼し、玉稿をいただいた。樹

種同定・種実同定・動物遣存体同定については、㈱古環境研究所に分析を委託し、その報告を掲載した。また、

SX-22については村上氏に分析を依頼し、その報告は本文中に掲載した。

本書の作成にあたっては、愛媛大学法文学部考古学研究室、岡山真知子氏からご協力いただいた。

本書の執筆は、吉田・三吉・山田・演田・村上・児玉が担当し、分担は目次と文末に示した。

本書の編集は、下峰信行の指導のもとに、田崎博之・三吉・宮崎・渡遣かおるの協力を得ながら、吉田が行っ

た。

本書に報告した調査に関わる記録類・出土遺物は、愛媛大学埋蔵文化財調査室において保管されている。
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図版１６文京遺跡20次調査⑯
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図版１７文京遺跡20次調査０７）
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lCU13区粘土検出状況（北西から）

２ＳC-29遺物・焼土出土状況（南西から）
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６北３区完掘状況（北西から）

図版１１文京遺跡20次調査⑪

１南区完掘状況（南東から）
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３輪羽口（R37）他出土状況（北東から）
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５SX-22検出状況（北西から）

６SX-22検出状況（南西から）

図版１２文京遺跡20次調査(１２)

１古代・中世面遺構検出状況（南東から）

２古代・中世面完掘状況（西から）

図版１３文京遺跡20次調査⑬

ｌＳＤ－２ウシ下顎骨（R6）出土状況(1)（西から）

２ＳD－２ウシ下顎骨（R6）出土状況(2)（西から）

３ＳＤ－１～３（Ｙ＝-67168）土層（北西から）

４ＳＤ－１～３（Ｙ＝-671562）土層（北西から）
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図版３１文京遺跡20次調査(3D
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図版４２文京遺跡23次調査(6)

１９トレンチSX-l6出土遺物(7)
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Ｉ遺跡の環境

Ｉ遺跡の環境

ｌ遺跡の位置と既往調査

（１）遺跡の位置（図１）

文京遺跡の所在する道後平野は、四国北西部の高縄

半島の南西基部に開けた平野である｡平野の南部では、

重信川が、石手川・小野川・砥部川などと合流しなが

ら東から西へと流れる。その中で弥生時代の遺跡は、

平野周辺部の丘陵裾部や微高地上を中心に営まれ、平

野内で10前後のまとまりを形成する。

そのうち、旧石手川が形成した、勝山（城山）と御

幸寺山に画された南北約１kmの扇状地上、東は道後温

泉周辺から西に約２kmの範囲に広がりを有するのが、

,白町

瀞

道後城北遺跡群である。北側では、祝谷の谷部から丘

陵部にも遺跡が展開する。文京遺跡は、このような道

後城北遺跡群の中央に位置している。

道後城北遺跡群の展開する扇状地は、現在では緩や

かに西に傾斜･する地形となっている。愛媛大学城北団

地内では、標高28～30ｍである。ただし、弥生時代に

おいては、浅い谷状の東西方向の低地が網の目状に走

り、微高地がその間に存在するといった旧地形が、各

所の調査成果によって復元されている。［吉田］

図１文京遺跡位置図（縮尺１/75,000、枠線は道後城北遺跡群）

１



No.ｌ；Ｘ＝94189.370,

No.２；Ｘ＝94178.099,

No.３；Ｘ＝93971.166,

No.５；Ｘ＝93976.415,

さらに縄文時代晩期から弥生時代前期の集落遺跡でも

ある。古墳時代では、１３次調査区に前期の遣跡が存在

し、後期には５．１２．１３．１４．１６．２０次調査区で、集

落の広がりが認められる。そして、古代末から中世に

かけては、１８．２５次調査区の低地部で水田層が確認で

き、１３．２０．２７次調査区を東西に溝が貫き、一部は近

世にも及んでいる。さらに、戦前の練兵場時代の遺構

も、特徴的な遺跡として加えることができる。

以上のような展開を見せる文京遺跡も、多くの部分

は大学建物建設等に伴い､既に失われてしまっている。

これに対し、遺跡範囲確認調査により判明した、弥生

時代中期後葉～後期中葉の集落主要部分が残る、１４．

１６次調査区と１８．２５次調査区の間約5,525㎡と、大型

掘立柱建物周辺の法文学部西側駐車場部分約1,270㎡

が、グリーンゾーンとして積極的に活用を図っていく

ことが表明されている。［吉田］

２遺跡の区割と基本層序

（１）遺跡の区割（図２）

愛媛大学構内の大半に及ぶ文京遺跡の調査にあたっ

ては、その位置関係を、日本測地系（TokyoDatum）

平面直角座標系第Ⅳ系に従って、測量・記録し、独自

の区割を設定している。1998年に設定した区割は、日

本測地系（TokyoDatum）平面直角座標系第Ⅳ系の、

(Ｘ=93900,Ｙ＝-66800）を基点として、東から西へ

向かって５ｍおきに、ＡＡ・ＡＢ・ＡＣ…ＡＹ・ＡＺ・

ＢＡＢＢ…ＥＮ・ＥＯ・ＥＰ、南から北へ向かって５ｍお

きに、１．２．３．４．５．６…１１５．１１６・’１７．

１１８．１１９．１２０とし、両者を組み合わせた５ｍ方眼の

調査区画によるものである。さらに必要に応じて、こ

の区画内を１ｍ方眼に分け、南東隅から西に１～５，

そして北側列を６～10と、北西隅に到る25区画に細分

する。したがって、この１ｍ方眼を示す場合は、

｢DC27-l4」のように呼称することとなる。

なお、城北団地内には、これらの区割および測量の

基準として、以下の３級基準点を設置・利用してい

る。

（２）遺跡の既往調査成果（図３）

文京遺跡では、1951年頃から遺物が採集され、大学

構内では１～３．５～28次にわたる本格・確認調査と

試掘・立会調査で、縄文時代前期から近世に及ぶ集落

遺跡・生産遺跡であることが判明している。また、松

山市埋蔵文化財包蔵地地図にも、「67．文京遺跡（樋

又遺跡・元練兵場遺物包含地」として、掲載・周知化

されている。

とりわけ、文京町３番構内においては、その西南部

を中心に、全国的にも有数の弥生時代中期後葉～後期

中葉の集落の存在が判明している。３．７次調査区で

大型掘立柱建物が確認され、その西側の１２．１４．１６次

調査区を中心に、大規模密集型の弥生集落が展開する

のである。

これ以外の時代についても、まず後期を中心とする

縄文時代遺跡が、１１．２７次調査区や、東側の理学部構

内の２１．２４次調査区で確認されている｡理学部構内は、
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（２）遺跡の基本層序

城北団地内の基本層序については、上位からＩ～Ｖ

層を設定している。その上で、各調査では大区分を基

本層序に準拠し、それを構成する細かな土層ごとに枝

番号を付けている。基本層序の内容は以下の通り。

Ｉ層：表土層にあたる瓦喋を含む造成土部分。

Ⅱ層：造成以前の灰色系の近世～近代の水田層。

Ⅲ層：弥生時代～古墳時代の遺構・遺物を包含する

黒色～暗褐色系の土層。

Ⅳ層：黄褐色系のシルトー砂質土層で、下部には篠

が混じる。縄文時代の遺構・遺物が確認され

ている。

Ｖ層：Ⅳ層下の花問岩を主体とする砂喋ないし喋

層。

［吉田］
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Ⅱ文京遺跡20次調査

Ⅱ文京遺跡20次調査

１調査。整理の体制と経過

（１）調査にいたる経緯

１９９９（平成１１）年度補正予算に伴って、地域共同研

究センター東側に隣接して、サテライト・ベンチャ

ー，ビジネス・ラボラトリー建物新営が計画された。

地域共同研究センター新営にあたっては文京遺跡１３次

調査として全面調査を行い、相当数の遺構・遺物が出

土している。したがって、その東隣の今回の新営地点

も、事前に全面調査が必要とされ、平成11年１２月15日

付の工学部事務長発の事務連絡により、埋蔵文化財調

査室に発掘調査の依頼がなされた。これを承けて埋蔵

文化財調査室では、施設部との協議により、具体的な

発掘計画を立案するとともに、発掘調査に関わる諸手

続を進めていった。結果、建物本体部分と電灯新設２

箇所を含んだ調査対象面積は588㎡となり、1999年度

に文京遺跡20次調査（調査番号：99910）として実施

することとなった。［吉田］

（２）調査の体制

文京遺跡20次調査に関わる1999年度の埋蔵文化財調

査委員会および調査体制は、以下の通りである。

[埋蔵文化財調査委員会］

委員長鮎川恭三（学長）

委員藤川研策（法文学部長）

委員下候信行（法文学部教授）

委員松原弘宣（法文学部教授）

委員向井康雄（教育学部長）

委員川岡勉（教育学部教授）

委員小松正幸（理学部長）

委員前田信治（医学部長）

委員有井清益（工学部長）

委員西頭徳三（農学部長．～1999.5.31）

白石雅也（農学部長・’999.61～）

委員久保庭伊佐男（事務局長）

委員久保芳匿（総務部長）

委員野添文男（経理部長）

委員鋳物良雄（施設部長）

[埋蔵文化財調杏宝］

室長下僚信行

調査員田崎博之（法文学部助教授）

吉田広（法文学部講師）

三吉秀充（法文学部助手）

専門員松原弘宣

村上恭通（法文学部助教授）

川岡勉

整理補助宮11奇直栄（施設部事務補佐員）

以上の体制のもと、施設部第二工営係監督により、

実際の調査は吉田・三吉が担当し、山村芳貴（愛媛大

学法文学研究科大学院生・現西条市教育委員会)、坂

本恒太（愛媛大学法文学部学生・現鹿児島県知覧町ミ

ュージアム知覧学芸員)、武田尊子（愛媛大学法文学

部学生・現松山市教育委員会)、丸毛のぞみ（愛媛大

学法文学部学生・現今治市教育委員会)、平尾勝洋

(愛媛大学法文学部学生）が補佐した。

また発掘調査に関わる事務は、大谷治（施設部企画

課長)、氏原修（施設部企画課企画係長)、鈴木優子

(施設部事務補佐員）があたった。［吉田］

（３）調査の経過

発掘調査は、2000年２月１４日から表土剥ぎを開始し

た。Ｉ．Ⅱ層を重機を用いて掘削し、排土を搬出した

後、まず遺物包含層であるⅢ層を切り込む遺構を検出

した。調査区南を東西に横断するＳＤ－１～３の溝や、

土壌・集石土壌など、古代以降の遺構である。これら

の掘り下げを行い、個別の図面・写真等の記録を作成

し、Ⅲ層上面の遺構の完掘として、全体写真を撮影し

た。

その後、遺物包含層であるⅢ層を、平面直角座標Ⅳ

系による城北団地区割に従い、１ｍ方眼単位で人力で

掘り下げ、遺物を区画毎に取り上げた。Ⅲ層自体は、

調査区東部では薄く、西側に厚い堆積であり、とりわ

け調査区北西部分は、遺構の重複もあって、Ⅲ層下部

をSX-32として掘り下げを行っている。

Ⅲ層掘削後は、Ⅳ層上面で精査を行い、遺構を検出

５－



し、全景撮影を行った。その上で、改めて各遺構毎に

掘り下げ、個別の図面・写真等の記録を作成し、全体

の完掘写真を撮影した。ＳC－２７．２８．３５等の竪穴式住

居や、土壌・溝であり、弥生時代から古墳時代の遺構

である。

この段階で、６月10日(土)に現地説明会を開催し、

あいにくの雨天ながら、約50名の参加があった。

その後、土層確認のため重機を用いてⅣ層の掘削を

行い、記録を取り、最終的には６月20日にすべての発

掘作業を終了し、現場を撤収した。［吉田］

（４）整理作業の体制

文京遺跡20次調査の整理作業に関する、2001～2004

年度の埋蔵文化財調査委員会・調査室の体制は、以下

の通りである。

[埋蔵文化財調査委員会］

委員長小松正幸（副学長・～2003.228）

小林展章（副学長・2003.3.16～20043.31）

（理事・2004.4.1～）

委員藤川研策（法文学部長・～2003.3.31）

今泉元司（法文学部長・2003.4.1～）

委員下僚信行（法文学部教授）

委員松原弘宣（法文学部教授）

委員金藤泰伸（教育学部長．～2004.3.31）

渡遥弘純（教育学部長．2004.4.1～）

委員川岡勉（教育学部教授）

委員真鍋敬（理学部長．～2002.3.31）

柳津康信（理学部長．２００２４１～）

委員小西正光（医学部長）

委員清水顕（工学部長．～2002.3.31）

鈴木幸一（工学部長．2002.4.1～）

委員白石雅也（農学部長）

委員塩谷幾雄（事務局長．～2003.3.31）

田村幸男（事務局長．2003.4.1～2004.1231）

門山勇（事務局長．2005.1.1～）

委員大和田和平（総務部長・～2004.1.31）

山田勝治（総務部長・20042.1～2004.331）

（経営企画部長・2004.4.1～）

委員高橋伸一（経理部長・～2003.3.31）

白石薫二（経理部長・200341～200411.15）

（財務部長・200411.16～）

委員土居昌弘（施設部長・～2004.331）

山地久司（施設部長・２００４４．１～200411.15）

（施設基盤部長・200411.16～）

[埋蔵文化財調査室］

室長下候信行

調査員田崎博之（法文学部教授）

吉田広（法文学部講師・～2002.9.30）

（法文学部助教授・2002.10.1～）

三吉秀充（法文学部助手）

専門員松原弘宣

村上恭通（法文学部助教授）

川 岡 勉

整理補助宮崎直栄（施設部教務補佐員）

以上の体制のもと、整理作業は吉田・三吉の指示に

より、接合・復元等の作業を、施設部技能補佐員の井

出野文江、生麿千代（～20029.30)、門田都、松本美

和子、丸岡美智子、村上洋子（～200211.15）が行い、

実測・製図等の作業を、施設部技術補佐員の山田誠司

(2003年度・現四国中央市教育委員会）と漬田美加

(2004年度）が行った。

また整理作業に関わる事務は、秦稔（施設部企画課

長・～2003.3.31）・堤達行（施設部企画課長・2003.

4.1～)､稲見俊光(施設部企画課総務係長・～20033

31)・冨岡文夫(施設部企画課総務係長・2003.41～)、

横本順子（施設部事務補佐員．～2004.3.30）・渡追か

おる（施設部事務補佐員．2004.4.1～）があたった。

［吉田］

（５）整理作業の経過

先行調査出土遺物の整理のため、２０次調査出土資料

の整理はやや遅れ、2001年度に洗浄作業、2002年度に

注記・接合・復元と、水洗土壌からの微細遺物の選別

作業を行った。その間、基礎的な図面等の整理を終え、

概要については、2002年度刊行の『埋蔵文化財調査室

年報-1999.2000年度一』に報告したところである。

なお、正式報告書作成に向けた作業は2003年度に開

始し、2003.2004年度に遺物の実測を行い、2004年度

に製図と写真撮影、報告書執筆・編集を行ったところ

である。［吉田］
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Ⅱ文京遺跡20次調査

２整理の方法

（１）遺構。遣物の登録

２０次調査では、城北団地の基準層序Ⅲ層の上下で、

遺構を確認している。確認した大型の遺構のうち、一

部欠番を含むが、１～２１．７１がⅢ層上面で確認した遺

構で、２２～70がⅢ層途中あるいはⅣ層上面で確認した

遺構である。前者がおよそ中近世、後者が弥生から古

墳時代の遺構である。この遺構番号に加えて、遺構の

種別を、ＳＣ：竪穴式住居、ＳＢ：掘立柱建物、ＳＤ：溝、

ＳＫ：土壌、ＳＸ：その他とする略号を、遺構番号に冠

して表した。なお、柱穴あるいは小穴については、

SPの略号を冠して、欠番を一部挟むが、１０１から642

の番号を付けて表した。

出土遺物についても、調査時に出土の原位置を記録

したものについては、ｌからのＲ番号を取上遺物番号

として与え、一部欠番を含みながら、１１３までを数え

る。出土原位置を記録していない遺物は、土層と調査

区割単位あるいは遺構と埋土別の単位での取り上げで

あり、したがって袋単位の取り上げである。この取り

上げ単位である袋に対して、整理時に１００１からの４桁

のｒを付した番号を登録し、接合他の検討を行った。

1001～1084が、Ｉ層．Ⅱ層・撹乱層、あるいは出土地

不明遺物と灰黄褐色砂質土出土遺物。2001～2205が中

近世と判断した遺構出土遺物、3001～3439がⅢ層出土

遺物（SX-32出土遺物を含む)、そして4001～4294が

弥生・古墳時代と判断した遺構出土遺物である。

さらに、報告書に記載すべき記録可能な個体を選別

する時点で、ｌ個体（実測図単位）に対して改めて

10001からの５桁のＲ番号（実測遺物番号）を与えた。

４桁以下の内訳は、rlOOO番台に対応するＩ層他出土

遺物が１０００１～１００９５、ｒ2000番台に対応する中近世遺

構出土が20001～20472、ｒ3000番台に対応するⅢ層出

土遺物が30001～30082、そしてr4000番台に対応する

弥生・古墳遺構出土が40001～40136である。ただし、

５桁の実測遺物番号を付したものでも、本書に掲載し

ていないものが一部存在する。［吉田］

（２）遺物。記録類の保管

出土したすべての遺物については、文京遺跡20次調

査を表すBNK-20と、出土遺構、取上遺物番号（Ｒあ

るいはｒを冠した４桁までの番号）を注記して、遺物

台帳に記録し、遺構等の単位毎に、コンテナに番号を

付して収納している。その中から、報告すべき遺物に

ついて抽出し、先に述べたような５桁の実測遺物番号

を、別色で追加注記している。本報告の挿図番号との

対応は、この実測遺物番号に拠っている。これらの遺

物は１分の１の実測図を作図し、必要に応じて写真記

録をとっている。また、報告書掲載遺物は、本報告挿

図単位でコンテナに収納し、コンテナに番号を付して、

遺物台帳に記録している。

発掘調査時の記録類には、遺構・土層の観察所見記

録・実測図・写真がある。遺構の観察所見記録は、埋

土の土質・色調のメモ類で、遺構台帳を作成し、個々

の観察記録とした。調査区内のすべての遺構の全体図

と､調査区壁の土層断面図を20分の１の縮尺で作成し、

主要な遺構については個別に図を作成し、一部には１０

分の１の縮尺のものもある。これらの実測図には、ｌ

から85までの通し番号を付し、遺構図台帳に記録して

整理・保管している。

調査の際には、３５mmモノクロ・カラースライド、

６×７モノクロ・カラースライドによる写真記録をと

っている。こうした写真類については、カットごとに

検索用のカードを作成し、写真登録番号を付して、台

帳に記録している。カットは、99910-001～150に及

ぶ。また各フイルムについてもそれぞれ番号を与え、

35ｍモノクロに３桁十２桁（００１－０１～)、３５ｍカラー

スライドには３桁（001～)、６×７モノクロ・カラー

スライドには４桁(0001～）の通しの登録番号を付し、

検索用カードと写真台帳に併記している。

以上の方法で記録類と遺物を整理・保管している

が、本書に掲載した遺物については、本文中の遺物観

察表に実測遺物番号の項を設けて表記し、報告書から

遺物の検索ができるようにしている。［吉田］
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Ⅳ層でも上部のⅣ－ａ～ｄ層は、シルト質が強いな

がらも、３ｍ前後までの砂喋をやや含む。それに対し

てⅣ－ｅ層以下は、砂喋の混じりがなくなる一方で、

土層全体の砂質が増す傾向にある。そして、そのよう

な大別間において、砂層や砂喋層を挟んだ顕著な流水

性堆積が、調査区北東部に広がっている（Ⅳ－９～３０

層)。Ｖ層は、このような流水性堆積のⅣ層を外れた

地点で検出でき、Ⅳ層自体の堆積が、Ｖ層によって形

成された起伏に応じていることが示唆される。［吉田］

調査地点 松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

ＳＶ､ＢＬ・新営予定地（図３）

ＢＮＫ-20

99910

588㎡

調査期間

調査種別

整理期間

調杏相当

依頼文書

2000年２月１４日～６月20日

全面調査

2001年度～2004年度

吉田広・三吉秀充

工学部事務長発事務連絡

（平成11年１２月15日付）

調査I略号

調査番号

調査面積

（１）土層の堆積状況（図４）

２０次調査区においては、Ⅳ層が東から西へと緩やか

に傾斜参するとともに､遺物包含層であるⅢ層の堆積も、

西側が厚い。また南北には、わずかながらも北側が高

く、この地点が西側に延びる微高地上の南側斜面に位

置していることがわかる。

Ⅳ層上面以上の調査を終えた後、縄文時代遺跡の有

無を確認するため､重機を用いてⅣ層を掘削している。

縄文時代に遡る遺構・遺物は出土しなかったが、Ⅳ層

以下の堆積状況が確認できた。

３調査の概要

表１文京遺跡20次調査出土遺構時代別一覧
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黄灰 (2.5Y4/1)砂諜。 0.5阻以下の砂粒を主体に、 lOcm以下の砂礁を多く含む。しまりあり。
にぷい黄橿 (10YR6/3)砂。 0.1-0.5聞の砂粒からなり、鉄マンガン分の沈着あり。しまりなし。
にぶい黄褐 (10YR5/3)砂際質土。 lmm以下の砂粒を主体に、 3cm以下の砂躍撃を少し含む。しまりあり。
暗灰黄 (2.5Y5/2)砂礁。 l剛以下の砂粒を主体に、 5cm以下の砂礁を少し含む。しまりあり。
にぷい黄褐 (10YR5/4)砂。 1mm以下の砂粒からなり、しまり弱い。
灰黄 (2.5Y6/2)砂質土。 l醐以下の均質な砂粒からなり、しまりやや弱い。
灰黄褐 (lOYR5/2)砂質土。2間以下の砂粒からなり、しまり弱い。
灰黄褐 (lOYR5/2)砂質土。2間以下の砂粒からなり、 3cm以下の砂擦を少し含む。しまり弱い。
灰黄褐 (lOYR512)砂様。 l四前後の砂粒を主体に、 IOcm以下の砂擦を多く 含む。しまりあり。
にぷい黄褐 (lOYR5/3)砂質土。均質な砂粒からなる。

N-31 褐灰 (lOYR4/1)砂質土。 0.5mm以下の砂粒からなり、しまり弱い。
N-32 オリープ褐 (2.5Y4/3) シjレト質土。 2剛以下の砂粒を含み、シルト質強く、しまりあり。
N-33 灰黄褐 (10YR412)砂諜質土。 5cm前後の砂諜を含み、しまりあり。
町一d:褐 (lOYR4/4)砂質シJレト。町一bより若干シJレト質が強〈、 3胴前後の砂礁を含み、しまりやや弱い。
N-34 灰黄褐 (10YR5/2)砂質土。 O.1mm以下の細かな砂粒からなり、しまり強い。
N-35 灰賞褐 (lOYR5/2)砂質シルト。しみ状の汚れあり。
N-36 にぷい黄褐 (lOYR5/4)砂質シルト。N-eよりわずかに粘性あり。
N-e にぶい黄褐 (lOYR5/4)砂質シルト。砂質強く、しまりやや弱い。砂層が部分的に献入し、鉄 7 ンガン分の沈着が斑状にあり。
N-37 灰黄褐(lOYR612)砂。 0.5-1nm大の砂粒からなり、しまりやや弱い。
N-38 にぶい賞糧 (lOYR6/4)砂質土。 0.5-1mm大の砂粒を多く含み、しまり弱い。
N-39 にぷい黄褐 (lOYR5/4)砂質シJレト。 N-fに比べ、シJレト質弱〈、砂質強い。
N-f にぷい黄褐 (lOYR5/4)砂質シJレト。N-eとほぼ閉じながら、わずかにシJレト質強い。
N-g にぷい賞褐 (10YR5/4)砂質シJレト。砂質含むが、シJレト質強〈、粘性高い
N-40 褐灰 (lOYR5/1)砂礁。 0.5-2皿の砂粒を主体に、 3cm大までの砂礁を多く含む。しまりややあり。
N-41 にぶい黄樟 (10YR6/3)砂様。 3胴以下の砂礁からなり、わずかにシルト質が混じり、しまりややあり。
N-42 黄褐 (2.5Y5/4)砂質シjレト。2mm以下の砂粒を多く含み、しまりあり。
N-43 褐灰 (10YR6/1)砂礁。 0.5-3四の砂諜からなり、しまり弱い。
N-44 賞灰 (2.5Y6/1)砂。 0.5-2mmの砂粒からなり、シJレト質わずかに含む。
N-45 暗灰黄 (2.5Y5/2)砂磯。 lmm以下の砂粒を主体に、 3cm大までの砂擦を多く含む。しまり ややあり 。
N-h にぷい黄褐 (lOYR5/3)砂質シルト。やや粘性あるが、砂質強く、しまり弱い。
N-46 褐灰(lOYR61l)砂。0.2-1醐の砂粒からなる。しまりなし。
V層
V① 
V② 
v-@ 
V① 
V⑤ 
V⑥ 
V① 
v-@ 
V-<ID 
V⑮ 

V⑪ 

U層

N-a 褐 (lOYR4/6) シJレト質土。シJレト質強いが、 3mm前後の砂様多く含む。しまりあり。
N-l・にぶい黄 (2.5Y6/3)砂質シJレト。均質な砂質シJレト層。下面に鉄 マンガン分の沈着あり。
N-2 :暗オリープ (7.5Y4/3) シJレト。
N-3 にぷい黄 (2.5Y6/4)砂質シlレト。2剛前後の砂礁をわずかに含む。
N-4:灰黄褐 (lOYR5/2)砂質土。 2mm以下の砂粒を多く含み、しまりやや弱い。
N-b 褐 (lOYR4/4)砂質シル ト。砂質強〈、しまりやや弱い。 E層のしみが所々に混じる。
N-5・褐 (lOYR4/4)砂質シルト。町 bに比べ、やや粘性あり。しみ状の汚れあり。
N-6 にぷい黄褐 (10YR4/3)砂質シルト。砂質強い。しみ状の汚れあり。
N-c 褐 (lOYR4/4)砂質シルト。 N-bに近いが、 3四前後の砂礁を含み、しまりあり。
N・7 にぷい黄密 (lOYR7/3)砂質土。町層中でも特に砂質強〈、しまり弱い。
N-8 灰掲 (2.5Y6/2)砂質土。5回以下の砂礁を多く含む。他は細かく均質な砂質土。
町8 にぶい黄褐 (lOYR5/4)砂質シJレト。 N-cに比べ、砂粒の混じり少ない。
N-I0 オリープ褐 (2.5Y4/3)砂磯質土。3醐以下の砂礁を主体に、 5cm大までの礁を少し含む。しまりあり。
N-ll にぷい黄褐 (lOYR5/4)砂質シルト。 3cm以下の礁をやや多く含む。
N-12 黄褐 (2.5Y5/4)砂質シルト。シルト質強く、わずかに粘性あり。
N-13 :にぷい黄褐 (lOYR5/3)砂質土。 2凹以下の砂粒をわずかに含む。
N-14 :灰黄褐 (lOYR6/2)砂質土。 lmm以下の砂粒からなり 、しまりやや弱い。
N-15 :褐灰 (10YR5/1)砂質土。 lmm以下の砂粒を多く含み、しまりあり。
N-16 黄褐 (2.5Y5/4)砂質土。 3醐以下の砂擦を少し含む。他は均質。
町ー17 灰黄褐 (10YR512)砂喋質土。 3mm以下の砂諜を多く含み、しまりやや弱い。
N-18 :暗黄灰 (2.5Y5/2)砂質土。2凹以下の砂粒を少し含み、しまり弱い。
N-19 :褐灰 (2.5YR5/1)砂諜質土。3cm前後の砂礁を多く含み、しまりあり。
N-20:灰黄 (2.5Y6/2)砂磯質土。 5cm以下の砂擦を多く含み、しまりやや弱い。
N-21 ・褐灰 (lOYR6/1)砂。 2剛以下の砂粒を主体とし、わずかに微細な褐色シルト粒含む。
N-22 灰黄褐 (lOYR6/2)砂諜。 3四以下の砂E撃を主体に、 10叩以下の砂諜を多く含む。しまりあり。
N-23 灰黄褐 (lOYR6/2)砂質土。均質な細かい砂層。しまりあり。
N-24 褐灰 (lOYR6/1)砂。 lcm以下の砂粒が互層状に堆積。しまり弱い。
N-25 灰黄 (2.5Y6/2)砂質土。均質な砂質土。
N-26 灰黄褐 (10YR5/2)砂質土。 3mm以下の砂際を多く含み、しまりあり。
N-27 灰黄褐 (10YR5/2)砂質土。 3mm以下の砂離を多く含み、 5剛大の褐色シJレトプロック含む。しまりややあり。
N-28 褐灰 (lOYR6/1)砂様。 5凹以下の砂礁からなり、砂層が薄く層状に最入する。しまり弱い。
N-29 にぶい黄褐 (10YR5/4)砂質シルト。 lmm前後の砂粒やや含む。
N-30 にぶい黄 (2.5Y6/4)砂質シルト。

L . 
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（２）遺構と遺物（表１、図５．６５、付図）

２０次調査においては、埋土の特徴と層位から、後述

するように、出土遺構・遺物を分けることができる。

埋土の類型は、上位から以下の通り。

Ａ類型：やや灰色みを帯びた黄灰色から黄褐色の砂

質土。

Ｂ類型：Ⅲ層に共通する暗褐色砂質土ないしシルト

質土で、砂牒や砂粒を比較的多く含む。

Ｃ類型：Ⅲ層に共通する暗褐色砂質土ないしシルト

質土で、砂喋をほとんど含まない。

①弥生時代の遺構・遺物

弥生時代の遺構は、Ⅲ層の下．Ⅳ層上面で検出した

もので、基本的にＣ類型の埋土を有する。主要な遺構

は以下の通り。

竪穴式住居２棟：ＳＣ－３５．６５

溝６条：ＳＤ－３３．３４．３６．３７．４３．４４

土壌１１基：ＳＫ－２０．３１．３９．４５～47.

５５．５９～６２

その他の遺構１５基：ＳＸ－３８．４０～４２．４９～5４．

５６～５８．６３．６６

竪穴式住居SC-35は、径３ｍ前後と小型であるが、

床面に台石を据え、周辺から石器微細剥片が顕著に出

土し、石器製作を行っていたことが明らかである。ま

た、中央土壌からは赤色顔料も顕著に出土している。

それでも出土遺物は決して多くない。また、SC-35以

外の遺構からの出土遺物も、さらに少ない。西側の

１２．１４．１６次調査地点等とは、対照的な状況である。

出土遺物は、弥生土器、石器である。

なお、周辺調査でＣ類型埋土の遺構は、弥生時代か

ら古墳時代中期の遺構であることが判明しているが、

20次調査では古墳時代前期・中期の明確な遺構は存在

せず、以下本書では、Ｃ類型埋土の遺構を弥生時代遺

構として一括する。

②古墳時代の遺構。遺物

古墳時代の遺構は、Ⅲ層の下・Ⅳ層上面、あるいは

Ⅲ層中で検出したもので、基本的にＢ類型の埋土を有

する。主要な遺構は以下の通り。

竪穴式住居５棟：ＳＣ－２３．２４．２７～２９

掘立柱建物４棟：SB-67～７０

土壌２基：ＳＫ－２５．３０

竪穴式住居のうち、SC-29は北ｌ区、ＳＣ－２３．２４は

１３
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北３区の検出で、狭い範囲のため、平面規模等は不明

である。残る２棟のＳＣ－２７．２８は、ｌ辺４ｍ前後の方

形と推察されるが、残りは良くない。４棟の掘立柱建

物は、１間×１間、あるいは’間×２間以上の建物で、

倉庫とみられる。

出土遺物には、須恵器、土師器、鉄器、鉄津、土玉

等があり、弥生土器、石器も一部含む。Ｂ類型埋土の

遺構は、古墳時代後期の遺構である。

③Ⅲ層出土の遺物

Ⅲ層は､遺物包含層あるいは遺構埋土上部に相当し、

基本的に１ｍ方眼単位で遺物の取り上げを行った。出

土遺物には、弥生時代から古墳時代の、弥生土器、石

器、土師器、須恵器がある。特に、Ⅲ層上部からは、

古墳時代中期の要と輔羽口が一緒に出土している。ま

た、調査区西側の一部Ⅲ層下部については、SX-32と

して掘り下げを行っている。

④古代以降の遺構。遺物

通常ＩⅡ層下でⅢ層が現れるが、２０次調査では、

Ⅲ層の上面に流路内堆積層や灰黄褐色砂質土が認めら

れるとともに、Ａ類型埋土の遺構が存在した。これら

の主要な遺構は以下の通り。

溝８条：ＳＤ－ｌ～６．６４．７１

土塘６基：ＳＫ－７．９．１１．１２．１７．２１

その他の遺構６基：SX-13～１６．１９．２６

溝は水路で、１２世紀から14世紀を中心とする。一方、

その他の遺構のほとんどは、掘り込みを伴う集石遺構

で、一部の土壌とともに、近世の墓関連遺構と推定し

ている。

遺物は溝から多く出土しており、古代末から中世の

土師器、瓦器、輸入陶磁器、中世陶器、土師質土器、

鉄津等がある。

⑤撹乱層出土の遺物

主に重機掘削によった撹乱層（ＩⅡ層）について

は、一部遺物を採集している。その中には、弥生時代

から中近世の遺物があるとともに、銃弾や薬茨などの

戦前の練兵場時代の遺物がある。なお、一部撹乱は練

兵場時代の演習用塑壕の可能性もある。［吉田］
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４ 調査の記録

Ａ弥生時代の遺構と遺物

（１）遺構の分布（図６，図版ｌ）

城北団地基本層序Ⅲ層の下、あるいはⅣ層の上なが

らＣ類型の埋土をもつ遺構は、弥生時代から古墳時代

中期の遺構であることが、これまでの調査で判明して

いる。しかし、今回の調査では、明確な古墳時代前・

中期の遺構・遺物はほとんど出土してなく、Ｃ類型の

埋土を有する遺構を、弥生時代の遺構に一括して以下

報告する。竪穴式住居２棟（SＣ－３５．６５)、溝６条

(SD－３３．３４．３６．３７．４３．４４)、土壌11基（SK-20．

K-３

3９

漁
6僧I調

Ｓ

3９６０

9３９５５

＝９３９５０

Ｙ＝-６７１８０

Ｌ＝

蕊露

◎２㎡"
ヨロ

Ｘ§露

Ｙ＝-67175

｡

０

ゴ

Ｙ＝-６７１７０

○０
．＠

◎

Ｙ＝‐６７１６５

３１．３９．４５～４７．５５．５９．６０～62)、その他の遺構

(SX-3８．４０～４２．４９～５４．５６～５８．６３．６６)、そして

柱穴･小穴445基である。

調査区中央部のSX-50等は、溜まり状の遺構がほと

んどで、それらを除けば、遺構は調査区西部に偏在す

る。とくに調査区北西部は、後論するⅢ層下部とした

SX-32の範囲にほぼ相当し、SD-33等の溝群や柱穴・

小穴が集中する。それでも、明確な遺構は、SC-35程

度で、他の遺構は出土遺物も少ない。［吉田］
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図６弥生時代主要遣構配置図（縮尺1/200）
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（２）竪穴式住居

①SC-35（図７～１１、表２、巻頭図版２、

図版２～５．１５．１６）

Ｉ。Ⅱ層除去後、Ⅲ層を約１０cm掘り進め、発掘調査

区北西部ＣＷ１３・’4区とＣＸ１３・’4区で検出。弥生時

代のSD－３３．３６、SP-440を切り、古墳時代後期のSP-

１４０．１４８．１６１．１６５に切られる。住居跡の北東部は、

｢大正天皇お手植えの松」の植樹（調査番号：99801）

と、移植工事（調査番号：99907）の際に撹乱を受け、

南西部を残すのみである。Ⅳ層であるにぶい黄色～明

黄褐色土を掘り込み、平面プランが、やや楕円形を呈

する直径2.9～3.1ｍの小型竪穴式住居跡。検出面から

床面までの深さは約20cm。

[埋土。焼土等］（図版２．３）

埋土掘り下げ過程で､焼土塊や炭化物の集中地点が、

住居跡南西部に２箇所見られた。焼土・炭①と焼土・

炭②とする。

焼土・炭①は、住居跡南西部に長辺約100cm、最大

幅約50cmの不定形状に広がる。１cm大の炭や焼土のブ

ロックが斑点状に広がり、図７の赤実線部分には、大

きめの焼土ブロックがまとまって見られる（Ｂ－Ｂ'土

層図①層に対応)。床面から約18cm上部で検出し、約

10cm堆積する。焼土・炭①の上面では、弥生土器壷の

底部片（１１．RlO2）が出土している。Ｂ－Ｂ，土層図

②層に焼土は含まれないこと、焼土・炭①では石器の

細片が全く出土していないことから、焼土・炭①は住

居跡廃棄直後、もしくは後世の流入土であると考えら

れる。

焼土・炭②（Ａ－Ａ，土居図④～⑥層に対応）は、

住居跡南部、中央土壌から南にかけて、径約１００cmの

円形状に広がる。床面で検出したSP-470の上部では、

焼土・炭②が広がらず、SP-470埋土からは炭化物が

まとまって出土している。現地での観察はできていな

いが、住居跡廃絶後にSP-470は掘り込まれた可能性

が考えられる。

焼土・炭②は、焼土・炭①と異なり、焼土をほとん

ど含まない。床面上もしくは床面から10cm以内の高さ

で、屋根材と考えられる炭化した木材（以下「木材」

と記す｡）が、南北方向に途切れ途切れに残存する。

木材は幅４～５cm程度で、残存状況の良好なものは、

木材Ｗ・木材Ｘ・木材Ｙ・木材Ｚとして取り上げ、樹・

種同定を行っている。結果、木材Ｗはツブラジイ、木

材Ｘ・Ｙ・Ｚと焼土・炭②中で採取したr4313は、コ

ナラ属アカガシ亜属であることが判明した（詳細は

Ⅱ－５－Ｂ参照)。残りの良い木材Ｙは長さ30cm程度だ

が、木材Ｙの北側、SK-48上部で検出した木材も一連

のものと考えると、最低でも１ｍの木材となる。木材

は、台石（１９．R103）の直上で検出したものもある。

１５
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さらに数本の木材が、南北方向に整然と並んで見られ

ることから、後世の放り込みではなく、住居が焼失し

た際に、屋根材が崩れ落ちた状況を示していると考え

られる。

Ａ－Ａ,土層図では、木材などの炭化物が、炭化物

をあまり含まない⑦層上にのる。⑦層は住居跡南の壁

際に見られ、明黄褐色土の小ブロックを含み、しまり

があることなどから、住居使用時にすでに堆積し、踏

み固められていたと考えられる。以上の所見から、焼

土・炭②は、住居焼失時もしくは、あまり時間を経な

い段階で堆積したものと考えられる。

焼土・炭①、焼土・炭②とは別に、住居跡床面中央

で、長さ約60cm、幅約20cmにわたって焼土の小ブロッ

ク塊が広がる。焼土①として埋土の取り上げを行って

いる。焼土①は、中央土壌SK-48に接することから、

SK-48埋土中で見られる焼土塊と一連のものであり、

住居焼失時に形成されたものと考えられる。

[柱穴等］

床面では１８基の柱穴（SP-469～471.518～531.

554）と中央土壌（SK-48）を検出している。検出し

た柱穴のうち、SP-471とSP-554は、SK-48を切って

いることから、SC-35床面検出ではあるものの、後世

の掘り込みの可能性が高い。また、SP-523は台石の

真下に掘り込まれており、SC-35との関連性は低い。

検出した柱穴は半裁し､埋土を慎重に精査している。

しかし、柱痕は未確認であり、主柱穴の確定はできて

いない。柱穴の配置からすると、中央土壌であるSK-

48を挟んだSP-525とSP-529、またはSP-530の２本主

柱穴の可能性が考えられる。SP-525は20～25cmの楕

円形、ＳP-529.530は径20cmの円形を呈する。床面か

らの深度はSP-525が約20cm、ＳＰ-529.530は約25ｃｍ

と､床面で検出した柱穴の中では、しっかりしている。

ＳＰ－４７０．４７１．５１８．５２１～531.554の埋土中から

は、炭化物の小片が出土している。特にSＰ－４７０．

５２３．５２９．５３０は炭化物がまとまって出土している。

SP-470.523は、埋土掘削中に確認した焼土・炭②の

下部近くに位置しており、それらとの関連性が考えら

れる。

調査時には、床面精査を慎重に実施している。加え

て、竪穴式住居を掘り込む基盤層は、にぶい黄色～明

黄褐色を呈することから、柱穴の見落としの可能性は

低い。主柱穴が本来存在しなかったのか、あるいは存

在したと想定するなら、SP-525とSP-529、または

SP-530の２本主柱穴の可能性が考えられる。

柱穴の他に住居跡西側、住居の壁付近で、小さな窪

みを４箇所検出したが、浅く不定形であることから、

周溝など意図的なものではない。
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砂質土。浅黄（2.5Y7/3）
砂質土の不定形ブロッ

クを含む。

②：灰黄褐（lOYR4/2）

砂質土｡明黄褐(2.5Y7/6）
砂質土の不定形ブロッ
クが混じる。

Ａ－ＡＩ

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。１mm前後の砂粒をやや多く含み。にぶい黄
色土の１mm大ブロックを含む。しまりあり。

②；暗褐（lOYR3/3）砂質土。１ｍ前後の砂粒をわずかに含む。１mm大の
にぶい黄色土のブッロクを少量含む。しまりあり。炭化物粒を少量含む。

③：にぶい黄褐（10YR4/3）砂質土。②層に比べて、にぶい黄色土の混在
多く、ブロックの大きさも３mm大と大きい。

④：暗褐（10YR3/2）混炭層。炭層が面的に混じる。粘性あり。砂粒。に
ぶい黄色土は含まない。

⑤：黒褐（7.5YR3/2）砂質土。B-B『②層に対応し、これに比べ砂粒の割合
少ない、

ＧＧＯ

２８．００ｍ

急
①：灰黄褐（l0YR4/2）砂

質士。明黄褐（2.5Y7/6）
砂質土の丸いブロックを
少量含む。

②：灰黄褐（l0YR4/2）砂
質土、明黄褐（2.5Y7/6）
砂質土の丸いブロック、

１cm大の炭化物を少量含

む。

③：にぶい黄褐〈10YR4/6）
砂質土、明黄褐（25YR776）
砂質土のレンズ状ブロッ
クを多く含む。

①

Tミケ
、②
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Ａ－ＡＢ

①：灰黄褐（10YR6/2）砂質土。木の根に伴う柵乱

11N

－２mm大の砂粒を含む。

②：灰黄褐（10YR4/2）砂質土。明黄褐（lOYR7/6）砂質土、にぶい黄橿 (lOYR7/3）

砂質土の丸いブロックを含む。赤色顔料・炭化物・焼土をまばらに含む。灰黄褐

山…ず二重ﾖー ｰー 眉ー ［
上
。
②
０
ト
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で、焼土塊を含まない。大別４層は、赤色顔料・炭化

物・焼土粒を少量含んでいる。焼土粒は上層を中心に

見られることから､上部層からの混入の可能性がある。

大別３．４層は、焼土塊をほとんど含まず、大別１．

２層と大きく異なる。焼土塊は、SC-35埋土中にも多

数見られ、一連のものと考えるならば、住居が機能し

ていた段階のものとは考えにくい。よって、大別３．

４層は、住居焼失以前の堆積層と想定される。

[出土土器］（図９）

SC-35埋土中では、遺物が散発的に出土している。

図７Ａ－Ａ'断面を挟んで、東を埋土東半、西を埋土

西半として遺物の取り上げを行った。土器、石器、微

細遺物、赤色顔料の順に述べる。

弥生土器は、総数約１００点の破片が出土した。大半

は、埋土の水洗選別で検出した細片である。２．４は

埋土中、３は埋土西半、５．７は埋土東半、１１（Ｒ

102他）は焼土・炭①の上面から出土している。８は

床面から少し浮いた状態で出土した土器（Rll2）と

床面直上出土の土器（Rll3)、東半埋土出土土器、焼

土・炭②出土土器の接合で、９は床面から少し浮いた

状況で出土した土器片（Ｒ１００．１０１．１１２）と、焼

土・炭②出土土器の接合である。

床面で検出したSK-48やSP－５２０．５２３．５２６．５２８．

５２９．５３０からは約50点に及ぶ弥生土器壷・要の細片が

出土している。特にSK-48出土遺物は、ｌ辺１cmにも

満たない細片が多い。実測図を提示できたのは、SP-

528埋土出土の１．６、SP-523埋土出土の10である。

１から１１は弥生土器。１は壷口縁端部の剥落片。拡

張された口縁端部に凹線文が２条施される。２は尭口
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図８SC-35中央土墳（SK-48）遺構実測図（縮尺１/20）

[中央土墳］（図８，図版４．５）

住居床面中央には、平面プラン40～50cmの不整長楕

円形を呈する中央土壌SK-48が設けられている。断面

はすり鉢状で、底面および側面には凹凸が見られる。

北西部は柱穴SP－４７１．５５４．６４２に接し、北東部の一

部は、木の根によって破壊を受けている。

SK-48における埋土の堆積状況は、撹乱層を除くと

大きく４つの単位からなる。Ａ－Ａ，土層図③層とＢ－

Ｂ'土層図①層（大別ｌ層)、Ａ一Ａ，土層図④～⑦層

(大別２層)、Ａ－Ａ，土層図③．⑨層とＢ－Ｂ'土層図

②～⑤層（大別３層)、Ｂ－Ｂ，土層図⑥層（大別４層）

である。

大別ｌ層は流入土層。赤色顔料・炭化物を大量に含

む。３～５ｍ前後の粒状の赤色顔料が、炭化物に混じ

りながら斑状に広がる。SK-48中央では、径約１０cmの

範囲に赤色顔料粒が、斑状ではあるが、集中する。炭

化物は、屋根材の焼失に伴うと考えられるが、多くは

角のある小片の状態で出土している。埋土中には、焼

土塊が少量認められるが、焼土面は見られない。

大別２層は、赤色顔料・焼土塊・炭化物を大量に含

む。焼土塊は、土壌北部や南東部（Ａ－Ａ，土層図⑥

層）で見られ、焼土塊下部には炭化物混じりの埋土が

広がる。大別２層出土の木材ｒ4313、r4368の樹種同

定を行った結果、シャシャンポであることが判明した

(詳細はⅡ－５－Ｂ参照)。木材が上部から崩れた落ち

た状況を示しており、大別２層は住居焼失時に形成さ

れたものであり、シャシャンポも建築部材の一部と考

えられる。

大別３層は、炭化物と赤色顔料を含むが、ごく少量

焼土の塊広がり

1０ １ｍ



、

1９（RlO3）は住居跡南西部、SK-48の南西部床面直

上で出土している。

１２はサヌカイト製打製石錐片である。身上半部の破

片であり、鋒を欠損する。細身の三角形錐であったと

考えられる｡両面ともに調整剥離が側縁から深く及び、

素材面を残さない。１３はサヌカイト製の模形石器。片

面に自然面を残し、折損面を２面有する。下縁部には

階段状剥離が認められ、また平坦部があり、著しい潰

れが観察される。さらに、下縁近くの側縁部にも潰れ

があり、打撃方向を転じて使用されたことがわかる。

１４．１５はサヌカイト製の剥片である。１４は１面に平坦

な剥離面があり、両極から中央に向けて発達した貝殻

状裂痕が観察される。両極打法によって生成した剥片

と考えられる。１６は赤色頁岩の加工痕のある剥片。主

要剥離面側に粗い剥離痕がみられる。折損面には主要

剥離面側から生ずる貝殻状裂痕が観察される。

１７は挟り入り石庖丁の破片で、類例の少ない直背弧

刃形を呈する。片側の挟りのみ残存し、残存長4.0cm、

残存幅3.95cm、厚さ0.45cmを測る。復元すると長さ約

９cm、幅約４６cm程度の小型品となる。石材は結晶片

岩である。両面体部に片理面を残していることから、

やや厚めの素材を３枚以上の剥片に分割し、自然面の

残らない剥片を用いたと考えられる。周縁には調整剥

離の痕跡が残り、この段階に挟り部も作り出されてい

１
１，

冊

一
マア季や

、

1８－

１繍雲稀'－－－Ｊ'↑。
、

図９SC-35出土遺物実測図(1)（縮尺１／３）
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縁部。３．４は壷肩部片。ともに「ノ」字状押圧文が

施される。５．６は壷胴部で、外面に横方向のヘラミ

ガキが施される。７．８は尭胴部片。７の外面には、

タタキ調整の後に縦方向のハケメ調整を行い、内面は

指頭圧痕が見られる。胎土中には角閃石を含むことか

ら、他地域からの搬入品である。９～１１は壷底部。

９．１０は平底、１１は丸みと厚みをもつ。

７以外の土器の特徴は、弥生時代中期後葉から後期

初頭に位置づけられる。７．１１は理十上部からの出土

であり、混入品の可能性がある。

以上の他に、SC-35の北東部を一部掘削した「大正

天皇お手植えの松」移植に伴う立会調査（調査番号：

99907）では、基本層序Ⅲ層から須恵器坪蓋片と、弥

生時代中期後葉から後期初頭の斐胴部破片、高坪脚部

片が出土している｡また､SC-35埋士の上部にあたる

ＣＷｌ３・’4区とＣＸ１３．１４区のⅢ層で、古墳時代後期

の須恵器（図62-41）・土師器に混じって、弥生土器

壷・尭片（図６１－８．２３）が出土している。

[出土石器］（図１０．１１）

石器は８点出土している。

１６（Ｒ99）は住居跡東壁際に沿って、剥離面が直立

して出土している。１７（Ｒ98）は炭化した木材の上に

のった状態で出土しており、放り込みである可能性が

考えられる。１３．１４．１８は埋十上半、１５は埋土西半、

(1)

Ｌ '

1１

、
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図１０SC-35出土遺物実測図(2)（縮尺２／３）
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Ｂ面側に指を入れ、Ａ面側で稲穂を押さえることが多

かったと想定できる。

１８は敵石。先端と側面に敵打痕を認める。裏面は磨

石として使用していた可能性もある。砂岩製。

１９は花尚岩製の台石である。台石の原材は本来あば

た状を残していたと考えられるが、作業面はその中央

部と縁辺のところどころに光沢のある平滑面が認めら

れ、この面で研磨が行われていたと考えられる。また、

デジタル顕微鏡で観察した結果、平滑面が広がる中央

部を取り囲むように微細な溝が確認された。溝は長さ

５～１０ｍ、幅１～２，m。その断面形は非対称のＶ字形

を呈するものが多い。石器製作の際、打撃を受けて生

じたものと推測される。なお、側面ならびに底面にも

部分的に平滑面があり、研磨が行われたと考えられる。

ただし、作業面のような微細な溝は確認できなかっ

た。

以上の他に、SC-35埋土の上部に当たるⅢ層中から

サヌカイト剥片（図62-58）が１点出土している。

[出土微細遺物］

SC-35では、遺構検出段階で炭化物や焼土塊が点在

することを確認できたたため、焼土・炭層を採取し、

土壌水洗を実施した。その結果、炭化物の他に石器の

細片が含まれることが判明し、SC-35が石器製作並で

ある可能性が示唆され、改めて遺構内埋土全てに対し

て、１mmメッシュの節を用いた水洗選別を行い、多く

の微細遺物を得ることができた。とりわけ、微細剥片

が多い。

微細剥片は、SC-35埋土とSK-48、ＳＰ－５２５．５２８．

５２９．５３１から出土し、総数は202点。サイズは１辺１

～10ｍである。

石材別には、サヌカイト146点、赤色頁岩53点、結

晶片岩３点である。この他に、白色を呈する石片が約

30点見られたが、石片の観察と、同質の石材から製作

された石器が、これまで知られていないことから、石

器ではないと判断し、微細剥片から除外した。打製石

器の石材としてはサヌカイトと赤色頁岩が挙げられる

が、点数のうえではサヌカイトが多く、形状、サイズ、

厚みともサヌカイトに多様性がみられる。サヌカイト

の微細剥片には１mm前後の砕片が多く含まれている。

顕微鏡で観察した結果､厚みのある微細剥片の中には、

その縁辺部に白く潰れた部分を確認することができ

た。SC-35では、サヌカイト製模形石器および両極打

法に由来すると考えられる剥片が出土しているが、微

細剥片もそれらに伴うものが多いとみることができ

る。つまり、卓越したサヌカイト製の微細剥片は、サ

ヌカイト製石器の製作あるいは使用にともなうもので

あり、具体的には模形石器の使用あるいは両極打法に

より生じたものと評価できる。一方、赤色頁岩の微細

ロ

－２０－

１０ｃｍ

図１１SC-35出土遺物実測図(3)（縮尺１／４）

る。研磨は刃部、挟り部、背部の一部にみられ、体部

には及ばない。刃部は両面から研ぎ出されるが、片側

がより上方から研ぎ出され、偏両刃を呈する（以下、

研ぎ出しの強い側をＡ面、その反対をＢ面とする)。

肉眼観察において、両面の刃部、挟り部、背部が摩

滅しており、特に挟り部には光沢が見られた。刃部の

摩滅は稲との接触、挟り部の摩滅は紐ずれ、背部の摩

滅は手ずれが想定され、金属顕微鏡で観察を行った。

その結果､刃部と背部には光沢が検出されなかったが、

挟り部にイネ科植物が作用した場合に形成されるＢタ

イプ光沢が見られた。このことから、イネ科植物を材

料にした紐をかけて使用したと考えられる。なお、Ｂ

面に比べ､Ａ面挟り部の光沢形成と摩滅が進んでおり、
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表２ＳＣ-35出土石器微細剥片一覧
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の北東方向も、中央土壌が存在し作業スペースはない。

よって、製作風景を復元すると、台石の北西もしくは

東側に座って作業を行った可能性が高い。

なお、水洗選別では、SC-35焼土・炭②、焼土①や

SK-48埋土を中心として、炭化した種実も47点採取し

ている。一部の種実同定を行った結果、大半はイネで

あったが、焼土・炭②出土種実中に４点のアワが確認

されている（詳細はⅡ－５－Ｂ参照)。焼土・炭②は、

住居焼失時に屋根材の崩落によって形成されたもので

あり、後世に混入した可能性は低い。

[出土赤色顔料］

赤色顔料は、SC-35埋土中、SK-48、ＳＰ－５１８．

５２３．５２８．５３０．５５４から出土している。出土量は、

SK-48が最も多く、その他は微量の出土に留まる。

SC-35埋土中には、「大正天皇お手植えの松」の根に

よる侵食が一部で見られることから、SK-48埋土以外

は、当初から赤色顔料が含まれていたとするには、慎

重を要する。なお、出土土器・石器中には、肉眼観察

では赤色顔料の付着は見られない。

赤色顔料は、近畿大学南武志氏による分析の結果、

ベンガラであることが明らかになっている（詳細は

Ⅱ－５－Ａ参照)。赤色顔料は、SK-48大別１．２層の

木材片の下部を中心として出土していることから、屋

根材の一部にベンガラが付着していた可能性が考えら

れる。またごく少量ではあるが、SK-48大別３．４層

にも見られることから、住居が機能している際に、す

でに赤色顔料が存在していたことも想定される。

以上の遺構・遺物に関する検討の結果、埋土に砂篠

を含まないこと、出土遺物の特徴から、弥生時代中期

後葉から後期前葉の石器製作杜と位置づけられる。

［三吉・山田・村上・児玉］

－２１
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剥片は平坦剥離を示しており、砕片はなく、また潰れ

の認められるものもない。なお、赤色頁岩といっても、

16の剥片と比べて、色調も薄く、含有される不純物が

多いため、異なる石核・剥片から生じたものと考えら

れる。

微細剥片は、現場では視認できず、全てが水洗選別

による採取であり、出土状況は明確ではない。しかし、

埋土の取り上げ単位や出土地点から一定の想定は可能

である。微細剥片は、炭化した木材下部や図８Ｂ－Ｂ，

土層図⑥層から出土している。図８Ｂ－Ｂ'土層図⑥

層は、SK-48大別４層にあたり、住居が機能していた

段階の堆積と想定している。このことから、細片は、

住居焼失以前の遺物であることがわかる。出土地点の

分布を見ると、図７Ａ－Ａ，土層図東側埋土中と台石

周辺の焼土・炭②周辺からの出土が圧倒的に多い（表

２)。先に述べた12の打製石錐片も台石周辺の焼土・

炭②周辺からの出土である。この出土傾向は、赤色頁

岩の分布に顕著に表われており、赤色頁岩の剥片・微

細剥片のほとんどは、住居東半からの出土である。

SC-35では、サヌカイトの模形石器、剥片、微細剥

片が検出され、とくに微細剥片の中には縁辺部に潰れ

を残すものや砕片が認められた。微細な溝を有する台

石は、サヌカイトの剥片生成や打製石器を整形する作

業台であり、以上のことからSC-35が石器製作並であ

ったと評価できる。打製石鍍片が１点出土しており、

打製石錐の製作もしくは打製石錐の再加工などが行わ

れていたことは確実である。結晶片岩はごく少量であ

り、磨製石器の製作は行われていなかったと考えられ

る。

台石と住居壁との間には、わずか50cm強の間隔しか

なく、人が座って作業することは不可能である。台石

f､3.12膳所 勘物番号 ‘サヌカイ’‘ 赤色頁講 州&片岩
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灰白色砂喋層
ＳＣ－６５

全体に砂喋は含まない。

①：にぶい黄掲（lOYR4/3）砂質土。にぶい黄澄
（l0YR7/3）砂質土の丸いブロックを少量含む。

②：暗褐（10YR3/3）砂質土。明黄褐（lOYR7/6）砂質
土とにぶい黄橿（lOYR7/4）砂質土。砂質土の丸いブ
ロックを含む。小指先大の炭化物を少量含む。

③：暗褐（lOYR3/3）砂質土。にぶい黄橿（lOYR773）
砂質土の丸いブロックを少量含む。①，②層に比べて
やや粘性あり。

④：暗褐（lOYR3/3）砂質土。にぶい黄樋（lOYR7/3）
砂質土の丸いブロックを含む。

⑤：暗褐（lOYR3/3）砂質土。灰白（10YR8/2）砂質土
の不定形ブロックを多く含む。

⑥：暗掲（lOYR3/3）砂質土。灰白（l0YR8/2）砂質土
の不定形ブロックを多く含む。

⑦：黒褐（lOYR3/3）砂質土。明黄褐（lOYR7/6）砂質
土の丸いブロックを多く含む。やや粘性あり。

「
、

寸
①
１
口
の

２ｍ

Ｈ

－Ｘ

Ｙ＝-６７１７０

図１２ＳＣ－６５（南区）遺構実測図（縮尺１/50）

②SC-65（図１２、図版１１－１）

SC-65は､CWll区(南区)において、SD-64完掘後検

出した。埋土は全体に砂喋を含まない。遺構の南と北

は、Ｉ層により撹乱を受け、東西は調査区外へと続き、

遺構全体の形状については不明である。流路遺構の可

能性も考えられるが､SC-65完掘後、床面でSP-636.

637.638を検出しており、竪穴式住居と考えた。ただ

し、いずれの柱穴からも柱痕は確認できていない。

SP-637は深さ約５cm、SP-636は約25cm，SP-638は約

40cmを測ることから､主柱穴の可能性としてはSP-636

もしくはSP-638が考えられる。出土遺物はない。

［三吉］

､］

（３）溝

①SD-33（図１３．１５．１６、図版６．１７－１～３）

調査区西辺近くで、Ⅲ層下部ないし遺構埋土群とし

たSX-32の下で検出した溝。Ｘ＝93964以北では、南

北から北で約20度西に振るが、それ以南はほぼ南北。

ＣＷｌ２・’3区の撹乱を挟んで、調査区を南北に縦断す

る。ＳＸ－４１を切り、SC-35に切られる。

調査区北壁部分では、幅約230cm、東側Ⅳ層検出面

から深さ約20cmを測る。ただし、北壁付近の西側の立

ち上がりは不明瞭で、溝西側でのⅣ層検出面自体、東

側より１０cm程度低い。また、北壁から約２ｍ以南は、

溝幅１００cm前後、最小70cmにまで減じ、深さも10～２０

０mで推移する。そして、Ｘ＝93964～93961の間は、お

そらくSD-34に連なる落ち込みが西側に接し、ＳＤ－３３

の西側立ち上がりがかなり不明瞭となっている。なお、

底のレベルは、標高27.75～27.9ｍの間で一様でなく、

傾斜.をもち水流を伴ったような痕跡はない。埋士も、

暗褐色を中心とした砂質土で砂牒を含まず、水流の痕

跡は認められない。

－２２

SD-33出土として取り上げた遺物は、細片も含めて

50点以下と少ない。また、ほとんどはＣＸ・ＣＷ区の

北部出土である。土器はいずれも弥生土器で３点を図

化した。１は、CW13-l6区の溝西肩上部でまとまっ

て出土した破片（Ｒ92）に、周辺上部Ⅲ層出土片が接

合した。壷の底部片で軽い上げ底を呈する。外面は、

やや幅の広い横ミガキ、内面は縦から斜･のハケ目調整

を施す。中期中葉に遡る可能性が高い。２．３はとも

に蕊頚部。内外面に横ナデ調整を施し、内面に明瞭な

稜をもつ。２の外面には煤付着。中期中葉から後葉。

４～６は石器。４は断面が半円形の蔽石。握部が三角

形状に面をなし、反対側は蔽打痕をよく残す。砂岩製。

５は結晶片岩の剥片。６は、CW13-11区の溝底に貼

り付くように出土した結晶片岩片（Ｒ91)。表面に蔽

打痕や研磨痕が確認でき、石庖丁製作時の破損品とみ

られる。なお後述するが、ＳＸ－３2出土として提示する

図６３－１．２．４．５は、SD-33埋土上部に本来含まれて

いた可能性が高い。

以上から、SD-33の時期を、弥生時代中期中葉に求

めることができる。［吉田・山田］

②SD-34（図１３、図版６）

調査区北西部の西壁際、ＣＸ１３．１４区で検出した、

南東部から北西部に続く長さ約２ｍの溝状の落ち込

み。１３次調査のSD-95に対応するが、これと完全には

一致しない。１３次調査SD-95が幅36～50ｃｍ・深さ８～

１０cmで断面Ｕ字形であるのに対し､20次調査SD-34は、

最大で幅100cm弱、深さ最大で約30cmを測る。土層確

認によれば、北側が深さ６cm程度でテラス状を呈し、

その南で１段深まり、深さ約１０cmとなり、さらに南端

では、断面Ｕ字形に深まりを形成している。１３次調査

SD-95と20次調査SD-34は、北側の立ち上がりが平面
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②：暗褐（l0YR3/3）砂質士。５mm大のにぶい黄褐（l0YR4/3）
砂質土のブロックが斑状に混じる。しまりあり。

③：暗褐（lOYR3/3）砂質土。②層よりにぷい黄褐（lOYR4/3）
砂質土のブロックが多く混じる。
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SD-43、SP-416②
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Ⅱ文京遺跡20次調査

。

Ｘ＝９３９５５

。グ

一一二一

二
一

一

２
３

》
流

図１５ＳＤ－３３南端。４３遺構実測図（縮尺１/50）
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ルトで、流水痕も見られない。

出土遺物は細片少量のみで、弥生土器莞の体部片が

認められる。なお、SD-34上部Ⅲ層で、輪羽口と土師

器謡が出土しているが、SD-34検出面より２０cm以上上

位であり、それらがSD-34に包摂される可能性は低い

/一＝=こ＝－１－三一1-ﾉー 式「
Ａ－ＡＩ

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。２mm前後の砂喋を多く含む。砂質強い･しまりあり。
②：黒褐（2.5Y3/2）シルト。にぶい黄色土のｌ～３mm大のブロックが斑状に混じる。

粘‘性あり。

南壁

SD-43：黒褐（lOYR3/2）シルト。上層（Ⅲ層）に比してにぶい黄色土の１cm大のブ
ロックを若干含む。粘性あり。

SP-416

①：黒褐（lOYR3/2）砂質土。１mm前後の砂粒をやや含み、粘性あり。
②：黒褐（lOYR3/2）シルト質土。Ⅳ層の５mm前後のブロックを含み粘性あり。

的に連続し、２０次調査側で、南側に落ち込み幅を拡大

したものと考えられる。なお、その拡大が南東SD-33

付近にも及び、SD-33西側肩が不明瞭になったと推定

される。また、その南側のSD-37へと連なる可能性も

想定されよう。埋土は砂喋を含まない灰褐色の砂質シ

蕗

２８．００ｍ

図１６ＳＤ－３３出土遺物実測図（縮尺１／４，１／２）
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(図59)。したがって、SD-34は弥生時代の遺構と判断

す る。［吉田 ］

③SD-37（図１３．図版７－１）

ＣＸｌ２・’3区で、SD-33の西側に平行して検出した

溝。一部東側に浅い２段状となり、底は柱穴状の凹凸

が顕著だが、基本的に逆台形状の横断面形で、深さは

10～15cm・南側は撹乱で切られ、北側も浅い撹乱で切

られ、南北約1.5ｍの長さのみである。ただし、北側

では、SD-33西側の立ち上がりが不明瞭になり、また

SD-34延長部にもあたる。Ⅳ層検出レベル自体低く、

あるいはＳＤ－３３．３４．３７が交錯していたのかもしれな

い。そうすると、SD-37が北に延びていた、あるいは

SD-34に連なる可能性も想定される。埋土は、暗褐色

からにぶい黄褐色の砂質土で、砂粒を顕著には含まな

い。

出土遺物は、弥生土器細片が２点のみで、尭体部片

らしい。ただし、ＳＸ－３2出土として図示する図６３－２

は、SD-37上部で出土しており、本来SD-37に伴った

可能性が高い｡中期中葉から後葉の斐口縁部片である。

埋土の状況からも、弥生時代の遺構である可能性が高

い 。［吉田］

④SD-36（図１４．１７、図版６－２．７－１）

ＣＷ１２．１３区において、SD-33の東に平行してほぼ

南北方向に検出した。北はSC-35に、南は撹乱に切ら

れ、SK-39を切る。SD-33がＸ=93954以南でも続いて

いたのに対し、SD-36はＸ＝93954以南では確認でき

ない。検出長は、約85ｍｏＣＷ１３区においては、一部

２段状の部分もあるが、幅70～80ｃｍ・深さ10cm前後の

逆台形状の横断面を呈する。ＣＷ１２区では、東側にテ

ラス状に拡張し、幅１ｍを超えるが、深さは１０cm前後

で変わらない。底面の傾斜も認められない。埋土は暗

褐色の砂質土で、流水の痕跡はない。

出土遺物は、弥生土器細片が１０点程度で、図化でき

たのは１点のみで、蕊の頚部片（１）。軽く内湾する

口縁部で、内外面横ナデ調整。道後城北地区に特徴的

圃一答畠！ １０cｍ

図１７ＳＤ－３６出土遺物実測図（縮尺１／４）

ロ １０cｍ

図１８ＳＤ－４４出土遺物実測図（縮尺１／４）

な中期後葉の妻とみられる。したがって、SD-36は弥

生時代中期後葉に、年代を求められる。［吉田・山田］

⑤SD-44（図１４．１８、図版７－１．１７－４）

ＣＷ１２区で検出した、およそ北北西一南南東方向の

不整な溝状の落ち込み。幅が20～30cmと狭く、柱穴の

連続とも見えたが、深さ15～20cmと明確な掘り込みが

連続するため、一連の溝と判断した。なお一部では柱

穴状に深さ30cmを超える箇所もある。埋土は暗褐色砂

質土で、やや粘性がある。出土遺物は、肩部で出土し

たｌ以外は、弥生土器の細片３点のみ。ｌ（RlO7）

は弥生土器高坪あるいは台付鉢の口縁部。口縁部を内

外にやや拡張して強く横ナデし、内傾する上面は凹線

状を呈す。また外面は横方向に丁寧なミガキ仕上げ。

中期中葉に位置づけられる。［吉田・山田］

⑥SD-43（図１５、図版７－１）

ＣＷｌｌ区の調査区南壁際で、SD-33の東約１５ｍにほ

ぼ平行して検出した。南北長約１８ｍ・東西幅約1.1ｍ

の溝状の落ち込み。ＳP-410.416に切られる。深さ１０

cm前後の逆台形状の横断面を呈すが、南壁際では皿状

の横断面形となり、落ち込みの南端が近いと推測され

る。底面で、SP-412～415.417を検出している。埋

土は黒褐色シルト質土で粘性があり、溜まり状の堆積

とみられる。出土遺物は、弥生土器の細片１点が出土

したのみ。埋土・出土遺物から、弥生時代の遺構とみ

られる。［吉田］
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①：黒褐（10YR3/2）砂質土。ｌ～２mm大の砂粒をわずかに含む。やや粘性あり。
②：黒褐（10YR3/2）砂質土。褐色（7.5YR4/6）粘土をまばらに含む。
ＳＰ－１２０

①：にぶい黄褐（lOYR5/4）砂喋層。１～６mm大の砂喋を多く含む。粘‘性がなく、
炭化物も含まない。砂喋は均質に混じる。

②：にぶい黄褐（lOYR5/3）砂牒層。４×３cmの明黄褐（10YR7/6）砂質シルトの
レンズ状ブロックを含む。ｌ～２mmの砂粒を含む。①層ほどではないが、砂喋を
多く含む。約５cm大の炭化物粒を少量含む。

③；暗褐（7.5YR3/4）砂質シルト。２mm前後の砂喋を少量含む。粒土はほぼ均質。
粘性はほとんどない。

図１９SK-20遺構実測図（縮尺１/50）

－２６－



③SK-39（図１４）

ＣＷ１３区に所在する土壌。西側をSD-36とSP-319に

切られ、南側を撹乱により切られるため、現状で北

西一南東方向を斜辺とする、約1.5×１５ｍの直角二等

辺三角形状の平面を呈する｡深さは１０cm前後であるが、

底面でごく浅い溝状の落ち込みと、ＳP-323.324を検

出している。埋土は、にぶい黄褐色砂質土で、Ⅳ層ブ

ロックが斑状に混在する。出土遺物は、弥生土器壷片

が１点のみ。SD-36との切り合い関係および埋土の状

況から、弥生時代の遺構である。［吉田］

－２７－

２ ｍ

６

（４）土壌

①SK-20（図19）

SK-20は、ＣＳ１３－５・10区に位置する小型の土壌。

北西一南東の長軸約１２ｍ・短軸約0.8ｍ、深さは約１０

cm･西側をＳＤ－５に切られ、南側でSP-120に切られ

る。埋土は黒褐色の砂質土で、粘土をまばらに含む。

少ない出土遺物はいずれも弥生土器で、外面に縦ミガ

キのある壷胴部 下半部片がある。［吉田］

＜

く’

図２２SK-47遺構実測図（縮尺１/50）

lT-

④SK-45（図20）

調査区中央CV13区で検出。主軸を東西方向にもち、

長辺約90ｃｍ・幅約50cmの隅丸の長方形を呈する。南西

部を欠失する。遺構中央部にテラス部をもち、東西両

端には落ち込み部をもつ。出土遺物はない。埋土の特

徴から古墳時代中期以前と考えられる。［三吉］

岨
⑥

。
侭

Ｘ＝9396.1

ﾘ＜’
戸
ヒ
ロ
ロ
’
ぬ
画

Ｂ’
-28.00ｍ

'呂！
ｕ

質土。にぷい黄色土をラミナ

状に多く含む。砂質強い。

、（

ロ １ｍ

ＳＫ－４５

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。にぶい黄色土の微細ブロックを少量含む。しまりあり。
②：暗褐（lOYR3/3）砂質土。①層よりにぶい黄色土の微細ブロックの割合やや多

く含む。1,,m前後の砂粒含む。

③：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土。にぶい黄色土を基本に暗褐色粘質士の５mm大
のプﾛｯｸを点々と含む｡

SX-49

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。砂質均質でしまりあり。
②：暗褐（lOYR3/3）砂質土。にぶい黄色土の微細ブロックをラミナ状に含む。
③：暗褐（lOYR3/3）砂質土。にぶい黄色土の５～１０mm大のブロックを含む。
④：暗褐（lOYR3/3）砂質土。にぶい黄色土の５mm前後のブロックを含む。やや粘

性あり。

⑤：暗褐（lOYR3/3）砂質土。にぶい黄色土の１cm大のブロックを含む。しまりあり。
⑥：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土。にぶい黄色土のｌ～３mm大のブロックを多く

含む。暗褐色土の小ブロックが斑状に混じる。

⑦：暗褐（lOYR3/4）砂質土。にぶい黄色土を３cm大のブロックで含む。
③：暗褐（lOYR3/3）砂質土。暗褐色砂質土、にぶい黄色土の２mm前後のブロック

が混じる。わずかに粘性あり。

図２０ＳＫ－４５ｏＳＸ－４９遺構実狽l図（縮尺１/50）

②SK-31（図45）

北l区南部のＣＸ・ＣＹｌ５区で検出。SC-29とＳＫ－３０

に切られ、ＳP-223.237との関係については不明。埋

土は灰褐色砂質土。明黄褐色砂質土のレンズ状ブロッ

クを多く含む。出土遺物はない。［三吉］

ロ

図２１SK-46遺構実測図（縮尺１/50）
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⑤SK-46（図21）

調査区中央ＣＵ・ＣＶｌ２区で検出。主軸を北西一南東

方向にもち、長辺約１ｍ、幅約55cmの隅丸の長方形状

を呈する。ＳP-511.512を切る。遺物は、遺構西側埋

土から弥生土器尭片が１点出土しているのみ。埋土の

特徴などから古墳時代中期以前。［三吉］

虹

ﾉF-67'6，

ヘ

⑥SK-47（図22）

調査区中央部CV12区で検出。撹乱によって南北が

欠失し、平面プランは不明。残存部の中央は落ち込み

をもち、南西部にテラス部をもつ。ＳP-235.491に切

られる。埋土中からは、土師器もしくは弥生土器の小

片２点が出土している。遺構埋土の特徴などから、古

墳時代中期以前の土壌と考えられる。［三吉］

グ

①：暗褐（lOYR3/3）の均質な砂質
土。にぶい黄色土の微細ブロック

を少量含む。

②：暗褐（l0YR3/3）砂質土。にぶ
い黄色土の２mm前後のブロックを
多く含む。

③：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土。
にぶい黄色土の３～５mmのブロッ

クを含む。２mm前後の砂喋を少し
含む。

SＰ



図２３SK-55遺構実測図（縮尺１/50）

Ｙ＝-67162

i:謄挫

SＰ－１６５_ＳＰ－２６２

Ｙ＝-６７１５７

｜ＳＫ－６１

Ｉ亙り１
割

①：灰褐（妬YR4/2）砂質シルト。
１mm前後の粗い砂粒含む。

②:灰褐（7.5YR4/2)砂質シルトｃ

明黄褐（l0YR7/6）砂質土の
丸いブロックを極少量含む。

③：灰褐（7.5YR4/2）砂質シル
トに浅黄（2.5Y7/4）砂質土の
丸いブロック含む。

④；灰褐（lOYR4/2）砂質シル
トに明黄褐（lOYR7/6）砂質
シルトの丸いブロック含む。

⑤;灰褐（7.5YR4/2)砂質シルト。
⑥；暗褐（lOYR4/3）砂質シル

トに明黄褐（10YR7/6）砂質
シルトのレンズ状ブロック含む。

1画

（５）その他の遺構

①SX-3８（図26、図版７－２）

調査区北西部CW14区で検出。南側は、「大正天皇

お手植えの松」移植に伴う立会調査（調査番号：

99907）時の掘削で欠失する。ｌ辺約１ｍの隅丸の不

定形三角形状を呈すると考えられる｡東部と西部には、

小規模な窪みが多数見られる。北東に隣接するSX-41

との切り合い関係については不明瞭。SP-145・’６１．

２６１．２６２に切られる。出土遺物はない。遺構の性格に

ついては不明である。埋土中に砂喋が混入しない点、

Ｘ＝93959
Ａ

ミ
､6３

」

⑨SK-60（図36）

調査区南東部CTl2区で検出。長辺約50cm、幅は最

大で約25cmの長楕円形。SP-620に切られる。埋土は

灰黄褐色砂質土。出土遺物はない。埋土は砂喋が混じ

らず、古墳時代中期以前の遺構である。［三吉］

ＳＫ－５５
Ｘ＝93950

ＳＰ－６１５

-616

Ｙ＝-６７１５７

Ａ~て＝二一一／ＡＩ
-28.00ｍ

旦ニーーーゴー巳'28.00ｍ

２ｍ

Ａ

い
、
。
掴
白
づ

、

Ｘ＝９３９６０

生1了些…
図２５ＳＫ－６１ｏ６２遺構実測図（縮尺１/50）

１ｍ[1１

Ｙ=-67175

X=93968---L－

⑩ＳＫ－６１（図25）

調査区南東部CTll区で検出。北側は撹乱を受ける

が、径70cm前後の円形状の土壌に復元できる。ＳＫ－６２

－２８－

③SK-59（図24）

調査区南東部CTl2区で検出。長辺約70cm、幅約３０

cm・深さ約４cmoSP-619に切られる。埋土はにぶい

黄褐色砂質土で、弥生土器小片が１点出土している。

埋土に砂篠は混じらず、古墳時代中期以前。［三吉］

⑪SK-62（図25）

調査区南東部のＣＴｌｌ区検出。南側に撹乱を受ける

が、ｌ辺70cm強の方形状の土壌か。SP-634に切られ、

SK-61を切る。埋土は灰黄褐色砂質土で、明黄褐色砂

質土の丸いブロックを含む。埋土西側から弥生土器片

が１点出土している。出土遺物と、砂喋を含まない埋

土の特徴から、古墳時代中期以前。［三吉］

「
０

Ｉ

SＰ－１６１

１ｍ

に切られる。埋土は灰黄褐色砂質土で、にぶい黄澄色

砂質土の丸いブロックを含む。西側埋土から弥生土器

片が２点出土している。出土遺物ならびに埋土の特徴

から、古墳時代中期以前と考えられる。［三吉］

⑦SK-55（図23）

Ｌ

２８．４０ｍ
戸

図２４SK-59遺構実測図（縮尺１/50）

調査区中央部CU12区で検出｡西側は撹乱によって欠

失。残存部の形状は、南北方向に主軸をもち、両端は

丸みを帯びる。遺構南部に窪みをもつ。埋土について

は詳細不明。出土遺物はない。SK-55を掘り込むSP－

６１５．６１６の埋土が砂牒が含まれないことから、ＳＫ－５５

も古墳時代中期以前の遺構と考えられる。［三吉］

ロ

図２６SX-38遺構実測図（縮尺１/50）
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②SX-40（図２７．２８、図版７－２）

調査区北西部ＣＷ１４．１５、ＣＸｌ４区で検出。一部は

調査区外へと続く。北東から南西方向に延びる。長辺

約４ｍ、最大幅約80cm・深さは最大で約９ｃｍと浅い窪

地状を呈する。SP-ll4・347に切られる。ＳＰ－３８７と

の関係は不明。SX-40完掘後にSP-441を検出。埋土

は、にぶい黄褐色砂質土で、明黄褐色砂質土の丸いブ

ロックを少量含む。

古墳時代後期の遺構であるSP-１４５．１６１に切られるこ

となどから、古墳時代中期以前の遺構。［三吉］

Ｘ＝９３

=竺三)婁黙

図２９SX-41遺構実測図（縮尺１/50）

SX-40

、
ＳＰ－２６３

－ － 一

、 ２ｍ

-242(r=>雲呼

図２７SX-40遺構実測図（縮尺１/50）

、

＝~、

Ｌ｣識
ＳＰ－４３９

ｒ
、 ２０cｍ

SX-42

ＳＰ毎201

Ａｌ

図２８SX-40出土遺物実測図（縮尺１／４）

Ｙ＝-67175

－２９－

２ｍロ

ロ

Y＝-67165

２ｍ

③SX-41（図29）

調査区北西部CW14区で検出。南東部は､｢大正天皇

お手植えの松｣移植に伴う立会調査(調査番号：99907）

時の掘削で欠失する。１辺約1.5ｍ．深さは最大で約

９cm･南西部に位置するSX-38との切り合いは不明瞭。

SP－２０１．２６１．２６２に切られ、SP-442を切る。遺物の

出土はない。埋土は、にぶい黄褐色砂質土で、明黄褐

色砂質土と浅黄色砂質土の丸いブロックを含む。古墳

時代後期のSP-201に切られることと、埋土の特徴か

ら古墳時代中期以前の遺構と考えられる。［三吉］

遺構埋土中からは弥生土器、土師器、須恵器の小片

が少量出土している。ｌは弥生土器壷の底部。復元底

径は5.2cmを測る。外面は顕著に被熱し磨滅、内面は

指頭圧痕を残す。２は須恵器杯身。口縁内端部に沈線

状の窪みがある。時期は６世紀後半。古墳時代後期に

位置づけられるSP-l44に切られることや埋土の特徴

などから、２は混入品の可能性が高い。［三吉・山田］
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図３０SX-42遺構実測図（縮尺１/50）
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④SX-42（図30）

調査区中央CVll区で検出。長辺約１，，幅約40cm、

深さ最大で約５cm･北端にはSP-439が掘り込まれる。

弥生土器の尭片が出土し、隣接するSX-50出土土器と

接合している（図３２－１）。砂喋を含まない埋土の特

徴から古墳時代中期以前の遺構と考えられる。［三吉］

⑤SX-49（図20）

調査区中央部ＣＵ・CV13区で検出。撹乱によって北

東部と南西部が欠失し、形状は不明。遺構底面には大

小の窪みが見られる。埋土中からは縄文土器片と、土

師器もしくは弥生土器片が各１点出土している。埋土

中には明黄褐色土が混じることから、基本層序Ⅳ層を

掘り込む遺構と考えられるが、性格については不明で

ある。埋土に砂喋を含まないことから、古墳時代中期

以前の遺構と考えられる。［三吉］

⑥SX-50（図３１．３２、図版１７－５．６）

調査区中央部CＵ１３．１４区、ＣＶ13.14区で検出。主軸

を北東一南西部にもち､細長く延びる落ち込み状遺構。

北東部は撹乱によって欠失するが、残存部における長

辺約３ｍ，最大部で幅約1.3ｍを測る。SK-l2、ＳＰ－

４４３．５４３に切られる。ＳＸ－５１とも切り合い関係にある

が、その境は不明瞭である。SX-50完掘後に、ＳP－

５３２．５３３．５３４．５３５．５３６を検出。埋土は基本的に暗

褐色砂質土で、やや砂質が強いが、部分的に粘性を呈

する箇所も見られる。土層断面図では、標高2810ｍ

付近に水平面が見られるが、人工的な整地面を示す状

況ではない。底面から10～20cm以上浮いた状態で、遺

物が散発的に出土している｡弥生土器片など約１０点で、

図化できたのは２点。１（Ｒ１０９．１１０）は、隣接する

SX-42出土土器と接合関係にあり、弥生土器の妻。上

げ底で、中期中葉から後葉。２は花尚岩製の敵石。全

体的に風化しているが、一部に敵打痕が認められる。

SX-50埋土中には、明黄褐色土を含むことから、基

本層序Ⅳ層を掘り込む遺構である事は確かであるもの

の、不整形を呈する平面プランなど、遺構の性格につ

いては不明である。埋土の特徴から、古墳時代中期以

前の遺構である。

なお、Ⅲ層掘り下げ過程において、SX-50遺構西部、

底面から約20cm浮いた位置で、明黄褐色粘土塊を検出

した。明黄褐色粘土塊を検出したのは、SX-50の検出

以前であること、さらにSX-50上層埋土とⅢ層埋土と

の境が不明瞭であったことから、いずれに帰属するか

は不明となってしまった。しかしながら、明黄褐色粘

土塊周辺には、古墳時代後期の埋土の特徴である砂牒

を多く含んだ土が見られないことから、古墳時代中期

以前のものである可能性が高い。［三吉・山田］
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①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。ｌ～３mmの砂喋を少し含む。にぶい黄色土を多く
含む。砂質強い。しまりあり。

②：暗褐（lOYR3/3）砂質土。砂粒はほとんど含まない。にぶい黄色土の微細粒
を多く含む。砂質強く･しまりあり。

③：暗褐（lOYR3/3）砂質土。にぶい黄色土の１cm前後のブロックを含む。砂質
強い。しまりあり。

SP-587；暗褐（lOYR3/3）砂質土。にぶい黄色土の１cm大のブロックを多く含む。
しまりあり。

SP-589；暗褐（lOYR3/3）砂質土。にぶい黄色土がラミナ状に混じる。砂質強い。
SP-590；暗褐（lOYR3/3）砂質土。にぶい黄色土の２mm前後のブロックを含む。

しまりあり。粘性ややあり。

図３３SX-52遺構実測図（縮尺１/50）



⑦ＳＸ－５１（図31）

調査区中央部CＵ１３．１４区で検出。主軸を南北方向

にもつ。南北ともに撹乱によって欠失するが、残存部

から南北に細長く延びる落ち込み状遺構と考えられ

る。東西幅は、最大部で約2.6ｍを測る。ＳＸ－５０．５２

と切り合い関係にあるが、その境は不明瞭。SP-443

に切られる。SX-51完掘後にSP-549を検出。ＳＸ－５０

同様に、標高2820ｍ付近で水平面が見られるが、調

査時の所見では、人工的な整地面を示す状況は窺えな

かった。出土遺物はない。遺構の性格は不明であるが、

埋土中に大量の砂喋が含まれないことなどから、古墳

時代中期以前の遺構と考えられる。［三吉］

③SX-52（図33）

調査区中央部CU13区で検出。遺構中央部と南西部

を撹乱によって欠失するが、主軸を北東一南西方向に

もつ、長辺約４ｍ・幅約1.2ｍの掘り込み状遺構と考

えられる。ＳＸ－５１．５３と切り合い関係にあるが、その

境は不明瞭である。底面には凹凸があり、ＳP－５８７．

５８９．５９０．５９１．５９２も検出した。遺物は、埋土中から

弥生土器片が１点出土しているのみである。遺構埋土

の特徴などから、古墳時代後期まで下るとは考えられ

な い。［三吉］

⑨SX-53（図34）

調査区中央部CＴ１２．１３区、ＣＵｌ２・’3区で検出。主

軸を北西一南東にもつ。長辺約3.3ｍ、幅約1.3ｍ、最

深部で深さ約７cmを測る落ち込み状遺構。遺構中央部

と北東部を撹乱により欠失する。ＳＸ－５２．５６と切り合

い関係にあるが、その境は不明瞭である。底面でSP－

５９４．５９５を検出。出土遺物はなく、遺構の性格不明。

埋土の特徴から古墳時代中期以前に位置づけられる。

［三吉］

⑩SX-54（図35）

調査区中央部CTl3区で検出。SP-574に切られる。

底面でSP－５７５．５９６．５９７を検出。主軸を北東一南西

方向にもち、南北を撹乱によって欠失する。幅は最大

部で約２ｍを測る。遺構北東部底面には、径60～70ｃｍ

の窪みと、径約40cmの半円形の窪みが見られる。これ

らは､土層断面図に見られる遺構埋土の堆積状況から、

柱穴などの可能性は低い。特に窪みを中心に埋土が堆

積していく状況が見られることから、木の根などに伴

う落ち込みの可能性も考えられる。出土遺物はない。

埋土中に砂牒を多く含まないことから古墳時代中期以

前の遺構と考えられる。［三吉］

⑪SX-56（図36）

調査区南東部ＣＴ・CU12区で検出。主軸を北西一南

北にもち、長辺約2.5ｍ・幅約1.5ｍの長方形状を呈す

る。深さは最大で約15cm・遺構の立ち上がりは直線的

でなく、緩やかである。ＳＸ－５７．５８と接するが、切り

合い関係は不明瞭。埋土には、人工的な埋め戻し状況

は見られず、各層にはⅣ層である明黄褐色土のブロッ

クが混じる。出土遺物はない。遺構の性格は不明であ

るが、旧地形の落ち込みや木の根に伴う落ち込み等が

考えられる。時期は、埋土に砂喋が混じらないことか

ら、古墳時代中期以前のものと考えられる。［三吉］

⑫SX-57（図３６．３７）

調査区南東部ＣＴ・ＣＵ１２区で検出。SP-608に切られ

る。SX-56に接するが、切り合い関係は暖昧。南西部

端は撹乱によって欠失する。長辺約１ｍ､幅約80cmの

方形状を呈する。深さは最大で約10cm･遺構の立ち上

がりは直線的でなく、暖昧である。埋土の堆積に人為

的な状況は認められない。遺物は蔽石１点のみ（１）。

先端に蔽打痕が見られる。砂岩製｡遺構の性格につい

ては不明。時期は、埋土に砂喋を含まない状況から古

墳時代中期以前のものと考えられる。［三吉・山田］

⑬SX-58（図36）

調査区南東部CT12区で検出。長辺1.4ｍ弱、短辺約

0.8ｍ、幅約１ｍの台形状を呈する。深さは、最大で

約10cmoSX-57と接する。完掘後、ＳP-627.628を検

出。埋土の堆積に人為的な状況は認められない。出土

遺物はない。埋土に砂喋を含まないこと、SX-58底面

で検出したSP-628からは弥生土器の小片が２点出土

していることなどから、古墳時代中期以前の遺構と考

えられる。［三吉］

⑭SX-63（図13）

調査区北西隅CX14区で検出。SD-33と接する。完

掘面で数基の柱穴を検出｡西側の13次調査区へと続く。

南北幅約1.7ｍ・残存深度は、最大で１０cm程度。出土

遺物はない。 ［三吉］

⑮SX-66（図45）

北l区南部ＣＸ・ＣＹ１５区で検出。SK-30、ＳＰ－

２２３．２２４に切られる。調査段階では、SK-30③層とし

て位置づけていたが、切り合い関係の再検討を行った

結果、SX-66として分離した。壁面のみでの検出で、

平面形については不明。出土遺物はない。埋土には砂

喋を含まないことから、古墳時代中期以前の遺構と考

えられる。［三吉］
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①：にぶい黄禍（lOYR4/3）砂質土。明黄褐（lOYR7/6）砂質土の丸いブロックを含む。
ｌ～２mm大の砂粒を含む。

②：灰黄褐（l0YR4/2）砂質土。明黄褐（lOYR7/6）砂質土の不定形ブロックを含む。
③：灰黄褐（l0YR4/2）砂質土。にぶい黄橿（10YR7/4）砂質土の丸いブロックを含む。
④：灰黄褐（lOYR4/2）砂質土。明黄褐（lOYR7/6）砂質土の丸いブロック。
⑤：明黄褐（lOYR7/6）砂質土の不定形ブロックが主体。灰黄褐（lOYR4/2）砂質土の

丸いブロックを含む。

⑥：明黄禍（lOYR7/6）砂質土の不定形ブロックが主体。灰黄褐（lOYR7/2）砂質土の
不定形ブロックを含む。

⑦：⑥層にほぼ同じ。明黄褐（lOYR7/6）砂質土の割合が多い。
③：⑦層に同じ。

⑨：黒褐（lOYR3/2）砂質土。明黄褐（lOYR7/6）砂質土のレンズ状ブロックを含む。
⑩：⑦層に同じ。
ｌ：灰黄禍（lOYR4/2）砂質土。明黄褐（10YR7/6）砂質土の不定形ブロックを含む。
２：灰黄褐（10YR4/2）砂質土。明黄褐（IOYR7/6）砂質土の丸いブロックを含む。
３；明黄褐（lOYR7/6）砂質土の不定形ブロック中に灰黄褐（lOYR4/2）砂質土の丸い
ブロックを含む。

Ｂ－ＢＩ

①：灰黄褐（l0YR6/2）砂質土中に明黄褐（lOYR7/6）砂質土の丸いブロックを含む。
②：明黄褐（lOYR7/6）砂質土の不定形ブロックと灰黄褐（lOYR6/2）砂質土の不定形

ブロックが混じる。

③営①層とほぼ同じ。①層に比してやや粘性あり。
④：③層とほぼ同じ。１cm大の炭化物を含む。

⑤：明黄褐（lOYR7/6）砂質土の丸いブロックと灰黄褐〈lOYR6/2）砂質土の不定形ブ
ロックを含む。

図３５SX-54遣構実測図（縮尺１/50）
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、

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。ｌ～3,1m前後の砂牒を少し含み、にぶ
い黄色土の微細ブロックを少し含む。砂性強い。

②：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土。にぶい黄色土の５mm大のブロッ
クを多く含む。１mm前後の砂粒を少量含む。

③：暗褐（lOYR3/3）砂質土。２～３mmの砂喋をやや多く含む。にぶ
い黄色土の微細ブロックを少量含む。

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。５mm前後のにぶい黄色土のブロックを
少遼含む。

⑤：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土。５ｍ前後のにぶい黄色土のブロ
ックを多く含む。１mm前後の砂粒を少し含む。砂質強い。

⑥：灰茄褐（lOYR4/2）砂質土。にぶい黄色土を主体とした砂質土に
暗褐色土の微細粒が少量混じる。



〔SP-523〕

[SP-180］

約50×65cmの楕円形、深さ約25cm・遺物は弥牛＋器

細片１点のみ。［吉田］

[SP-182］

１辺約35cmの隅丸三角形状で、深さ約l7cmol（Ｒ

8 1 ） は 弥 生 十 器 壷 の 底 部 。 ［ 吉 田 ・山田］

〔SP-208〕 〔SP-227〕〔SP-180〕 〔SP-182〕

量

豊
蕪

２８

ＳＰ－１７７

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。均質。わずかににぶい黄色土の微細ブロックが混
じる。

②：にぶい黄褐（10YR4/3）砂質土。にぶい黄色砂質土の３～５mm大のブロック
が斑状に混じる。

③：暗褐（lOYR3/3）砂質土。①層に比べ若干にぶい黄色土の混じり多い。
④：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土。にぶい黄色土の５mm以下のブロックを斑状

に混在。
ＳＰ－１８０

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。均質で粒は細かい。しまりあり。
②：暗褐（lOYR3/4）砂質土。３mm大のにぶい黄色土のブロックが斑状に混じる。

しまり弱い。
ＳＰ－１８２

①：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土。にぶい黄色土の２cm大ブロックを主として
その間に暗褐色土が混在。しまりあり。

②：暗褐（lOYR3/3）砂質土。明黄禍（l0YR3/3）土の１cm以下のブロックを含
み、炭化物を含む。しまりあり。

③：オリーブ褐（2.5Y4/6）シルト。にぶい黄色土のブロック、暗褐色土が少量
混じる。

④：黄褐（2.5Y5/4）シルト。にぶい黄色土のブロック、暗褐色土が少量混じる。
⑤：暗褐（lOYR3/3）砂質土。明黄褐（lOYR3/3）砂質土のlcnl大のブロックが

混じる。

⑥：暗褐（lOYR3/4）砂質土。にぶい黄色砂質土が３mm以上のブロック状に混じ
る。しまりあり。

⑦：褐（10YR4/4）シルト。にぶい黄色砂質土に斑状にわずかに暗褐色土を含む。
ＳＰ－２０８

①：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土。２mm大のにぶい黄色砂質土のブロックが斑
状に混じる。

②：にぶい黄褐（l0YR4/3）砂質土。１mm大のにぶい黄色砂質土が斑状に多く混
じる。１mm前後の砂粒がわずかに混じる。

③：暗褐（lOYR3/3）砂質士。にぶい黄色砂質土がわずかに混在。
④：暗褐（lOYR3/3）砂質土。５mm大のにぶい黄色土の微細ブロックが点々と混

じる。

⑤：にぶい黄色砂質土のブロック。
ＳＰ－２２７

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。にぶい黄色土の微細ブロックをわずかに含む。や
や粘性あり。

②：褐（lOYR4/4）砂質土。にぶい黄色土と暗褐色土が２cm大のブロックで混じ
る。

ＳＰ－３１８

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。にぶい黄褐（10YR5/3）砂質土の２～５mm大のブ
ロックが斑状に多く混じる。１mm大の炭化物粒あり。しまりあり。

②：暗褐（lOYR3/3）砂質土。１mm大のにぶい黄褐（lOYR5/3）砂質土のブロッ
クが点在。やや粘性あり。

③：暗褐（10YR3/3）砂質土。均質。にぶい黄褐（lOYR5/3）砂質土のブロック
は含まない。

④：②層にほとんど同じ。ややにぶい黄褐（l0YR5/3）砂質土のブロックは少な
い。

図３８弥生時代の柱穴。

⑤：黄褐（lOYR5/6）シルトのブロック。

⑥：褐（l0YR4/4）砂質土を主体に、粘性のある暗褐（lOYR3/3）土がラミナ状
に混じる。

⑦：にぶい黄褐（l0YR4/3）砂質土。にぶい黄色土が５mm前後のブロックで斑状
に混在。しまりあり。

③：⑦層に同じ。
⑨：黄褐（lOYR5/6）シルトのブロック。わずかに暗褐色土が斑状に混じる。
ＳＰ－８１９

①：暗褐（10YR3/3）砂質土。にぶい黄色土を５ｍ前後の斑状に混在。やや粘性
あり。炭化物粒を少量含む。

②：暗褐（lOYR3/3）砂質土。にぶい黄色土の５ｍ前後のブロックを多く含む。
炭化物粒を含む。粘性あり。

③：暗褐（lOYR3/3）砂質土。にぶい黄色土のｌ～２ｍ大のブロックを多く含む。
しまりあり。

④：暗褐（10YR3/3）砂質土。にぶい黄色土を５ｍ前後のブロックで少量含む。
粘性あり。

⑤：暗褐（lOYR3/3）砂質土。にぶい黄色土を５ｍ前後のブロックでラミナ状に
少最含む。

⑥：暗褐（lOYR3/3）砂質土。にぶい黄色土の５ｍ以下の微細ブロックをラミナ
状に点々と含む。炭化物粒を含む。粘性あり。

ＳＰ－４４４

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。１mm未満の砂粒が少し混じる。にぶい黄色土を５
ｍｍ未満の粒状に含む。炭化物粒を含む。しまりあり。

②：暗褐（lOYR3/3）砂質土。１mm未満の砂粒が少し混じる。１cm大のにぶい黄
色土ブロックを少し含む。しまりあり。

③：暗褐（l0YR3/3）砂質土。５１m､大のにぶい黄色土ブロックを多く含む。
④：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土。にぶい黄色土をラミナ状に含み、砂質がや

や強い。

⑤：にぶい黄色土のブロック。
⑥：暗褐（l0YR3/3）砂質土。１mm未満の砂粒が少し混じる。にぶい黄色土が５

Ⅱ,Ⅲ未満のブロック状に混じる。炭化物の微細粒も含む。

⑦：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土。にぶい黄色土をラミナ状に含み、砂質がや
や強い。

③：暗褐（lOYR3/3）砂質土。にぶい黄色土が１cm大の斑状に混じる。
⑨：褐（lOYR4/4）砂質土。暗褐色土を斑状に含む。
⑩：褐（l0YR4/6）砂質土。基盤層の掘りすぎか。わずかに暗褐色土を含む。
⑪：詳細不明。掘り過ぎか。
ＳＰ－５２３

①：灰黄褐（lOYR4/2）砂質土。明黄褐（10YR7/6）砂質土の丸いブロックが混
じる。

②：灰黄褐（l0YR4/2）砂質土。明黄褐（lOYR7/6）砂質土の丸いブロックを含
む。①層にくらべてきめが細かい。柱痕か。

③：灰黄褐（lOYR4/2）砂質土。明黄褐（2.5Y7/6）砂質土の１cm大ブロックを
少量含む。ブロックの大きさは①．②層に比べて大きい。

④：灰黄褐（lOYR4/2）砂質土のブロックと明黄褐（lOYR7/6）砂質土のブロッ
クが混じり合う。
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(縮尺１/50）

（６）柱穴．小穴（図３８．３９、図版１７－７．８）

Ｃ類型埋土の柱穴・小穴は多く、根等の撹乱も含む。

詳細は表８に譲り、明確な掘り方や柱痕をもつ例、図

化した出土遺物のある例等について触れる。［吉田］

[SP-177］

約20×25cmの楕円形、深さ約27cm。 ［吉田］

－３４－

２８．００ｍ 28.00ｍ

弥生時代の柱穴。小穴遺構実測図
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図３９弥生時代の柱穴。小穴出土遺物実測図（縮尺１／４）

[SP-208］

径約30cm、径約30cm、深さ約１４cmに、さらに径約20ｃｍ・深約１０

cmの下段がある。弥生土器細片５点が出土。［吉田］

[SP-227］

径約25cmの隅丸方形状、深さ約１２cm。 ［吉田］

[SP-255］

径約20cm、深さ約１０cm・弥生土器片が２点出土し、

２を図化した。斐口縁部で、端部を上方に拡張し、凹

線文１条が巡る。［三吉・山田］

[SP-258］

径約１５ｃｍ・深さ約１４cm・弥生十器が２点出土。３は

壷上胴部片。４は高坪か台付鉢の脚端部。内外面横ナ

デ。中 期中葉か。［三吉・山田］

[SP-284］

径約18ｃｍ・深さ約23cm･弥生土器２点が出土。５は

尭口縁部で、内面横ナデ。６は壷底部。［三吉・山田］

[SP-318］

径約60ｃｍ・深さ約30cm、柱相当部は径約18ｃｍ・深さ

約25cmを測り、周囲をよく固めている。［吉田］

[SP-319］

約50×60cmの楕円形､深さ約43cm､底面に径約１８ｃｍ・

深さ約８cmの小穴。遺物は弥生土器莞１点。［三吉］

[SP-377］

約23×30cmの長楕円形。最深部で深さ約25cm・弥生

土器か土師器の細片１点と７が出土。７は刃部が湾曲

し、鋤とみられる（図版１７－７)。［三吉・山田］

[SP-381］

長さ約90ｃｍ・幅約35ｃｍ・深さ約６cmの溝状の小穴。

東端に径約25ｃｍ・深さ約15cmの小穴が伴う。８の弥生

土器蕊の口縁部片が出土。如意形口縁で端部を刻み、

２条のへラ描き沈線を施す。前期。［吉田・山田］

[SP-390］

深さ約21cm。９の弥生土器尭口縁部が出土。口縁を

上下に拡張し、３条の凹線文を施す。［三吉・山田］

[SP-422］

長さ50cm以上、幅20cm前後の溝状。深さ約１５cm・遺

物は10の砂岩製磨石のみ（図版１７－８)。［吉田・山田］

[SP-437］

径約20ｃｍ・深さ約l9cmollの弥生土器壷頚部のみ出

土。［三吉・山田］

[SP-444］

約55×65cmの楕円形、深さ約50cmを測る。［吉田］

[SP-523］

SC-35台石下で検出し、SC-35に先行する。径25ｃｍ

前後の不整円形で、深さ約１３cm。 ［三吉］

[SP-603］

径約13ｃｍ・深さ約19cm・出土遺物は、１２の弥生土器

高坪か台付鉢脚部のみ。［三吉・山田］

[SP-625］

径約20cm、深さ約40cm。弥堆十器片１点の他、１３の

円盤状土製品が出土している。［三吉・山田］

－３５－



Ｘ＝９３９５５

（１）遺構の分布（図40、図版ｌ）

城北団地基本層序Ⅲ層の下ないし中、あるいはⅣ層

の上ながらＢ類型の埋土をもち、古墳時代後期の遺構

として報告するのは、竪穴式住居５棟（SC－２３．２４．

２７．２８．２９)、掘立柱建物４棟(SB－６７．６８．６９．７０)、

土壌２基(SＫ－２５．３０)、そして柱穴･小穴57基である。

弥生時代にも増して、調査区北西部に偏在する傾向

が強い。竪穴式住居SC－２７．２８はやや南寄りに位置す

るが､掘立柱建物はいずれも、１３次調査区にまたがり、

柱穴もほとんどが、北西部に集まっている。なお、

SC-29とSK-30は北１区、ＳＣ－２３．２４、SK-25は北３

区 の 検 出 で あ る 。 ［ 吉 田］

ｃ

ｃ

喋”
J｣ＩSB-68

◎身

、卜

敦輔寺、『 。。
｡、

｡

’

割

Ｘ＝９３９７０

少
雨

－
１

ｌ
‐
！

ＳＢ

Ｘ＝93965

～

Ｆ －Ｌ

ｌ
●

■
■

Ｘ＝93960

Ｂ古墳時代の遺構と遺物

L琴

Ｙ＝-６７１７５ Ｙ＝-６７１７０

図４０古墳時代主要遺構配置図（縮尺１/200）

Ｙ＝-６７１８０

画

ｅ

Ｘ＝９３９５０

Ｙ＝－６７T５０

１０ｍ

Ｙ＝-67160

０

－３６－

Ｙ＝-６７１６５ Ｙ＝－６７１はａ



Ｌ

＜／－－一一一L当Ｌ／

一

Ｘ＝93960

Ｙ＝-67170

①
/①

§、~ロー=Ｉ／一一 日
２８．００ｍ

．
！

‐
‐
Ｎ
Ｊ
ｌ
ｌ
｛
と
Ｃ
Ｑ
、
。

言
く

＜ 画

１

１

－－

○ ←

Ａ一Ａ’・Ｂ－Ｂ１

①：褐（7.5YR4/4）土。弱い粘性をもち、しまりあり。２～４ｍ程度の砂喋
を多く含む。土器片が若干含まれる。住居跡埋土。

②：暗褐（7.5YR3/3）土。色調的に①屑よりやや暗いが、土中に２～４mm大
の砂磯を含むなど似通っている。また、炭化物もわずかであるが含まれて
いる。

③：明黄褐（25Y7/6）砂質土を主体とし、わずかに褐（7,5YR4/4）土が混じ
る。①層と比べて砂磯を含まない。住居の貼床層と考えられる。

④：褐（7.5YR4/6）土。土中に２～５mm程度の砂喋を多く含む。弱い粘性を
もつ。若干の炭化物も見られる。周沸埋土と考えられる。

⑤：褐（7.5YR4/4）土が主体となり、明黄禍（2.5YR7/6）土が混じる。③層
に比べて中心となる褐色土に砂牒が混じる点でも上層と区別できる。砂牒
は①層ほど多斌ではない。住居の造成土と考えられる。

⑥～⑨層は周泳埋土及び造成土の窪みなどで見られるのみ。
⑥：明黄褐（2.5YR7/6）土が主体となり、褐色（75YR4/4）土が混じる。
⑦：暗赤褐（5YR3/4）土。にぶい黄色土が混じり込む。埋土には土器片・炭

化物が含まれる。周撒の落ち込みに部分的に見られる。
③：明黄褐（2.5YR7/6）砂質土に斑状に褐色土が含まれる。
⑨；明黄褐（2.5YR7/6）土と褐（7.5YR4/6）土が混じる。⑤層と③層の中間

的な層。ブロック状に見られる。
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図４１ＳＣ－２７遺構実測図（縮尺１/50）
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①；暗褐（7.5YR3/4）土。２～４mm程度の砂牒を多く含む。わずかに粘性を
もつ。炭化物を少量含む。

②：暗褐（7.5YR3/4）砂質土。５mm程度のブロック状に黄褐（lOYR5/6）土
が混じる。

③：暗褐（lOYR3/4）土が主体で、暗褐（7.5YR3/4）土が混じる。２～４ｍｍ
程度の砂喋を含む。

④：暗褐（lOYR3/4）砂質土。２～３mm程度の砂牒を含む。
⑤：暗褐（7.5YR3/4）砂質土と黄褐（lOYR5/8）砂質土が混じり合う。
⑥：暗褐（7.5YR3/4）砂質土。黄禍（lOYR5/8）砂質土がブロック状に混じ

る。②届と比べて、黄褐色土の割合は少ない。２～３mm程の砂喋はわずか
に含むのみ。

⑦：暗褐（lOYR3/4）砂質土と黄褐〈lOYR5/8）砂質土が混じる。きめが細
かく２mm以上の砂牒はほとんど含まない。

③：暗褐（lOYR3/4）土と黄褐（lOYR5/8）土が混じる点では⑦層と類似し
ているが、２mm程度の砂牒がやや目立ち、わずかに粘性をもつことから⑦
層と分離ができる。
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（２）竪穴式住居

①SC-27（図４１．４２、図版８．９．１８－１～３）

ＣＶ11.12区およびCWl１．１２区に位置する竪穴式住

居跡。最初、ＣＷ１２区において、北東一南西方向に約

４ｍ延びる､竪穴式住居の一辺とその北隅を確認した。

しかし、ほぼそれに平行するような練兵場時代の塑壕

による撹乱と、ＳＤ－ｌ～３による南側の削平により、

南東側への遺構の広がりを確認できる範囲は狭い。

住居跡土層については、北西辺のすぐ内側、塑壕撹

乱の壁で確認した（Ａ－Ａ，土層図)。埋土（①層）は、

北隅部周辺において１０cm前後の厚さで確認できたが、

南側では確認できず、塑壕撹乱を挟んだ南東側でも、

５cm以下の厚さを辛うじて確認できたに留まる。２～

４mm大の砂牒を多く含む褐色土である｡対して南側は、

ＳＤ－１による削平で埋土を失い、ほぼ上層埋土と同じ

土質ながら、一段深い位置にまで褐色土が堆積し、一

部には、炭化物を含む。竪穴式住居内周溝の埋土であ

る（②～⑦層)。北隅部付近でも、落ち込み中に、周

溝埋土の一部が認められる。それ以外の北隅部は周溝

が巡らず、代わって砂喋を含まない明黄褐色砂質土が

薄く認められる（⑧層)。貼床層である。以下は、住

居造成時の土層である（⑨層)。

一部に周溝をもつが、それ以外には床面で若干の柱

穴・小穴を検出した。また、住居以前の遺構探索にお

いて、この竪穴式住居の範囲内からも若干の柱穴・小

穴等を検出しており、これらの一部に、本来SC-27に

伴ったものも存在する可能性がある。しかし、それら

を含めても、主柱穴となり得るのは、Pl2のみ。その

位置と残存する床面の広がり、そして残存する北西辺

と北隅から、ｌ辺４ｍ弱の方形で、四本主柱穴の竪穴

式住居と復元した。

出土遺物のうち、図化したのは21点。うち、１．

２．１１．１５が床造成土出土、４．５がPl6出土、９．

１９がＰ17出土であり、他は埋土出土。２０（Ｒ84）はほ

ぼ床直上からの出土。

ｌ～５は弥生土器。ｌは壷口縁部片で、端部を上下

に少し拡張し、稜の弱い２条の凹線文を施す。中期後

葉。２は壷底部片。外面に縦方向のミガキをわずかに

確認できる。３は莞の口縁部片で、頚部の屈曲は滑ら

か。４は鉢の上半部で、丸みをもった体部から頚部で

滑らかに屈曲する。５は鉢の底部片。凸状に厚く、外

面に縦方向のミガキ。いずれも後期中葉。

６～１５は須恵器。６は坪蓋の体部。稜が明確で口径

も１４cm以下と小さい。６世紀前葉。７は杯蓋口縁部。

内端面は明確な段をもつ。６世紀前半。８は坪蓋口縁

部。稜部は屈曲点のみとなり、口径も約12ｃｍと小型。

６世紀後半。９は坪身。口縁端部を欠失するが、立ち

上がりは比較的高く、外面回転へラケズリの範囲も広

Ｆ二号弓

図４２SC-27出土遺物実測図（縮尺１／４，１／２，１
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Ⅱ－５－Ｃ参照)。

出土遺物は、埋土出土遺物に６世紀代の幅があり、

床造成土出土の15が６世紀中頃を示すとすれば、住居

の時期を６世紀中頃から後半に求められる可能性が最

も高くなろう。床面での出土遺物がないために、細か

い時期比定は難しい。［吉田・山田］

く、６世紀前葉に遡る。１０は坪身の受け部のみ。６世

紀後葉。１１は坪身底部で、残存する範囲は、回転へラ

ケズリが施されている。１２は鉢口縁部片か。口縁は外

面に変換点をもって外反し、端部は面をなす。内面に

自然紬を被る。１３は壷上胴部片。外面に横方向の平行

タタキが見られ、自然紬が被る。１４は小型莞の上胴部

片。外面縦方向の平行タタキが残る。１５は斐頚胴部。

胴部の上に頚部を接合したことが､剥離面から窺える。

外面に自然紬。１６は土師器尭口縁部。口縁はやや内湾

し、端部は面をもつ。内面に粗い横方向のハケ目調整。

胎土は粗い。６世紀。

１７は磨石。片面が若干凹むが、全面よく磨き上げら

れている。あるいは土器のミガキ調整に用いられたも

のか。１８～20はいずれも鉄津である。２１は土玉。径５

～７ｍｍ・厚さ４～５ｍの不整円筒形を呈し、ほぼ中央

に径1.5ｍ前後の孔が開く。

なお、図化できなかったが、P17からは６世紀後葉

の須恵器坪蓋、P18からは須恵器坪天井部が出土して

いる。さらにこの他に、比較的多くの炭化物小片や、

サヌカイトおよび結晶片岩の小片、骨小片や種実を、

埋土の水洗選別で得ている｡一部は同定分析を依頼し、

イネ炭化果実１点の出土が確認されている（詳細は

②ＳＣ－２８（図４３．４４、図版８．９．１８－４～８）

ＣＸ12.13区およびCW12･'3区に位置し、大半を撹

乱で消失しているが、北東辺部分を辛うじて残す、平

面隅丸方形の竪穴式住居。北東辺の長さは、約42ｍ・

埋土もごくわずかに確認できた程度で、ほぼ検出面が

床面に相当する。北西壁際の中央やや西寄りに古墳時

代後期の土師器謹片（５．R68）を伴う焼土混土層が

広がり、住居内の火床がこの位置にあったことを窺え、

篭が作りつけられていた可能性もある。一方、北西壁

際の中央やや東寄りでは、須恵器坪身（８．R32）や

高坪片（９．R36)、土師器謡底部（４．R34）が床

面近くで出土している。これらの下層には、造成時に

周溝状に掘削した痕跡が認められる。住居主柱穴は、

Ｐ２がその１基と見られるが、他は撹乱によって一切

不明。柱間1.8ｍの４本主柱穴に復元した。
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図４３SC-28遺構実測図（縮尺１/50）
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①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。⑥層に比べて砂粒の混じり少なく、にぶい黄色土をや
や多く含む。

②：暗褐（lOYR3/3）砂質土。３mm前後の砂喋を多く含む。炭化物粒を含む。にぶい
黄色土の微細ブロックをわずかに含む。

③：暗褐（lOYR3/3）砂質土。②屑に比べて砂喋の混在少なく、にぶい黄色土の微細
ブロックを多く含む。

①：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土。黄褐色土が多く混じる。砂粒をほとんど含まな
い。粘性あり。

⑤：暗褐（lOYR3/3）砂質土。ｌ～２mmの砂粒がわずかに混じる。しまりあり。
⑥：暗褐（lOYR3/3）砂質土。⑦層に比べてにぶい黄色土ブロックがラミナ状に混じ

る。砂粒少ない。

⑦：暗褐（lOYR3/3）砂質土。ＳＰ尋203埋土。３ｍ大のにぶい黄色土のブロックが混じ
る。３mm前後の砂牒を多く含む。

Ｐ１：暗褐（lOYR3/3）砂質土。３mm前後の砂喋を多く含む。５ｍ大の炭化物を含む。

３mm前後のにぶい黄色土のブロックを含む。しまりあり。Ｐ２を切る。
Ｐ２：暗褐（lOYR3/3）砂質土。２mm前後の砂喋多く含む。Ｐｌに比べて砂粒の大きさは

小さい。５mm大の炭化物粒を含む。３mm大のにぶい黄色土のブロックを含む。Ｐｌよ
りきめが細かく、砂性が強い。Ｐｌに切られる。

一一



出土遣物のうち図化できたのは、１１点。１はＲ７７，

２は焼土周辺埋土、３はＲ７９，４はＲ３４，５はＲ６８，

６はＡ－Ａ，畔東埋土、７．１０はＡ－Ａ，畔とＢ－Ｂ'畔

間の埋土、８はR32にⅢ層出土が接合、９はＲ３６，１１

はＢ－Ｂ，畔南埋土の出土である。

１～３は弥生土器である。ｌは壷の底部片で、全体

的に磨滅している。やや凹み底で後期とみられる。２

は莞の口縁部片。口縁部が比較的立ち、口縁下端が横

ナデによりわずかに突出する。後期後半。３は高坪あ

るいは器台の脚部。外面に縦方向のミガキ、内面は板

ナデ。後期。４．５は土師器。４は壷の底部で丸底。

内外面ハケ目調整だが、底部外面平滑に対し、内面は

指頭圧痕を多く残し、丸底部を外型により成形した可

能性が高い。他の６世紀代の莞に比べて器壁が薄いも

のの、内面にケズリはみられない。６世紀前半に位置

づけておきたい。外面には煤が付着する。５は内湾す

、こごうｼイ

/綱M，’
1,､ ､

」．

:０ １０cｍ

５

~=三三今。

ｌ０ｊ 5ｃｍ

図４４SC-28出土遣物実測図（縮尺１／４，１／２）

る斐口縁部。６世紀前半。６～９は須恵器。６は坪蓋。

わずかに稜を残す。６世紀中頃。７．８は杯身。７の

外面回転へラケズリの範囲はやや広く、口縁部の立ち

上がりも直立に近い。８は外底面３／５程度を回転へ

ラケズリする。いずれも６世紀中頃。９は高杯。坪底

部と脚部が残存する｡脚部は外面にカキメ調整を施し、

３方向に方形透かしを施す長脚２段と推測できる。

１０．１１は石器。１０は砂岩製の蔽石。先端から側面にか

けて、蔽打痕を確認できる。１１はサヌカイトの剥片。

側面には自然面を残す。

なお、図化できなかったが、北西壁際の中央やや西

寄りの焼土混土層を中心とした周辺埋土を採取し、水

洗後選別を行ったところ、スカイブルーのガラス微細

片１点を得ている。ガラス内には小さな気泡を多数確

認することができる（図版１８－８）。色調からして、

西方の１２．１４．１６次調査区で多く出土しているガラス

小玉が、微細破片となり古墳時代遺構埋土に紛れ込ん

だものと推定される。他にも埋土の水洗選別では、骨

小片や種実、さらには比較的多くの炭化物小片やサヌ

カイトおよび結晶片岩の微細剥片を得ている。このう

ち、炭化種実の同定分析を依頼したところ、ヤマモモ

炭化核片３点の存在が明らかになるとともに（詳細は

Ⅱ－５－Ｃ参照)、埋土出土炭化材が針葉樹との同定結

果も得ている（詳細はⅡ－５－Ａ参照)。

出土遺物には、６世紀前半を示す土師器婆と、６世

紀中頃の須恵器がある。前者は火床付近と見られる焼

土混土層から出土しており、後者は、床面に近いとこ

ろではありながら、若干なりとも出土位置が高い。し

たがって、土師器莞の示す６世紀前半を、住居の機能

時期としておきたい。すると、近接して検出したSC-

27とSC-28の関係は、６世紀前半の可能性が高いSC-

28から、６世紀中頃から後半のSC-27へと推移したこ

とが予測されることになる。［吉田・山円］

③SC-29（図４５．４６､図版10-2～４．１９－１～３）

北１区においては、Ｉ．Ⅱ層除去後、城北団地基本

層序のⅢ層が広がりを確認できた。Ⅲ層上面の精査を

行ったが、遺構ラインを確認できなかったため、Ⅲ層

を掘り下げながら遺構検出に努めた。

Ⅲ層の掘り下げ中に、北１区南側で、北西から南東

に直線的に延びる遺構ラインが明確になったことか

ら、SC-29として認識した。さらに調査区東西壁の土

層で埋土が確認でき、Ⅲ層として掘り下げた部分が

SC-29の埋土であることも確認できた。平面形状につ

いては不明である。

SC-29埋土①層は、竪穴式住居廃絶後の堆積層であ

り、②～⑦層は床面造成土と考えられる。SC-29を遺

構とした認識した時点で、すでに床面造成土を掘り下

－４０－
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R89やＲ9０（６）等の土師器護が出土している。北１

区北東隅付近が竃の一部であった可能性が考えられ、

６が竪穴式住居の使用年代を示すものと考える。なお、

焼土については採取・水洗選別を行ったが、炭化物片

を少量得たのみである。

遺物は、散発的な出土状況である。埋土中として取
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げている段階であったため、埋土と床面造成土とで遺

物の取り上げを分離することができなかった。

遺構最下面でSP-238～241等を確認している。柱痕

が見られるものはない。SP-241は北１区北東隅でわ

ずかに検出したのみで、調査区外へと続く。

調査区北東部の壁際では､炭化物や焼土に混じって、
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図４５北１区遺構実測図（縮尺１/50）

①：灰褐（lOYR4/2）砂質土。ｌ～２mm大の砂粒を多く含む。明黄禍（25Y7/6）砂質
土とにぶい黄橿（lOYR6/4）砂質土の丸いブロックが所々に混じる。

②：にぶい黄褐（lOYR5/3）砂質土。砂喋をほとんど含まない。炭化物と焼土を含む。
竃の一部か。

③：にぶい黄褐（lOYR5/3）砂質土。明黄褐（2.5Y7/6）砂質土とにぶい黄燈（lOYR6/4）
砂質土の丸いブロックが多く混じる。砂牒を含まない。

④：にぶい黄褐（lOYR5/3）砂質土。明黄褐（2.5Y7/6）砂質土の丸いブロックが多く
混じる。砂喋は含まない。

⑤：④層とほぼ同じであるが、明黄褐（2.5Y7/6）砂質土のブロックが丸みを帯びず、
レンズ状に近い。

⑥：灰黄禍（lOYR4/2）砂質土。明黄褐（2.5Y7/6）砂質土のブロックはレンズ状・棒
状を呈する。

⑦：明黄禍（2.5Ｙ７/6）砂質土を主体としながら、にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土の
丸いブロックが少量混じる。

ＳＫ－３０

①：灰褐（7.5YR4/2）砂質土。２～３mm大の砂篠を多く含む。
②：灰褐（7.5YR4/2）砂質土。にぶい黄橿（lOYR6/4）砂質土の丸いブロックが少ｉｔ

混じる。２～３mm大の砂喋を多く含む。

灰褐（7.5YR4/2）砂質土。明黄褐（25Y7/6）砂質土のレンズ状ブロックを多く含む。
SX-66

にぶい黄禍（l0YR4/3）砂質土。やや粘'1生を帯びる。明黄褐（2.5Y7/6）砂質土のレン
ズ状ブロックが多く混じる。

SP-223

①：灰褐（7.5YR4/2）砂質土。砂牒を含まない。にぶい黄横（10YR6/4）砂質士の丸
いブロックを少量含む。

②：灰黄褐（10YR4/2）砂質土を主体としながら、明黄褐（2.5Y7/6）砂質土の丸いブ

ロックが多く混じる。
SP-241

灰黄褐（lOYR5/2）砂質シルト。明黄褐（2.5Y7/6）砂質土の丸いブロックがごく少量
混じる。砂喋を含まない。

P

２ｍ

鉦q彊染：
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〔SP-241〕

図４６北１区出土遺物実測図（縮尺１／４，１／２）

皇雲雲廓=、W1塁製

（３）掘立柱建物

①SB-67（図４７．４８、図版１９－６）

調査区南西部のＣＸ１２．１３区に位置する。２０次調査

SP-135.137,13次調査SP-458.467からなり、梁間

ｌ間(梁間長1.48ｍ)､桁行ｌ間(桁行長346ｍ)を測る掘

立柱建物。１３次調査ではSB-44として報告している。

SP-135は、調査区西壁に沿った径約50cmの半円形

の柱穴。深さ約40cm･立柱痕は確認できていない。

黙も

澱

リ上げた遺物は、弥生土器や土師器片が50点前後。ｌ

～３は弥生土器。ｌは前期中葉の壷胴部片。粘土帯接

合部を利用した段を有す。２は鉢の胴部と考えられる。

外面は細かな横方向のミガキを施し、赤彩する。３は

高坪接合部。４は須恵器坪蓋の口縁部。復元口径9.3

cmと小型。体部稜直下の凹線状部が残り、口縁内端面

には微弱な沈線が巡る。５世紀後半から末。５は土師

器坪底部。古代以降で、混在である。６．７は土師器

の妻。６は口縁部を横ナデし、端部に面をもつ。７は

やや内湾気味の口縁部で、内端部が横ナデにより凹線

状となる。胴部は横方向の粗いハケ目調整。ともに５

世紀代に遡ると考えられる。８はサヌカイトの剥片。

薄い剥片ながら、側縁に連続する微細な剥離が認めら

れる。

SC-29完掘面で検出したSP－２３８．２４０．２４１でも弥

生土器・土師器片が少量出土している。図化できたの

はSP-241出土の９である。弥生土器壷の頚部片。貼

付突帯上に、「ノ｣字状の押圧を密に施す。中期後葉か

ら後期の大型壷。図化していないが、R89は古墳時代

中期以降の土師器片で、６や埋土上部出土の７（Ｒ94）

と同時期のものと考えられる。

Ⅲ層として取り上げた遺物には、弥生土器・土師

器・須恵器の小片が多数ある。前述のようにⅢ層出土

遺物の多くは、本来SC-29埋土からの出土とすべき資

料が多数含まれている。SC-29の時期の検討材料とし

て、主要なものを抽出して図化している。１０は弥生土

器壷の胴部片。外面は爪形文を施した後に縦方向のミ

編-1-零。

ガキ、内面も縦方向のミガキ。１１～13は須恵器。１１は

比較的立ち上がりの高い坪身｡口縁内端部に段をもつ。

５世紀後半。１２は赤焼けの坪身。６世紀後半。１３は高

坪の脚部。長脚２段で、上下の方形透かしの一端とそ

の間の沈線２条を確認できる。６世紀中頃から後半。

Ⅲ層中には古墳時代後期に下るものがみられるが、

SC-29埋土には砂喋をほとんど含まず、Ｃ類型埋土に

一致する。１３次調査での古墳時代後期以前の埋土とも

共通し、さらに竃に伴うと考えられる７などから、

SC-29は５世紀後半と考えられる。

なお､北１区のＩ層出土遺物からも５点を図化した。

14は弥生土器喪の底部で上げ底状。弥生時代中期中葉

から後葉。１５は土師器で、焼成前穿孔の壷底部。底部

端面は、焼成時に接地していたとみられ、黒化層が表

面に表れている。雲母の微細粒を多く含む。古墳時代

前期（図版１９－５）。１６～18は須恵器。１６は坪身口縁

部。６世紀後半。１７は脚端部。１８は短頚壷の肩部で、

口縁部は薄くなる。［三吉・山田・槙 田］

／

、‐ィ／
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①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。３mm前後の砂喋が多く混じる。
しまりあり。炭化物の小片含む。

②：暗褐（lOYR3/3）砂質シルト。２mm前後の砂喋が少し混
じる。にぶい黄色土のlcIn大ブロックが混じる。

③：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土。暗褐色砂質土．にぶい
黄色砂質土を混在。やや粘性あり。

SP-458

ＤＩ

霞
旦28.00ｍ

、
℃
ｌ
Ｐ
①
『

Ｔ

イ

○

”
ｍ
０
ｏ
ｏ
『
ゴ

Ⅱ文京遺跡20次調査

②SB-68（図49）

Ⅱ
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一

図４８SB-67出土遺物実測図（縮尺１／４）

２ｍ

司二(二をﾌル

図４７SB-67遺構実測図（縮尺１/50）

SP-l37は、長径約70cm、短径約50cmの長楕円形を呈す

る。深さ約25cm・立柱痕は確認できていない。埋土は

暗褐色砂質土を主体とする。１３次調査SP-458は、径４９

～53cmの円形。深さ約１５cm・径約15cmの立柱痕跡を確

認している。１３次調査SP-467は、長径約73cm･短径約

55cmの長楕円形を呈する。深さ約28cm・径約１８cmの立

柱痕跡を確認している。

SP-135の埋土からは､弥生土器もしくは土師器の小

片が約１０点出土しており、２点を図化した。ｌは須恵

器坪身の口縁部片。６世紀後葉～末葉。２は土師器謡

の口縁部片で､内外面を横ナデする｡SP-137の埋土か

らは、弥生土器もしくは土師器の小片15点、須恵器蓋

坪､斐片が各１点出土している。１３次調査SP-458では、

①層から弥生土器と土師器の胴部細片～小片９点、③

層から弥生土器もしくは土師器の胴部細片６点などが

出土。その他に弥生時代中期の凹線文を施す壷の口縁

部、土師器もしくは弥生土器の胴部小片２点が出土し

ている。１３次調査SP-467では、①層から土師器もし

くは弥生土器の胴部細片～小片８点が出土している。

出土遺物と、砂喋が多く混じる埋土の特徴から、古

墳時代後期の遺構と考えられる。［三吉・山田］

２０次調査北１区と１３次調査区北東部CY15区で検出。

20次調査SP-237.238,13次調査SP-432.446からな

り、梁間ｌ間（梁間長L7m)、桁行２間（桁行長3.4ｍ）

以上からなる掘立柱建物と考えられる。２０次調査SP－

２３７．２３８は、ともにSC-29完掘面で検出した。１３次調

査SB-42に該当する。

SP-237は調査区内南西部西壁に接して確認。深さ

約20cm・埋土は灰褐色砂質土で、砂喋を含まず、明黄

褐色砂質土のレンズ状ブロックを少量含む。出土遺物

はない。SP-238は西壁沿いで柱穴の約半分を検出し

〔SP-135〕
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た。深さ約35cmと、しっかりしている。埋土は灰褐色

砂質土で、SC-29⑤層に比してやや粘性を帯びる。明

黄褐色砂質土の丸いブロックが混じる。１３次調査SP-

432は径67～87cm，深さ約１７cm、径約21cmの立柱痕跡

を確認している。１３次調査SP-446は径51～55cm，深

さ約22cm、径約22cmの立柱痕跡を確認している。

SP-237は出土遺物がない。SP-238埋土からは、縄

文土器片１点、弥生土器の小片２点が出土している。

13次調査SP-432からは、弥生土器・土師器・須恵器

片が出土している。須恵器は、６世紀代に降る坪天井

部片が出土している。１３次調査SP-446からは、弥生

土器・土師器・須恵器片が出土している。須恵器は胴

部片であり、詳細な時期決定は困難である。

以上の出土遺物の検討と、ＳP-432.446の埋土に砂

喋が多く混じることなどから、SB-68は古墳時代後期

に位置づ け ら れ る 。 ［ 三吉］

－
１
１
Ｊ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｔ
Ｉ
ｌ
ｌ

梁間２間（梁間長5.1ｍ)、桁行２間以上（桁行長36ｍ

以上）の掘立柱建物である。１３次調査SB-49に対応す

る。

SP-l44は調査区北壁沿いで検出。ｌ辺約60cmの隅丸

方形の柱穴。深さ約30cmoSP-l51は径60～64cmの円

形掘り方をもつ。深さ約20cm・径約25cmの立柱痕を検

出している。SP-198を切る。SP-157は径50～55cmの

円形の掘り方をもつ。深さ約７cm・径約１５cmの立柱痕

を検出している。埋土中には砂喋を多く含む。SP-

224は北１区東壁沿いで検出。柱穴東側は調査区外へ

続く。深さ約30cm・径約15cmの立柱痕を検出している。

１３次調査SP-428は残存長約63cm、幅約45cm，深さ約

24cmの隅丸方形の掘り方。柱の抜き取り痕が確認され

ている。１３次調査SP-430は、長さ約63cm、幅約43cm、

深さ約20cmの規模。径約１６cmの立柱痕跡が確認されて

いる。

出土遺物は、SP-144から、弥生土器・土師器・須

恵器片が約40点出土している。図化したのは、ｌ～３

の須恵器３点。１は小型で、短頚壷の蓋。口縁端部を

尖り気味に収める。焼成はあまい。２は杯身の体部片。
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北１

③SB-69（図５０．５１、図版１９－７）

調査区北西隅のＣＸ１４．１５区で検出。２０次調査SP－

１４４．１５１．１５７．２２４，１３次調査SP－４２８．４３０からなる。

戸

図４９SB-68遺構実測図（縮尺１/50）
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灰褐（7.5YR4/2）砂質土。砂喋を含まない。明
黄褐（2.5Y7/6）砂質土のレンズ状ブロックを
少量含む。

SP-238

灰褐（7.5YR4/2）砂質土。SC-29⑤層に比して
やや粘性を帯びる。明黄褐（2.5Y7/6）砂質土
の丸いブロックが混じる、
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Ⅱ文京遺跡20次調査
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図５１SB-69出土遺物実測図（縮尺１／４）
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〔SP-157〕

外面回転へラケズリの範囲が辛うじて残る。３は鉢の

胴部片｡残存部の外面下半には回転へラケズリが及ぶ。

SP-l51からは、①。②層から弥生土器・土師器・須

恵器の小片が50点近く出土している。図化したのは

４．５の２点。ともに須恵器杯身。４は口縁部。６世

紀末から７世紀初頭。５は口縁部と底部を欠く。外面

回転へラケズリの範囲はやや狭い。SP-l51埋土の水

洗選別では、炭化物小片と骨？小片を得ている。SP-

l57では、埋土から20点弱の弥生土器・土師器・須恵

器の小片が出土している。図化したのは１点。６の土

師器壷の口縁部である。SP-224では埋土中から土師

器もしくは弥生土器の小片が約１０点出土している。１３

次調査SP-428では、①層から須恵器胴部片、土師器

もしくは弥生土器片が約20点、埋土中から須恵器杯蓋

Ｃ－Ｃ’Ｄ － Ｄｌ

ＳＰ－１ ４ ４ ① ： にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質シルト。１mm前後の白色砂粒を含む。１cm前後の角
①：灰黄褐（lOYR5/2）砂質土。ｌ～２mm大の白色砂粒が多く混じる。炭化物が少量張った炭化物を含む。
混じる。②：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質シルト。にぶい黄糧（lOYR6/4）砂質土の丸いプロ

②：灰黄褐（lOYR4/2）砂質シルト。①層に比して砂粒はほとんど認められない。ｌツクが少量混じる。２～３mm大の砂礁、１cm前後の不定形炭化物を含む。
ｃm前後の不定形炭化物が少量混じる。

③：灰黄褐（lOYR6/2）砂質シルト。砂喋を含まない。にぶい黄樋（lOYR7/4）砂質Ｅ－Ｅ１
土の不定形ブロックが少量混じる。①：灰褐（7.5YR4/2）砂質土。ｌ～２mmの砂粒を含む。

④：灰黄褐（lOYR6/2）砂質シルト。砂牒を含まない。にぶい黄橿（l0YR7/4）砂質②：灰褐（7.5YR4/2）砂質シルト。砂牒はほとんど含まない。明黄褐（2.5Y7/6）砂
土が50％の割合 で 含 ま れ る 。 質 土 の 丸 いブロックをごく少量含む。

SP- 157③：灰褐（7.5YR4/2）砂質シル ト 。 明 黄 褐 （ 2 . 5 Y 7 / 6 ） 砂 質 土 の ブ ロ ッ ク が 多 く 混 じ る。
①：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質シルト。１mm前後の砂粒が混じる。②層に比してや②屑に比して粘性弱い。
や粘性あり。④：灰褐（7.5YR4/2）砂質土。にぶい蛍横（lOYR6/4）砂質土のブロックを混じえ、

②：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質シルト。２～３mm前後の砂喋を含む。②層に比して粘性弱い。
⑤：灰褐（7.5YR4/2）砂質土と明黄禍（2.5Y7/6）砂質シルトが不定形のブロック状

に混じる。

図５０SB--69遺構実>則図（縮尺１/50）
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①：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質シルト。②層に比して粘性あり。ｌ～２ｍ大の砂粒
を含む。

②：にぶい黄褐（lOYR74/3)。明黄褐（l0YR7/6）砂質シルトの５cm大のレンズ状ブ

ロックがまばらに混じる。２～３mm大の砂喋が多く混じる。
③：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質シルト。明黄褐（2.5Y7/6）砂質シルトのレンズ状

ブロックが多く混じる。１mm前後の砂喋が少量混じる。

④：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質シルト。１mm前後の砂喋を含む。
⑤：暗褐（lOYR3/3）砂質シルト。明黄褐（2.5Y7/6）砂質シルトの丸いブロックが

ごく少量混じる。

⑥：暗褐（lOYR3/3）シルト。明黄褐（2.5Y7/6）シルトのレンズ状ブロックを多く
含む。

Ｄ－Ｄ１

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。３～４mm前後の砂牒を多く含む。しまりあり。炭化物

②：暗褐（lOYR3/3）砂質土と明黄禍（lOYR6/6）砂質土がブロック状に混じりあう。
暗褐色土には２mm程度の砂喋が少量混じる。

③；暗褐（l0YR3/3）砂質土。2,1m前後の砂喋と２～３cm程度の明黄褐（lOYR6/6）
土をブロック状に含む。④～⑥層は柱抜き取り痕の可能性あり。

①：暗褐（lOYR3/4）砂質土。ｌ～２mm程度の砂粒を少量含む。にぶい黄色土のブロ
ックを含まない。

⑤：暗褐（lOYR3/3）砂質土。明黄褐（lOYR3/6）砂質土が混じる。砂喋はほとんど
含まない。

⑥：暗褐（lOYR3/3）土に明黄褐（lOYR3/6）砂質土が混じる。ｌ～２mm大の砂粒を
含む。

⑦：暗褐（lOYR3/3）砂質土。明黄褐（lOYR3/6）土をブロック状に多く含む。ｌ～
２mm大の砂粒を少量含む。柱抜き取り痕の可能性あり。

出している。１３次調査SP-455は径58～65cm、深さ約

25cmの長楕円形の掘り方をもつ。径約15cmの立柱痕跡

を確認している。

出土遺物は、SP-l47埋土から、須恵器蓋坪片３点、
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図５２SB-70遺構実測図（縮尺１/50）
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を少量含む。

》

図５３SB-70出土遣物実測図（縮尺１／４，１／２）
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〔SP-147〕

天井部片、蓋もしくは壷片３点、土師器もしくは弥生

土器の胴部細片８点が出土している。１３次調査SP-

430では、①層から土師器もしくは弥生土器片５点、

②層から須恵器の杯部片、土師器もしくは弥生土器の

小片３点、埋土中から須恵器坪身片や土師器もしくは

弥生土器片が１０数点出土している。

以上、出土遺物や埋土の特徴から、古墳時代後期の

掘立柱建物 と考えられる。［三吉・山田］

言妻玉二|Z墓亥診

_１,二皇二，

〔SP-152〕

'

④SB-70（図５２．５３、図版19-8）

調査区北西部のＣＸ１３．１４区で検出。２０次調査SP-

l47・１５２，１３次調査SP-423.455からなる。梁間１間

(２１ｍ）×桁行１間（3.32ｍ）の掘立柱建物である。

１３次調査SB-54に対応する。

SP-147は約70×80cmの楕円形の掘り方をもつ。深

さは約30cm・柱の抜き取り痕は２つ確認でき、１つは

径約20cmを測る。SP-152は、径55～60cmの円形。深

さ約38cm・径約20cmの立柱痕跡を確認している。SP-

l99を切る。１３次調査SP-423は径36cm前後、深さ約２２

cmの略円形の掘り方をもつ。径約16cmの立柱痕跡を検

-瀞-職

患
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翌胴部片３点、土師器もしくは弥生土器の小片約30点

が出土している。図化したのは１．２の須恵器２点。

１は坪蓋の天井部片。回転へラケズリが見られる。２

は坪身体部。立ち上がりを欠く。外面回転へラケズリ

の範囲は広いが、受け部は小さく、６世紀後半以降。

SP-152では、②．⑤層から弥生土器もしくは土師器、

須恵器の破片が20点前後出土している。図化できたの

は、３～６の４点。５が②層出土で、他は⑤層出土。

３は弥生土器高j不の脚部片。４．５は須恵器。４は坪

身で、小さな受け部が残存する。６世紀後半。５は短

脚高坪の脚部片。６は不明鉄製品。鍛造の板状品で、

緩やかな曲面をなすらしい。１３次調査SP-423では、

①層から土師器もしくは弥生土器の胴部細片が２点出

土している。１３次調査SP-455では、立柱痕跡と掘り

方埋土から土師器もしくは弥生土器の細片が５点出土

している。

砂牒を含む埋土の特徴及び出土遺物から、古墳時代

後期の掘立柱建物と考えられる。［三吉・山田］

（４）土壌

①SK-30（図45）

北１区ＣＸ・CYl5区で検出した土壌。Ⅲ層掘り下げ

中の精査により確認｡調査区南東隅と東壁に見られる。

形状については不明である。SP-224を切る。南側に

隣接する13次調査では、関連する遺構が見られないこ

とから土壌と考えた。

埋土中からは弥生土器・土師器片などが10点強出土

している。その中に、小片ではあるが須恵器坪蓋の口

縁端部片が１点見られる。内面はあまい段をなすこと

から、６世紀前半に位置づけられる。前述のように、

Ⅲ層出土遺物は、本来SK-30の埋土として扱う必要が

ある。Ⅲ層中出土遺物は、周辺の遺構との帰属問題が

あるが、約30点ある。その多くが弥生土器・土師器の

小片である。時期がわかるものは、凹線文が施された

壷の口縁部片１点のみである。弥生時代中期後葉と考

えられる。なお、埋土の一部を採取・水洗選別したが、

炭化物をわずかに得たのみである。

SK-30の埋土は砂喋を多く含んでいる。これらの特

徴は古墳時代後期の遺構埋土の特徴である。よって

SK-30も古墳時代後期以降に位置づけられる。［三吉］

（５）柱穴。小穴（図54～56、図版２０－１～４）

Ｂ類型埋土の柱穴・小穴は57基あり、調査区内の北

西部に集中する。いずれも古墳時代後期の遺構である

と判断できる。詳細は表８に譲るが、以下、先に触れ

た掘立柱建物を構成する柱穴を除いて、明確な掘り方

や柱痕をもつもの、大型のもの、あるいは図化できる

遺物の出土をみたものについて述べる。［吉田］

－４７

Ⅱ文京遺跡20次調査

[SP-136］

約24×28cmの楕円形を呈し、深さは約14cm。①．②

層が柱抜き取り後の流入土と見られる。出土遺物は、

土 師 器 尭 片 １ 点 の み 。 ［ 吉 田 ］

[SP-138］

ｌ辺50～60cmの扇形状の平面で、深さは約８cmと浅

い。①層には砂喋・炭化物を多く含む。弥生土器・土

師器・須恵器の小片が出土している。［吉田］

[SP-139］

ｌ辺約30cmの隅丸方形の掘り方で、深さ約１４cm。①

層が柱部分に相当する。弥生土器ないし土師器の細片

が３点出土している。［吉田］

[SP-141］

径約35cmの不整円形で、深さ約１０cm。①層は砂牒・

炭化物を多く含み、柱部分にあたる。弥生土器ないし

土師器の細片が出土している。［吉田］

[SP-142］

径35cm前後、深さ約22cmを測る。土師器・須恵器片

が出土し、２点が図化できた。ｌは須恵器坪身の底部。

２は土師器語の頚部片で、内外面に横ナデ調整を確認

できる。５～６世紀。［吉田・山田］

[SP-143］

復元径約60cm、深さ約30cmと大型。埋土上部の①層

は、炭化物粒・焼土塊を含む。図化した以外に、弥生

土器・土師器細片が約20点出土。３は須恵器坪蓋の口

縁部片。内端面はかすかに稜をもつ。４は鉄津、砂粒

をかなり巻き込み、現重量12.79。 ［吉田・山田］

[SP-145］

約35×40cmの楕円形で、深さ約14cm・西側に偏って、

径約18cmの柱痕（①層）が認められる。出土遺物は、

弥生土器謹片１点と土師器細片２点。［吉田］

[SP-146］

径約50cmの掘り方で、深さ約24cm・径約18cm柱痕

(①層）がある。弥生土器・土師器・須恵器片が20点

弱出土し、３点を図化した。５．６は弥生土器。５は

壷口縁部片。凹線文２条が残る。６は壷底部。７は須

恵器坪蓋口縁部。天井部と口縁部との境には明瞭な稜

をもち、口縁端部内面には段をもつ。５世紀末から６

世紀初頭。［三吉・山田］

[SP-148］

約70×70cm以上の隅丸方形状とみられる。深さ約１３

cm。①．②層から約30点の弥生土器・土師器・須恵器

の小片が出土し、３点の須恵器を図化した（図版２０－

１）。８は杯身底部片。切り離し時の凸状部を明瞭に

残し、回転へラケズリも狭い。９は坪蓋口縁部。端部

は丸く収める。１０は短頚壷の口縁部。［三吉・山田］

[SP-149］

径約40cmの円形の掘り方で、深さ約20cm。やや西に
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図５４古墳時代の柱穴。小穴遣構実測図(1)（縮尺１/50）
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ＳＰ－１４８

①：灰黄褐（lOYR4/2）砂質シルト。ｌ～２mm大の砂粒が混じる。
②：灰黄褐（lOYR4/2）砂質シルト。浅黄（2.5Y7/4）砂質土の丸いブロックが少

量混じる。２～３１nm大の砂喋を含む。
ＳＰ－１４９

①：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質シルト。１ｍ前後の白色砂粒を少量含む。柱痕。
②：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質シルト。にぶい黄橿（lOYR7/4）砂質シルトの

丸いブロックを含む。１～２mm大の砂粒を含む。
ＳＰ－１５０

①：黒掲（7.5YR3/2）砂質シルト。１mm前後の白色砂粒を含む。１cm前後の不定

形炭化物を少量含む。
②：灰褐（7.5YR4/2）砂質シルト。にぶい黄掻（7.5YR4/2）砂質土の丸いブロッ

クを少量含む。１mm前後の白色砂粒を多く含む。
ＳＰ－１５３

①：灰黄褐（lOYR4/2）砂質シルト。１ｍ前後の白色粒を含む。
②：灰黄褐（lOYR4/2）砂質シルト。にぶい黄澄（l0YR7/4）砂質土の丸いブロ

ックが少量混じる。１mm前後の砂粒、１cm前後の不定形炭化物を含む。
ＳＰ１５４

①：黒褐（lOYR3/2）砂質シルト。１mm前後の砂粒が混じる。
②：黒褐（lOYR/3/2）砂質シルト。①層に比して砂粒の割合が多い。１cm大の不

定形炭化物が混じる。
ＳＰ－１５５

①：灰褐（lOYR4/2）砂質シルト。１mm前後の砂粒が混じる。
②：灰褐（l0YR4/2）砂質シルト。にぶい黄澄（l0YR7/4）砂質シルトの１cm大

の丸いブロックが混じる。

ＳＰ－１６１

①：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質シルト。２～３mm大の砂喋が多く混じる。
②：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質シルト。粘性がやや強い。１～２mm大の砂粒を

多く含む。２cm大の角張った炭化物を含む。
ＳＰ－１６２

①：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質シルト。柱痕。
②：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質シルト。１～２mm大の砂粒を含む。
ＳＰ－１６３

①：にぶい黄褐（lOYR4/3）シルト。明黄褐（2.5Y7/6）砂質土のレンズ状ブロッ
クが多く混じる。１mm前後の砂粒と、小指先大の不定形ブロックが混じる。

②：にぶい黄褐（lOYR4/3）シルト。明黄褐（2.5Y7/6）シルトの丸いブロックが
混じる。

28.20ｍ

ＳＰ－１３６

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。２mm前後の砂喋が少量混じる。しまりあり。
②：暗褐（10YR3/4）シルト。シルト質のブロック。
③：暗褐（lOYR3/3）砂質土。ややにぶい黄色土の微細ブロックが混じる。
④：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土。２cm大のに鏡い黄色土のブロックが混じる。
ＳＰ－１３８

①：暗褐（l0YR3/3）砂質土。３mm前後の砂喋、炭化物を多く含む。しまりあり。

②：暗褐（lOYR3/3）砂質士。１mm前後の砂粒が少量混じる。
③：砂質土の１cm大のブロックを含む。しまりあり。
ＳＰ－１３９

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。２mm前後の砂喋を多く含む。しまりあり。
②：暗褐（lOYR3/3）砂質土。２mm前後の砂喋が少量混じる。にぶい黄色砂質土

のブロックが混じる。

③：暗褐（lOYR3/3）砂質土。１cm大のにぶい黄色砂質土のブロックが点々と混
じる。

④：にぶい黄褐（10YR4/3）砂質土。にぶい黄色砂質土のブロックの混在多い。
１ｍ前後の砂粒をわずかに含む。

ＳＰ－１４１

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。３mm前後の砂喋を多く含む。炭化物粒を多く含む。
しまりあり。明黄褐色土の微細ブロックを少量含む。

②：暗褐（lOYR3/3）砂質土。①層にほぼ同じ。にぶい黄色砂質土は含まない。
③：暗褐（lOYR3/3）砂質土。２mm前後の砂喋をやや含む。にぶい黄色土の１ｃｍ

大のブロックを多く含む。粘性ややあり。
ＳＰ－１４２

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。３nlln大の砂牒・炭化物が多く混じる。しまりあり。
②：暗褐（lOYR3/3）砂質シルト。２cm大のにぶい黄色砂質土のブロックが斑状

に混じる。

③：暗褐（lOYIR3/3）砂質土。②層にほぼ同じだが、２mm前後の砂篠が少し混じ
るｏ

ＳＰ－１４３

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。３mm前後の砂喋を大量に含む。炭化物粒・焼土塊
を含む。しまりあり。

②：暗褐（lOYR3/3）砂質土。１mm前後の砂粒がやや混じる。２cm大のにぶい黄
色土をレンズ状に含む。炭化物粒を少量含む。

ＳＰ－１４５

①：にぶい黄褐（l0YR4/3）砂質シルト。１mm前後の白色砂粒を含む。
②：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質シルト。明黄褐（lOYR7/6）砂質シルトの不定

形ブロックが少量混じる。１cm前後の不定形炭化物が少量混じる。砂粒を含む。
ＳＰ－１４６

①：にぶい黄褐（l0YR4/3）砂質シルト。１mm前後の白色粒を含む。②層に比し
て粘性あり。

②：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質シルト。にぶい黄橿（lOYR7/4）砂質土の不定
形ブロックが少量混じる。１cm前後の不定形炭化物が少量混じる。１mm前後の

白色砂粒が多く混じる。

③：灰黄褐（lOYR4/2）砂質シルト。２～３mm大の砂喋が多く混じる。
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〔ＳP-.164〕

－４９

0.7cmの孔が開く（図版２０－２)。［三吉・山田］

[SP-153］

径25～28cm不整円形の掘り方で、深さは約１４cm・径

約１３cmの柱痕（①層）が確認できている。②層から弥

牛十器斐片が１点出土している。［三吉］

[SP-154］

１辺約30cm隅丸方形で、深さ約20cm・径約１３cmの柱

痕（①層）が、西側に偏ってある。１３は須恵器斐胴部

片。外面はタタキ後カキメ調整、内面には青海波文が

残る。図化した以外に、弥生土器ないし土師器片３点

〔SP-189〕

ゴー一

〔SP-202〕

一ー鍔一一

図５５古墳時代の柱穴。小穴遺構実測図(2)（縮尺１/50）

◎C）
計誰．

－２８．２０ｍ

多茜璽".”
③④

②瀞

〔SP-203〕 〔SP-204〕

一電．
－－２８．２０ｍ

〔SP-443〕

､篭担一

ＳＰ－２０３

①：ﾛ音褐（lOYR3/3）砂質土。３mm前後の砂喋を多く含み、しまりあり。炭化物と
焼土の微細ブロックを多く含む。

②：暗褐（lOYR3/3）砂質土。llllm大のにぶい黄色土のブロックが混じる。
③：暗褐（lOYR3/3）砂質土。２～３mm大の砂喋を少し含む。①.②届に比べ、２

ｃｍ大のにぶい黄色土のブロックの混在多い。砂質強い。

④：暗褐（lOYR3/3）砂質土。２mm前後の砂喋がわずかに混じる。にぶい黄色砂質
土が２cm大に斑状に混じる。

⑤；暗褐（lOYR3/3）砂質土。砂粒をほとんど含まず、３～５mm大のブロックを含む。

⑥：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質士ら５cm大のにぶい黄色土のブロック中にⅢ層が
混在。

SP-204

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。３mm前後の砂牒を多く含む。しまりあり。炭化物粒
と１cm大のにぶい黄色土の小ブロックを含む。

②：暗褐（10YR3/3）砂質土。１mm前後の砂粒をわずかに含む。ややシルト質。

③：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土。レンズ状ににぶい黄色土のブロックが堆稚。
やや粘性あり。

④：にぶい黄褐（10YR4/3）砂質土。３cm大のにぶい茜色土のブロックが斑状に混在。
⑤：④屑に同じ。

⑥；にぶい黄色土のブロック。

⑦：にぶい黄禍（lOYR4/3）砂質土。やや粘性あり。
SP-443

①：黒褐（lOYR3/2）砂質士。ｌ～２mm大の砂粒を多く含む。明黄褐（lOYR7/6）
砂質土の丸いブロックを少量含む。

②：黒褐（lOYR3/2）砂質土。１mm前後の砂粒を少溌含む。柱（杭）の抜取り痕。
③：黒褐（lOYR3/2）砂質土。明黄褐（lOYR7/6）砂質土の丸いブロックを少量含む。
④：明黄褐（lOYR776）砂質土の不定形ブロックを主体としながら、灰黄褐（lOYR4/2〉

砂質土の丸いブロックを少量含む。
⑤：灰黄禍（l0YR4/2）砂質土。明黄褐（lOYR7/6）砂質土の丸いブロックを少量

含む。２～３mm大の砂牒を含む。

⑥：明黄褐（lOYR7/6）砂質土の不定形ブロックを主体としながら、灰黄褐（lOYR4/2）
砂質土の丸いブロックを含む。

⑦：灰黄褐（lOYR4/2）砂質土を主体としながら、ごく少逓の明黄褐（lOYR7/6）
砂質土の丸いブロックを含む。

偏って径約１５cmの柱痕がある（①層)。１０点弱の弥生

土器・土師器・須恵器片が出土し、６世紀代の須恵器

蓋杯底部もしくは天井部片がある。［三吉・山田］

[SP-150］

径約60cmの掘り方で、深さ約18cm・黒褐色シルトの

柱痕部（①層）は径約23cm・西に偏る。出土遺物は比

較的多く、弥生土器・土師器壷・斐片や須恵器蓋坪・

尭胴部細片約50点に及ぶ。図化したのは２点。１１は須

恵器坪身の体部片。強く内傾して立ち上がる。１２は一

部を欠損するが、断面円形の棒状土錘。先端に径約

_[E記－１
１

ＳＰ－１６４

①：にぶい黄禍（lOYR4/3）砂質シルト。ｌ～２mm大の砂粒が多く混じる。小指先
大の炭化物を少量含む。

②：灰董褐（lOYR4/2）砂質シルト。１mm未満の砂粒を含む。①層に比して砂粒の
割合少ない。

③：灰黄禍（lOYR4/2）砂質シルト。明黄禍（lOYR7/6）砂質シルトのブロックが
混じる。②層に比して砂性が強い。ｌ～２mm大の砂粒が混じる。小指先大の炭化
物が混じる。

ＳＰ－１８９

①：暗褐（lOYR3/3）砂質土。３mm前後の砂喋をやや含む。炭化物を含む。しまり
弱い。

②：暗褐（lOYR3/3）砂質土。①層に同じながら、砂牒の割合少ない。
③：にぶい蛍褐（l0YR4/3）砂質土。にぶい黄色砂質土が２mm大のブロック状に混在。
④：暗褐（lOYR3/3）砂質土。lcnl大のにぶい黄色土のブロックが混在する。③届

に比べて少ない。
ＳＰ－１９６

①：灰黄禍（lOYR4/2）砂質シルト。明黄褐（2.5Y7/6）砂質シルトの親指先大の丸
いブロックが混じる。

②；灰黄褐（lOYR4/2）砂質土。２ｍ前後の砂喋を含む。
③：灰黄褐（lOYR4/2）砂質土。１mm前後の砂粒が混じる。②層に比して少量。
ＳＰ－１９８

①：にぶい黄禍（lOYR4/3）砂質シルト。１～２mm大の砂粒を含む。明黄褐（2.5Y7/6）
砂質土の小指先大の丸いブロックが混じる。

②：③層とほぼ同じだが砂喋少ない。柱疲。
③：にぶい黄褐（lOYR4/3）シルト。明黄褐（2.5Y7/6）シルトの丸いブロックが多

く混じる。

ＳＰ－２０２

①：灰黄褐（lOYR4/2）砂質シルト。明黄褐（2.5Y7/6）砂質土の丸いブロックが混
じる。ｌ～21,,m大の砂粒を含む。

②：灰黄褐（lOYR4/2）砂質シルト。明黄褐（2.5Y7/6）砂質土の丸いブロックを少
逓含む。①層に比して砂粒は少ない。

③；灰黄褐（lOYR4/2）砂質シルト。浅黄（2.5Y7/4）砂質シルトの丸いブロックを
含む。②層に比べて砂粒は少ない。１cmの不定形炭化物を少量含む。

２８．３０ｍ

０
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と、須恵器鉢の口縁部小片がある。［三吉・山田」

[SP-155］

径65～70cmの円形で、深さ約17cmを測る。径約１５ｃｍ

の柱痕(①層）が､底の最も浅くなった中央部に残る。

埋土中から弥生土器・土師器・須恵器片が約30点出土

し、４点を図化した。１４～16は須恵器。１４は坪蓋の口

縁部破片。天井部と口縁部の境は凹線状で、口縁内端

部に段をもつ。６世紀前半。１５は短頚壷の蓋口縁部。

16は短頚壷。口縁端部は欠損する。１７はサヌカイト剥

片。厚さが１mm以下と薄い。［三吉・山田］

[SP-161］

径約50cmに復元でき、深さ約25cm。①．②層から弥

生土器・土師器・須恵器の小片約20点が出土してい

る。１８は須恵器高坪の脚部片。１９はサヌカイトの剥片。

側面に自然面を残す。１９はSC-35埋土からの混入の可

能性も考えられる。図化した以外の遺物を含めて、７

世紀代に下る遺物は見られない。［三吉・山田］

[SP-162］

径30cm前後の不整円形で、深さ約10cm・径約12cmの

柱痕（①層）がある。遺物はない。［三吉］

[SP-163］

径約45cm、深さ約35cm。①．②層から弥生土器・土

師器の細片が10点弱出土している。［三吉］

[SP-164］

径約70cmの隅丸方形で、深さ約35cm。①．②層から

約50点の弥生土器・土師器・須恵器の小破片が出土。

須恵器には古墳時代後期の高坪脚部片がある。図化し

たのは20の須恵器坪蓋。６世紀後半。［三吉・山田］

[SP-165］

ｌ辺45～65cmの隅丸長方形の掘り方で、深さは約１０

cm・弥生土器・土師器片が約１０点出土し、２１を図化し

た。土師器壷の肩部である。［三吉・山田］

[SP-167］

１辺約20cmの隅丸方形、深さ約１９cm・出土遺物は２２

の弥生土器１点のみ。上げ底の莞底部側縁が剥離した

破片。端部に被熱痕がある。［三吉・山田］

[SP-170］

約15×20cmの楕円形の掘り方をもち、深さ約８cm・

出土遺物は23のみ。１面が残るのみの砂岩製の台石。

使用面は、蔽打痕が全面に残るが、平滑に磨かれてい

る（図版20-3)。［三吉・山田］

[SP-172］

幅約43cm、深さ約６cm。２４は弥生土器壷の口縁部片

で、口縁端部に凹線文が巡る。凹線文は上下の２条が

やや深い凹線だが、その間の凹凸は微弱。後期前葉。

図化したもの以外に弥生土器壷・尭片が３点ある。焼

土を含んだ埋土を水洗選別したところ、炭化物小片や

サヌカイト小片を得、種実１点はイネ炭化果実との同
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定がされている(詳細はⅡ－５－Ｃ参照)。[三吉・山田］

[SP-189］

約20×25cmの楕円形で、深さ約13cm。①～③層は、

柱抜き取り後の流入土。弥生土器細片３点が出土し、

柱穴検出面で2５（Ｒ83）の砂岩製蔽石が出土している。

25は残存長１０．７ｃｍ・最大厚5.4cm・先端を中心に、側面

まで蔽打痕が確認できる(図版20-4)。［吉田・山田］

[SP-195］

径約30cm、深さ約23cm・弥生十器・土師器の壷・尭

片が約１０点出土し、２６を図化した。弥生土器壷の上胴

部片で、「ノ｣字状押圧文が２段巡る。［三吉・山田］

[SP-196］

約50×70cmの長楕円形に復元でき、深さは約15cm・

埋土はいずれも水平堆積である。①～③層から弥生土

器・土師器の細片が１０点出土している。［三吉］

[SP-198］

約40×50cmの長楕円形で、深さ約30cm・埋土最下部

に復元径約20cmの柱痕（②層）が確認できる。約20点

の弥生土器・土師器片が出土しているが、図化できた

のは27の須恵器のみ。坪身口縁部で、口縁内端部に段

をもつ。６世紀前半。［三吉・山田］

[SP-202］

径38～48cm、深さ約33cm・埋土はほぼ水平な堆積。

遺 物は出土していない。［三吉］

[SP-203］

復元約60～70cmの不整円形の掘り方で､深さ約40cm･

南東隅部がさらに柱穴状に落ち込む。弥生土器ないし

土師器片が約30点出土している。［吉田］

[SP-204］

復元約40×70cmの不整楕円形を呈し､深さは約35cln・

弥生土器ないし土師器片約10点が出土し、２８が図化で

きた。土師器莞の胴部片である。［吉田・山田］

[SP-443］

径約50cmのやや隅丸方形状、深さ約36cmを測る。径

約１２cmの柱抜き取り痕があり、その流入土（②層）か

ら、１０cm強の円喋（Ｒ108）が出土している。［三吉］

（６）北３区の遺構と遺物（図57.58、図版２０－５～７）

北３区は、本体調査区の西北西約16ｍ、ＤＡ・ＤＢｌ６

区に位置する調査区。電灯基礎設置に伴うもので、掘

削範囲は約1.0×1.3ｍ、完掘底面で約0.7×1.0ｍでしか

ない。したがって、掘削途中で明確に遺構を区分する

ことは難しく、焼土層の広がりなどを一部で確認した

程度で、他は完掘後、土層の精査によって遺構のI唆別

を行った。

まず、地表下約1.0ｍまでは城北団地基本層序Ｉ．

Ⅱ層であり、以下標高28.05ｍ以下が撹乱を受けてい

ない土層となる。小喋をわずかに、炭化物をまばらに
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Ⅱ層：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土。５～１０mm大の小磯を少量含む。粘性がややあ
る。きめが細かい。

SC-28

①：黒褐（lOYR3/2）砂質士。北東と南東隅に黒褐（7.5YR3/l）砂質土が混じる。２
～３mm大の小喋をわずか含み、５～１０１m大の炭化物をまばらに含む。ややしまりが
ある。

②；黒褐（lOYR2/3）砂質土。３～５mm大の小篠をわずか含む。１cm大の炭化物を少量
含み、1.5cm大ほどの焼土が混じる。①層よりもしまりあり。

③：黒褐（7.5YR3/2）砂質土。喋をほとんど含まず、５ｍ大の炭化物を多く含む。１
ｃｍ大の焼土を多く含む。

④：黒褐（7.5YR3/2）砂質土。篠をほとんど含まず、③層よりきめが細かい。５～１０
ｍｍ大の炭化物を多く含む。

⑤：黒褐（lOYR2/3）砂質土。３～５mm大の小喋が若干見られるが、操はほとんど含
まない。ｌ～２cm大の焼土を多く含む。１cm大の炭化物をやや多く含む。きめが細か
く、しまりあり。黒褐（7.5YR3/l）砂質土が、北東・南西・南東隅に混じる。

⑥：黒褐（lOYR2/2）砂質土。やや粘性がある。篠はほとんど含まない。５mm大の炭
化物を多く含む。１cm大の焼土をやや多く含む。

SC-24

①：黒褐（lOYR3/2）砂質土。やや粘性がある。暗褐（7.5YR3/4）砂質土がまだらに
混じる。篠はほとんど含まない。

②：黒褐（lOYR3/2）砂質土。やや粘性がある。際はほとんど含まない。５～10ｍ大
の炭化物を多く含む。ｌ～２cm大の焼土をやや多く含む。きめは細かい。

SK-25

黒褐（7.5YR2/2）砂質土。粘性があり、下部ほど粘性を増す。喋はほとんど含まな
い。３cm大の暗褐（7.5YR3/4）砂質土をブロック状に含み、西側ではまばらに含む。
きめは細かい。

SＰ－１３１

１：黒褐（lOYR2/3）砂質土。粘性が高い。際をほとんど含まない。１５mm大の暗掲
（7‘5YR3/4）砂質土をブロック状に含む。きめは細かい。

２：灰黄褐（l0YR4/2）砂質土。しまりはない。やや粘性のある黒褐（lOYR2/2）砂
質土を、５cm大のブロック状に含む。磯はほとんど含まない。

３：黒褐（lOYR2/3）砂質士。粘性がやや高い。際をほとんど含まず、きめ細かい。
４：極暗褐（7.5YR2/3）砂質土。粘性がやや高い。際をほとんど含まず、きめ細かい。
灰競褐（lOYR4/2）砂質土を５cm大のブロック状に含む。暗褐（7.5YR3/4）砂質土
がまばらに混じる。

５：やや粘性のある黒褐色（lOYR3/2）砂質土と、暗褐（lOYR3/4）砂質土がまだら
に混じる。篠はほとんど含まず、５，m,大の炭化物をやや多く含む。

６：黒褐（lOYR3/2）砂質土。粘性がやや高い。篠をほとんど含まず、きめ細かい。ｌ
ｃｍ大ほどの炭化物をわずかに含む。

７：やや粘'性のある黒褐（lOYR3/2）砂質土と、暗褐（l0YR3/4）砂質土がまだらに
混じる。磯はほとんど含まず、５mm大の炭化物をやや多く含む。

８：黒褐（lOYR3/2）砂質土。粘性がやや高い。喋をほとんど含まず、きめ細かい。
暗褐（7,5YR3/4）砂質土がまばらに混じる。

９：黒褐（7.5YR3/2）砂質土。粘性が高い。篠をほとんど含まず、きめ細かい。
１０：黒褐（7.5YR3/2）砂質土。粘性が高い。際を含まず、きめ細かい。５ｍ大ほどの
焼土をわずかに含む。１cm大の暗褐色（7.5YR3/4）砂質土がまばらに混じる。

１１：黒褐（7.5YR3/2）砂質土。粘性が高い。２～３cm大の暗褐（7.5YR3/4）砂質土を
ブロック状に含む。篠をほとんど含まず、きめ細かい。

12：黒褐（7.5YR2/2）砂質土。粘性が高い。黒褐（7.5YR3/2）砂質土と暗褐（7.5YR3/4）
砂質土がまだらに混じる。磯はほとんど含まない。１cm大の炭化物をわずかに含む。
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含む黒褐色砂質土が１５cm前後堆積し（①層)、以下に

は炭化物・焼土を多く含む土層が10cm前後堆積してい

る（⑤層)。下部の炭化物・焼土混層は面をなすこと

もあり、床面近くに堆積した土層とみられる。一部、

土層（⑥層）が落ち込むものの、標高278ｍで底面は

ほぼ水平となり、これを床面と判断し、SC-23とした。

壁面の精査から、この床面から掘り込まれた柱穴・小

穴として、ＳP-131.133を確認できる。

標高278ｍ以下、北壁で20cm弱の厚さで、黒褐色砂

質土が堆積する。やや粘性があり、篠はほとんど含ま

ず、きめが細かい。炭化物・焼土をやや多く含む層で

ある（②層)。底は標高約27.60ｍで水平な面をなし、

これが床面と判断し、SC-24とした。床面からは、北

壁際でSP-132が掘り込まれ、南側でlOcIn前後の落ち

込みが認められ、SK-25とした。埋土は、粘性のある

黒褐色砂質土である。

SC-23出土遺物は、SC-23下部の炭化物・焼土混層

を中心に出土しており、取り上げ時には、一部SC-24

出土としたものも含む。ｌ～６を図化した。いずれも、

図５７北３区遺構実測図（縮尺１/50）

ＳＰ－１３２

極暗褐（7.5YR2/3）砂質土。粘‘性がややある。際を含まず、きめが細かい。５ｍ大
の炭化物をわずかに含む。３cm大の暗褐（7.5YR3/4）砂質土をブロック状に含む。

SＰ－１３３

１：黒褐（7.5YR3/2）砂質土。粘性がやや高い。篠をほとんど含まず、きめ細かい。
１cm大の炭化物をわずかに含む。

２：黒褐（7.5YR3/l）砂質土。粘性ややある。榛をほとんど含まず、きめ細かい。１
ｃｍ大の炭化物をわずかに含む。５mm大の焼土をわずかに含む。

SC-23下部の炭化物・焼土混層出土で、５（Ｒ26）が

調査区西壁③層出土。ｌは弥生土器底部。小型で外方

にしっかり踏ん張り、鉢と推定される。２．３は須恵

器。２は坪蓋口縁部。６世紀後半。３は小型の脚部。

内外面に自然粕が被る。４．５は土師器尭。４（Ｒ25）

は頚胴部の屈曲が緩やかで、外に縦方向のハケ目が一

部残る。外面はよく被熱する。６世紀代か。５は尭口

縁部。口径23cmと大型。頚部の屈曲はやや緩やか。か

なり火熱を受けている。６世紀代。６（Ｒ23）は鉄器、

刀子状の錐とみられ､緩やかな関部をもつ。この他に、

図化できなかったが、R21は土師器謹胴部、R22はウ

シ臼歯片。さらに、焼土層からは、水洗選別により骨

小片や炭化物小片が比較的多く出土しており、イネ炭

化果実片の同定結果を得ている（詳細はⅡ－５－Ｃ・

Ｄ参照)。

４．５など、やや６世紀代でも前半に遡る可能性の

ある遺物もあるが、後述する下部のSK-25出土遺物が

確実に６世紀後半まで下がることから、SC-23も６世

紀後半に下がることになる。
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図５８北３区出土遺物実測図（縮尺１／４，１／２）

SC-24出土遺物で図化できるものはなかったが、土

師器尭胴部細片がある。また、床面からは骨小片を水

洗選別により得ている。

SK-25出土遺物からは１点を図化した。７は須恵器

坪身の受け部片。立ち上がりを欠くが、あまり上方に

は延びないと推測でき、６世紀後半。他に須恵器尭胴

部などが出土している。また、骨あるいは貝の小片、

炭化物小片を水洗選別により得ている。

他、遺構では、SP-l31から土師器の細片と炭化物

小片が出土している。

８～１４は北３区Ⅲ層出土として取り上げた遺物。

SC-23の焼土層以上にあたり、SC-23埋士にほぼ相当

するが、一部中世の遺物も混じる。８～１３は須恵器。

８．９は坪蓋。８は天井部から口縁部への転換部に、

凹線がめぐる。６世紀中頃。９はやや大型で低平。６

世紀後半。１０は坪身底部片。内面に青海波文がみられ

る。１１は高坪脚部。長脚２段の下段部とみられ、方形

透かしの一端を確認できる。１２は高坪脚端部。１３は小

型坪身。口縁部が外反する。１４は中世土師器の坪底部

で、回転糸切り痕が見られる。

１５はＩ層出土遺物。須恵器の脚端部である。

［吉田・山田・漬田］

－５３－
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（１）遺物の出土状況

後論するＳＤ－ｌ等の、城北団地基本層序であるⅢ層

上面で検出した遺構の調査を終えた後、Ⅲ層を城北団

地区割に従い、１ｍ方眼単位で掘り下げを行った。Ⅲ

層の堆積に比例して、調査区東部で遺物の出土は少な

く、中部から西部でやや多くの遺物が出土した。とり

わけ、調査区北西端部で多く、ＣＸｌ４－３．４区のⅢ層

上部では、土師器婆（37）と輪羽口（38）が重なるよ

うに出土してもいる（図59、図版１１－３．４)。

また、Ⅲ層掘削段階で、調査区北西部においては、

西側に落ちる南北方向の落ち方ラインが明確に現れ

た。しかし、その西方では遺構の切り合い関係を同じ

レベルでは検出できず、このラインから西側を、Ⅲ層

下部あるいは判別不能の遺構埋土群として、遺構検出

のできるレベルまでの間を、SX-32として掘り下げる

こととした。遺物の取り上げは、Ⅲ層同様１ｍ方眼単

位である。結果的には、約10cm程度の深さをSX-32と

して掘り下げたことになり、先記した南北方向の落ち

方ラインは、SD-33の東側立ち上がりであることが判

目ﾓ６１３

Ⅲ層_卜両

２ｍ

X=93965

Y＝再６７１７８

Ⅳ辰上間

Ｒ ５０ｃｍ

『一

図５９CX14区Ⅲ層内遺物出土状況（縮尺１/10）

Y=-67160

－５４－

図６０SX-22位置図（縮尺１/５０，１/20）
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明した。出土遺物については、細片が多く、量も少な

い。基本的に弥生土器に限られ、須恵器は全く認めら

れない。

他方、南東部のＣＴ１２区でⅢ層掘削中に、鉄分塊を

検出した。鉄分塊は平面半月形を呈し、厚さは１cm前

後で、東側がやや高くなる。表面には気泡状の凹凸が

見られる（図版１１－５．６）。当初、何らかの鉄器生

産に関わる遺物・遺構の可能性を考えてSX-22とし、

掘り込みラインの確認を目的として周辺の精査を行っ

た。しかし、掘り込み面・ラインなどは確認できなか

った。その後、Ⅲ層を約15cm掘り下げたが、炭化物や

焼土なども見られず、Ⅲ層中に鉄分塊と関連する遺構

は存在しないと判断し、鉄分塊SX-22を取り上げた。

Ⅳ層上面における遺構検出の際、SX-22下部にあたる

地点で精査を行ったところ､SX-56を検出した(図60)。

ただし、SX-56は、旧地形の落ち込みや木の根に伴う

落ち込みの可能性が考えられ、人工的な掘り込みによ

るものではない。またSX-56埋土観察では、木の根な

どの影響を受けたと考えられる層序の乱れが見られ

る。

SX-22とSX-56との関係については、SX-22検出時

の詳細な観察からして、SX-56の掘り方が、SX-22検

出レベルまで上がる可能性は低い。このことは、ＳＸ－

５６の遺構立ち上がりが明瞭でなく、緩やかなことから

も裏付けられる。以上の点から、SX-22とSX-56との

直接的な関連性はないものと考える。

SX-22の表面は金属質で、凹凸が著しく、一見、鉄

津に類似した外観を呈する。表面には10箇所程度、円

孔が認められるが、その孔は深く、管状になると思わ

れる。ソフトＸ線を照射して観察した結果、それら以

外にも多くの円孔が認められた。断面は表面が金属質

に硬化しているものの、その下層はきめの細かい粒子

で明黄褐色を呈している。

これは一般的には沼沢地で鉄バクテリアやマンガン

が沈殿して生成されるものであり、アシやヨシといっ

た植物の茎を核として成長した褐鉄鉱であると考えら

れる。

周辺には、１２世紀段階に埋没するＳＤ－４～６がⅢ層

上面に展開し、ＳＤ－５．６は、北東から南西の方向に

展開する。SX-22は北東側が優弧、南西側が劣弧を呈

し、流水が北東から南西にのびる状況が窺える。ＳＸ－

２２上面にもＳＤ－４～６と相前後する時期の溝が展開し

ていた可能性が考えられ、それに伴う褐鉄鉱と考えら

れ る。［吉田．三吉．村上］

（２）出土遺物

①Ⅲ層出土遺物（図６１．６２、図版２１．２２）

Ⅲ層出土として取り上げた遺物は、コンテナ約５箱
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分に及ぶ。これらから、６３点を図化した。

１．２は縄文土器の浅鉢口縁部。ｌは直線的に外方

へ開き、内面には段を有する。内外面横ナデ調整の後、

縦方向のミガキ。胎土中には角閃石を含み、搬入品の

可能性も考えられる。３２も浅鉢口縁部。端部を外側に

三角形状に肥厚させる。胎土は１にほぼ同じで、赤色

塗彩の可能性がある。

３～36は弥生土器。３～７は端部に凹線文を施す壷

口縁部で、いずれも中期後葉。３は復元口径220cmを

測る大型｡口縁端部には稜の強い５条の凹線文が巡る。

４は磨滅で消えかけているが、３条の凹線文を確認で

きる。５は３条の凹線文を施し、凹線文の始点と終点

の重なりが残る。６は頚部まで残存し、口縁部には稜

の強い３条の凹線文が巡り、浮文の剥落を確認できる。

頚部内面には同じ高さで連続する指頭圧痕が残る。７

も頚部まで残り、口縁端部に３条の凹線文が巡る。頚

部内面にはシボリ痕がある。

８～１０も壷口縁部であるが､凹線文は認められない。

８．９はいずれも短く外反する口縁部で、内外面横ナ

デ調整。９は口縁端部に強い横ナデを施し、端部が凹

線状に窪む。後期前葉。１０はやや長頚。頚部から口縁

部にかけて緩やかに外反する。後期前葉。

１１は壷の頚部。外面に２条の断面三角形の突帯を貼

り付ける。中期中葉。１２は壷の頚部から上胴部。横ナ

デを施す頚部とハケ目を残す上胴部の境に、米粒状の

刺突文を１列施す。中期後葉。１３も壷の頚部から上胴

部。頚部外面に断面三角形状の突帯を貼り付ける。中

期中葉。１４～１６は壷の胴部片。１４は外面縦方向のハケ

目調整の後、クシ描きの波状文十直線文十波状文を施

す。時期は施文から、中期中葉と比定できる。１５は、

外面ハケ目の後、「ノ｣字状押圧文を施す。中期後葉。

１６も壷胴部。外面下半部に縦方向のミガキ、胴部最大

径部分に横方向のミガキを加える。内面は斜め方向の

粗いハケ目調整。色調は白っぽく、やや胎土も異なる。

中期中葉から後葉。

１７～22は壷底部でいずれも平底。１７は外面に幅広の

横方向のミガキを施す。１８は底部側面付近に横方向の

ミガキ、その上を縦方向のミガキ。１９は焼成があまく、

磨滅が著しい。２０はやや急に立ち上がるが、底径16.0

cmと大型で壷とした。外面は縦方向のミガキ、内面に

は指頭圧痕が残る。２１は、外面に縦方向のミガキと横

ナデによる調整を施す。２２は、外面は斜め方向のミガ

キ。底部が薄く、立ち上がりもやや急で、蕊の可能性

もある。

２３～31は喪。２３は口縁部から胴部が残る。口縁部は

内外面とも横ナデによる調整。中期後葉◎２４も口頚部

で、口縁端部にハケ目調整がみられる。２５は妻の胴部

片。胴部外面に｢ノ｣字状押圧文を施す。外面は全体的

－５５－
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Ⅱ文京遺跡20次調査
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上

図62111層出土遣物実測図(2)（縮尺１／４，１／２，１／１）
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図６３SX-32出土遺物実測図（縮尺１／４）

４

に縦方向のハケ目調整の後、上半に数段に分けて散発

的に横方向のミガキを加え、下半は縦方向のミガキを

密に重ねる。内面は縦方向のケズリ後、斜め方向のナ

デにより、ケズリの痕跡は大部分が消されている。頚

部には内外面に強い横ナデが施されている。２６～31は

底部で、いずれも上げ底。２６は外面をハケ目調整。２８

は外面に若干の縦方向のミガキが確認できる。２９．３０

は小型で、ミニチュアの可能性もある。３１は上げ底の

高台状部のみ。

３２は壷の蓋か。復元径は12.4cm･外縁付近に焼成前

の円孔が残る。外面外周はハケ目が見られ、内面はユ

ビオサエ痕が残る。胎土はやや粗い。

３３．３４は高坪脚部。３３は貫通しない矢羽透かしを施

し、脚裾部に３条、端部に１条の凹線文を施す。中期

後葉。３４は方形透かしが２箇所残る。外面は縦方向の

ミガキ、内面横ナデ。３５は台付鉢の脚端部か。外面は

横ナデを施し、端部を刻む。３６は小型ながら中実タイ

プの支脚か。

３７～39は土師器あるいは土製品。３７．３８は、図59に

示すように、ＣＸ１４－３．４区のⅢ層上部から、重なる

ように出土した。なお、３７．３８出土に伴い、周辺の土

壌を採取し水洗選別を行ったが、微細遺物として骨片

や炭化物、結晶片岩等の小片は得たが、鉄津や鉄小片

は得られていない。３７は土師器斐上半部。口縁は、内

湾しながら外方へ開く。口縁部内外面は横方向のハケ

目調整の後、横ナデ。胴部は外面ハケ目調整で、内面

がナデによる調整、指頭圧痕をよく残す。なお、胴部

外面の頚部から４cm程以下に煤が付着している。古墳

時代中期後葉と考えられる。３８は輔羽口。外面に指頭

圧痕を顕著に残す。内面は底部付近に指頭圧痕を残す

が、上半部は平滑で、心棒に粘土を巻きつけて製作し

たと考えられる。上半部は被熱により灰色から青灰色

に変色し、一部では赤変して表面がガラス状に熔融し

ている箇所もある。３９も土師器妻の口縁部で、復元口

径24.0cmと大型である。やや内湾しながら外方へ長く

開き、端部は明確な面をもつ。内外面を横方向のハケ

目調整し、外面は横ナデを加える。古墳時代後期。

４０～48は須恵器。４０～45は坪蓋口縁部。４０は外面の

稜の突出が明瞭で、口縁内端部に段をもつ。５世紀末

から６世紀初頭。４１も40ほどではないが、外面の稜が

明瞭で、口縁内端部に段をもつ。外面回転へラケズリ

の範囲も広い。６世紀前葉。４２．４３は、外面の稜がや

やあまいが、口縁内端部に段をもつ。６世紀前半。４４

は口縁内端部の段は残るが、外面の稜は凹線化してい

る。６世紀前半から中頃。４５は外面稜が緩やかな屈曲

の転換部として残る程度で、口縁内端部の段もない。

６世紀中頃。４６は短頚壷の口縁部。４７は脚付壷の脚部

か。外面屈曲部は凹線状に窪む。４８は横瓶の胴部片。

成形時の円盤閉塞を確認できる。

４９は土師器椀の端反り口縁部。９世紀代。

５０～62は石器。５０．５１は伐採斧。ともに円柱状体部

の一部が残るのみ。５０は断面やや肩円形で、表面の仕

上げが粗い。浅黄色の砂岩製。５１は断面円形に近く、

表面も丁寧に仕上げられている。石材は灰白色の火成

岩質。５２～56は磨石。５２は横断面菱形。敵石としても

使用されており、各面に厳打痕が若干残る。砂岩製。

53は３面を使用し、端面には一部敵打痕が残る。砂岩

製。５４も３面を使用し、端面に－部敵打痕が残る。砂

岩製。５５は扇円板状で、２面を使用する。砂岩製。５６

は円柱状の磨石。粗い砂岩製。５７は結晶片岩の剥片。

５８．５９はサヌカイトの剥片｡58は側面に自然面が残り、

残核の可能性も考えられる。５９は１面に打痛を確認で

きる。６０．６１はサヌカイト製の凹基無茎式打製石錐。

60はほぼ完形で、長2.05ｃｍ・幅1.55cmを測る。中央ま

で調整が及び、厚みもある。６１は、片側かえりを欠損

する。微細剥離は側辺に限られ、中央部には素材獲得

時の痕跡をよく残し、横断面も肩平。ＣＵ１４－２区で出

土し、下部ではSX-51を検出している。６２は蒋瑞の残

核。１面には自然面が残るが、他はリング・フイッシ

ャーが顕著。１６次調査で、穿孔の一端が認められる同

様の石材が出土しており、玉作素材の可能性が高い。

６３は鉄津。現重量4.79。

なお、ＣＵ13-24.25区のSX-50の上面Ⅲ層から粘土

の塊が出土している（図31、図版１０－１）。粘土は、

－５８－



②SX-32出土遺物（図63）

調査区北西部のⅢ層下部をSX-32としたが、出土遺

物は少ない。その中から５点が図化できた。下部の遺

構との対応については、１．３が、ＣＸ１３区のSD-33

の西側に連なる落ち込み部分、２はSD-37、４．５が

SD-33北部にあたり、本来それぞれの遺構に伴った可

能性が考えられる。

ｌ～４は弥生土器。１は壷の頚部片である。頚部に

断面三角形状の突帯を貼り付け、内面には横方向のミ

ガキがある。中期中葉。２は尭口縁部片で、頚部の屈

曲が鋭い。中期中葉から後葉。３は謡底部片で、上げ

底。４は高坪脚部で、脚部に方形透かしがある。外面

縦方向のミガキ。Ⅲ層出土の34と同一固体の可能性が

ある。５は砂岩製の磨石。表裏両面と２側面を使用す

るが、側面には蔽打痕がよく残る。［吉田・山田］

5９－

明黄褐色粘質土。砂喋は一切含まない。厚さ最大で５

cm程の粘土が、４０×50cmの範囲に、「Ｃ」字状に広が

る。粘土の周りに、遺物・遺構らしきものはないが、

周辺のⅢ層中に砂喋をほとんど含まず、古墳時代後期

以前のものと考えられる。［三吉・山田］

Ⅱ文京遺跡20次調査

１
Ｉ

Ｉ

２８．５０ｍ

Ⅱ

つし
Ⅲ
Ⅲ

１
２

（３）北２区の調査（図64、図版１０－６）

北２区は、北３区と同様、電灯基礎新設に伴う調査

区である。本来なら、別に報告するべきところである

が、実際にはわずかにⅢ層が検出できたに留まったた

め、ここで記述を行うこととした。

北２区は、本体調査区北壁から北に約４ｍ離れた、

CVl5･'6区に所在する、南北約1.2ｍ・東西0.7ｍの調

Ｘ＝93974

三Ｉ

ロ

Ｆ縁石１－
－１－

図６４北２区実測図（縮尺１/50）

Ｙ＝-６７１６７

１ ｍＯ

トー戸

査区。中央部にヒューム管が南北に走り、西端のみ、

辛うじてⅡ～Ⅳ層が残存している。Ⅲ層は、厚さ約４０

cmを測る。出土遺物は土師器片４点、須恵器片１点で

ある。土師器片のうち１点は、古墳時代中期～後期の

土師器謹肩部片と考えられる。その他は小片であり、

時期などについては不明である。須恵器片は、６世紀

代の須恵器の壷類の口縁部と考えられる。遺構検出ラ

インは調査区内で確認できていないが、遺構埋土中で

ある可能性も考えられる。［三吉］



Ｄ古代以降の遺構と遺物

（１）遣構の分布（図65、図版１２）

城北団地基本層序であるⅢ層の上で検出された、あ

るいはⅣ層の上ながらＡ類型の埋土をもち、古代以降

の遺構と判断したのは､溝８条(ＳＤ－ｌ～６．６４．７１)、

土壌６基（SK－７．９．１１．１２．１７．２１)、その他の遺

構６基（SX-13～１６．１９．２６)、そして柱穴･小穴31基

である。

この時期の主要な遺構は、調査区南部を東西に横断

するＳＤ－１～３の溝である。西へは13次調査のＳＤ－３

に連なり、東側でも27次調査のＳＤ－３．４に連なると

考えられ、東西方向に直線的に約150ｍを確認できて

いることになる。この他は極めて散在的で、ＳＤ－ｌ等

に先行するとみられるＳＤ－４～６が北東部に、逆に

ＳＤ－１～３を切るSX-l4他が、やや南西部に偏ってあ

る程度である。［吉田］

（２）溝

調査区南半では、１．Ⅱ層下で流路内堆積層を確認

した。幅は６ｍ前後。平面検出．断割等により、平行

する３単位の流路内堆積であることが判明した。調査

段階では流路（SR）と認識し、遺物の取り上げ等を

行ったが、ほぼ東西に直線的であることや逆台形に近

い断面形状等から、人工的な溝と判断し、ＳＤとした。

溝底レベルや旧地形から、東から西への水流である。

南北に切り合い関係のない状態で２条の溝が平行し、

ちょうどその間に、もう１条の溝が先行して存在する。

北側の溝をＳＤ－ｌ、南側をＳＤ－２、これらに先行する

中間の溝をSD-3とした（図６６．６７､図版１３－３．４)。

さらに、一部ＳＤ－１と認識していた部分を、SD-71と

して後に峻別している。なお、西側の13次調査では

ＳＤ－３と一括される溝が、２０次調査のこれらの溝群に

相当する。［吉田］

①ＳＤ－１（図66～71、図版１３－３．４）

ＳＤ－ｌは、Ｘ＝93955をほぼ主軸にとる東西方向の

溝。東は調査区端から、西は撹乱で不明となる、およ

そＹ＝-67173辺りまでの長さ約25ｍを確認できる。基

本的に底幅１ｍ内外で、深さ40cm前後を残す逆台形。

底のレベルは、底面に水流に伴うとみられる凹凸が少

なくないが、東端で約28.05ｍ、西端で約27.9ｍと西に

傾斜する。また上端幅は、後の撹乱で一定しないが、

およそ1.5ｍ内外である。当初、Ｙ＝-67163以西で、北

側にＳＤ－ｌ最終埋没層が薄いながらも広がり、西端で

はＸ＝93958辺りにまで及ぶと認識していたが、これ

はSD-71として後にl唆別した堆積にあたる平面規模に

相当する可能性が高い。一方、東半北岸には、ＳＤ－４

とした粗い砂粒で最終的に埋没する溝があり、北側か

ら南流するSＤ－５．６に連なっている。ＳＤ－１がこれ

らを切る関係にあるようである。なお、西側の13次調

査ではＳＤ－３と一括される溝の①～⑥層が、この20次

調査ＳＤ－１に相当するとみられる。

ＳＤ－１埋土は、上．中．下層に区分でき、遺物の取

り上げも以下の分層と主に東西方向の区割に従った。

ただし、各層間の接合関係がかなりある。上層は、基

本的に0.1mm未満の砂粒からなる砂質土で、しまりが

ややある。色調はにぶい黄褐色から灰黄褐色。中層は、

含む砂喋が３mm未満にまでなり、上層に比べて砂質も

やや粗くなる。色調は灰黄褐色から褐灰色。下層は、

さらに粒度が大きくなった砂篠層。しまりも弱くなる。

ＳＤ－ｌからは、コンテナ約３箱分の遺物が出土し、

その中から95点を図化した。

ｌ～１１は弥生土器である。ｌは大型壷の口縁部。頚

部は緩やかに外反して口縁部となる。口縁下端を三角

形状に肥厚させ、４条の凹線文を施し、その上に山形

文を施す。頚部には、口縁部直下から５条以上の、幅

広で浅い凹線文Ｂ種が認められる。搬入品と考えられ

るが、口縁部の山形文は吉備の後期前半の壷に認めら

れるものの、口縁直下からの凹線文はむしろ器台であ

る。２は壷口縁部で、上下に肥厚させた端部に３条の

凹線文を施す。３は壷頚部で、屈曲部に押圧突帯が巡

る。４．５は壷の底部。４は平底。５は緩やかな上げ

底を呈し、体部は球形状に張るらしい。６は斐体部片

で、やや浅い多条へラ描き沈線と、その下に連続刺突

文が２列ある。前期末。７は上げ底状の喪底部。８は

高坪の脚柱部である。上半部は中実で、内面にしぼり

痕が若干残る。９は脚裾部。上げ底妻の底部にしては

高く、支脚とみられる。１０は器台の胴部。上下は緩や

かに広がり始め、あまり器高は高くなかったことが窺

える。下方の屈曲部に円形透孔の一端が認められる。

１１は把手部分で、あるいは古墳時代に下がる可能性も

ある。

１２は土師器蓋の口縁部。横ナデによる粘土のはみ出

しを外側に巻き込んでいる。

１３～31は須恵器。１３～１９は坪身口縁部。１３は端部を

欠損するが、高い立ち上がりを有し、５世紀末から６

世紀初頭。１４は立ち上がりを欠くが、深みがあり、６

世紀中頃と推定される。１５～１７は器高が浅く、立ち上

がりも短く、６世紀後半。１８は立ち上がり端部を破損

するが、受け部外面はナデによる窪みが顕著。１９は立

ち上がりをわずかに内傾させ、端部を丸く収める。と

－６０－
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〔ＳＤ１～３東断割（Y=-67156.2）土層断面図〕

ＳＤ－１

上層：灰黄褐（lOYR4/2）砂質土。１mm未満までの砂粒を含み、lnm1前後の暗
褐色土、にぶい黄色土の小ブロックを含む。ラミナ状の砂層の堆稲あり。し
まりややあり。

中層①：褐灰（lOYR5/l）砂質土。３mm未満の砂喋を多く含む。１cm大の砂磯
も混じる。

中層②；褐灰（lOYR4/l）砂質土。0.1mm未満のきめの細かい砂質士に、0.5mm大
のやや粗い白色砂粒や２ｍ未満の砂質土届がラミナ状に縦入。しまりあり。

中層③：褐灰（l0YR4/l）砂質土。

下層①：褐灰（lOYR4/l）砂喋。２mm未満の砂粒をベースにlOcm大までの磯を
多く含む。しまりややあり。遺物を多く含む。

下層②：褐灰（lOYR4/l）砂質土。幅３mm未満の褐灰色砂質土層とにぶい黄色
土層とが互層状に堆祇。しまりあり。

下層③：褐灰（lOYR4/1）砂喋。３mm未満の砂喋層。１cm前後の榛も見られる。

Ｘ=93955

〔ＳＤ１～３西断言Ｉ（Y=-67168）土層断面図〕

上層③上層②上層①ＳＤ－１中層③中層、

ＳＤ－１

上層①：灰黄褐（lOYR4/2）砂質土。0.1mm未満の細かい砂粒からなり、にぶい
黄色土のブロックを含む。粘性ややあり。

上層②：にぶい黄褐（lOYR5/3）砂。３mm未満の砂牒層。しまりややあり。
上層③：にぶい黄褐（lOYR5/4）砂質土。0.1mm未満の砂粒層及びシルト層から

なるが、３mm未満の砂粒を比較的多く含み、しまり強い。
上届④：暗褐（lOYR3/4）砂質土。上層③に比べて暗褐色土が斑状に混じる。

さらにしまり強い。

上層⑤：にぶい黄褐（lOYR5/4）砂質土。上層③に比べ、３ｍ未満の砂喋の混
在あり。

中層①：灰黄褐（lOYR4/2）砂質土。0.1mⅢ未満の細かな砂粒をベースに３mⅢ未
満の砂牒がやや多く混じる。しまりあり。

中層②：灰黄禍（lOYR5/2）砂質土。0.1mm未満の細かな砂粒がベース。白色の
砂層がラミナ状に恢入。３mm未満の砂牒も比較的多く含む。

中層③；灰黄褐（l0YR6/2）砂質土。中層①.②層に比べて0.2mm前後と砂粒が
やや粗い。３ｍ前後の砂喋は含まない。

下層①：にぶい黄褐（lOYR5/3）砂質土。細かい砂粒層に、３mm未満の砂牒層
が恢入。

下屑②：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土。下層①の粗い砂粒の混在がなく、暗
褐色土の小ブロックがわずかに混じる。

下層③：褐灰（lOYR5/l）砂喋。0.5～１mm程度の砂粒をベースに５～１０mm大の
砂牒が多く混じる。

下層④：褐灰（lOYR6/l）砂礁屑。１mm前後の砂粒をベースに５mm程度までの
砂牒混在。

下層⑤：褐灰（lOYR6/l）砂層。ｌ～２mm前後の砂粒がラミナ状に堆祇。しま
り弱い。

ＳＤ常３

Ⅱ文京遺跡20次調査

２８．００ｍ

ＳＤ－２

上層①：褐灰（lOYR4/l）砂質土。３mm未満の砂牒を含み、しまり強い。鉄・
マンガン分の沈着あり。

上届②：褐灰（lOYR5/l）砂質土。上層①よりさらに、砂喋の混在が多く、砂
層がラミナ状に惟入。

中層①：灰黄禍（10YR6/2）砂層。２mm未満の砂粒からなる。しまり弱い。
中層②：褐灰（lOYR5/l）砂質土。２mm未満の砂粒膳をラミナ状に恢入。しま

りあり。粘性ややあり。

中層③；褐灰（lOYR5/l）砂質土。２mm未満の砂粒。しまりなし。
中届④：褐灰（lOYR5/l）砂質土。中層③に近いが、やや粘性低い。砂粒もわ

ずかに細かい。

中層⑤：褐灰（lOYR4/l）砂質土。0-1mm未満のきめの細かい砂質土の堆積。
中府⑥二灰黄褐（lOYR5/2）砂質土。にぶい黄色土をラミナ状に含む。やや粘
性あり。

下層：褐灰（lOYR4/l）砂喋層。５mm未満の砂喋を含む。ベースは２mm前後の
砂粒。しまり弱い。

ＳＤ－３

上層：褐灰（lOYR4/1）砂質土。砂粒細かく均質。
下層①：褐灰（10YR5/l）砂喋層。３mm未満の砂喋層をベースに砂質土や１ｃｍ
未満の砂喋を混在。しまりあり。鉄・マンガン分の沈着あり。

下屑②：褐灰（lOYR5/l）砂質土。１mm未満の砂粒からなる。しまり弱い。

SＤ－２上層

－２８．００ｍ

ロ ２ｍ

ＳＤ－２

上層：褐灰（lOYR4/l）砂質土。０．１mm未満の細かい砂粒からなり、ラミナ状に
粘質土混在。

中層：掲灰（lOYR5/l）砂質土。１mm未満の砂粒層を多く含み、にぶい黄色土
をラミナ状に朕入。しまりあり。

下層：褐灰（lOYR5/1）砂牒土。３mm未満の砂喋をベースにｌｃＩｎ大までの篠を
多く含む。しまり弱い。遺物多く含む。

ＳＤ－３

上届：暗灰黄（2.5Y5/2）砂質土。0.1mm未満の細かい砂粒からなりわずかに粘性
あり。

下届：灰黄禍（lOYR4/2）砂喋層。0.5mm未満の砂粒をベースに３mm前後の砂牒
を多く混在。

a～ｄはＳＤ３埋土を切る。SX-l4の続きか？

ａ：褐灰（lOYR5/l）砂磯層。0.5,1m未満の砂粒をベースに、１cm未満の砂牒が
混じる。しまり弱い。

ｂ：灰黄禍（lOYR4/2）砂質土。ＳＤ３上層に近似。わずかに３ｍ未満の砂喋の
混じりあり。

ｃ：褐灰（lOYR4/l）砂質土。0.1mm未満の細かい砂粒届に粘質土が薄くラミナ
状に堆獄｡粘性あり｡

ｄ：褐灰（lOYR5/l）砂牒層。１mm未満の砂粒をベースに３mm大の砂牒を多く
含む。しまり弱い。

図６７ＳＤ－１～３土層断面図（縮尺１/50）

もに７世紀初頭。２０は坪蓋口縁部で、非常に弱いかえ

りを有する。７世紀初頭から前葉。２１～23は杯の底部

である。いずれも断面台形状の貼り付け高台を有する。

21の高台は屈曲部にほぼ接するところに位置し、厚く

しっかり外に踏ん張る｡22はやや内側に高台が位置し、

やや踏ん張る。２３はかなり内側に高台があり、高台自

体やや内湾する。２４は小型の蓋口縁部で、体部に稜を

もつ。壷蓋と見られる。２５．２６は高坪接合部。２７は横

瓶胴部で、外面は横方向のタタキの後、縦方向のカキ

メ。２８は広口壷口縁部で、端部を突出させる。２９は斐

口縁部で端部を丸く収める。３０は妻の頚胴部。外面肩

部は縦位方向の平行タタキ、内面は青海波文を残す。

31は謹下胴部片。

３２～51は土師器の供膳具である｡32～39は坪口縁部。

－６５－
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39を除き、口縁端部はいずれも丸く収める。４０～44は

坪の底部で、いずれも回転糸切り痕を残す。４４は切り

離しの後､板目状圧痕が認められる。４５～47は椀底部。

46の高台が高く、外に踏ん張る。４８～51は口径８cm前

後の小皿で、底部の残る例はいずれも回転糸切り痕が

見られる。５２～63は瓦器椀。５２～56は口縁部で、いず

れも口縁部外面を横ナデし、体部外面に指頭圧痕を残

す。５２．５５は内面に丁寧なミガキが見られる。５７～6３

ﾗZ３

誹
〆１６

図６８ＳＤ－１出土遺物実測図(1)（縮尺１／４）
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Iま底部。５７～59は断面方形状の、６０～63は三角形状の、

低平な貼付高台をもつ。６４．６５は、施紬を確認できな

いものの、形態・胎土より灰紬陶器とした。６４は椀口

縁部で、端部が緩やかに外反する。６５は椀底部。貼付

高台は、内面側を強く横ナデし、広い凹面をなす。い

ずれも９世紀後半から１０世紀前半。

６６．６７は土師質土器の調理具。６６は鍋口縁部。６７は

羽釜の脚部。６８～70は須恵質陶器。６８．６９は要の口頚
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した。外面には型押しの牡丹唐草文があり、全面に青

みがかった緑色の粕が施されている。水差もしくは瓶

の胴部下半と推定される。７４は皿の見込み部分。紬は

灰オリーブ色。７５は碗底部。外面には４～５条ｌ単位

のクシ描文を縦位に、内面Iまへラ状工具により草花文

座
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部で、肩部外面は横位方向の平行タタキ。７０はこれ鉢

の底部か。底部外面にハケ目を残す。７１．７２は瓦質土

器。７１は鉢か、口縁部下に低平な三角形突帯を貼り付

ける。７２は羽釜の口縁部。

７３～75は青磁。７３は粕の厚く溜まっている方を下と
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図６９ＳＤ－１出土遺物実測図(2)（縮尺１／４）
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図７０ＳＤ－１出土遺物実測図(3)（縮尺１／４）

を施す。紬は灰オリーブ色で、外面下半以下露胎。同

安窯系であり、１１世紀末から12世紀初頭。７６～79は白

磁。７６．７７は玉縁状の碗口縁部。７８は端反りの皿口縁

部、７９は碗体部下半の破片、いずれも外面下半に露胎

部分が見える。

８０～91は石器。８０～82は台石。８０は上下に平滑な面

をもち、砂岩製。８１も表裏に平滑な面をもつ肩平な台

石。８２は安山岩質で、断面五角形を呈する。２面に蔽

打痕・擦痕が顕著に認められ、破面以外は被熱により

灰色～灰赤色に変色している。８３～85は砂岩円喋を用

いた磨石。８６は砥石で、平滑な砥面が１面残る。８７は

赤色頁岩の石錐未製品。平面五角形を呈するが、基部

と刃部１辺は剥離されてなく、厚みがある。８８はサヌ

カイト製刃器の一部。刃部は交互剥離が認められる。

89～91はサヌカイト剥片。

９２は鉄雛。断面長方形の茎部に木質が残り、長頚錐

とみられる。９３～95は鉄津である。

なお、ＳＤ－ｌからは獣歯の小片も比較的多く出土し

ており、一部は同定分析を依頼し、ウマ臼歯との結果

を得ている（詳細はⅡ－５－Ｄ参照)。［吉田・槙田］

②ＳＤ－２(図６６．６７．７２～79、図版24-6～26-13）

ＳＤ－２は、Ｘ＝93953をほぼ主軸にとる東西方向の

溝。東は調査区端から、西も調査区南西隅部で辛うじ

てその一端を確認でき、約27.5ｍに及ぶ。ただし、西

寄りで、SX-13～１６．１９による撹乱が顕著である。底

幅は１ｍ内外で、深さは東部で30cm前後を測ることが

できるが、西部では20cm以下と浅くしか残らない箇所

がある。また、東側で底のレベルは、北側に平行する

ＳＤ－ｌより１０cm前後高く、東端で標高約28.15ｍ。

CVll区辺りまでこの段差が見られるが、それ以西で

はＳＤ－２の底の傾斜が急に増し、検出した最西端で

ＳＤ－ｌより下がり、標高約27.85ｍとなる。なお、南

岸は一応調査区内で確認しているが、工程上別調査と

なった南区西壁の土層では、SD-64とした灰白色の砂

喋堆積が認められ､さらに南側に広がる可能性も残る。

ただし、SD-64の堆積は、確認されているＳＤ－２上層

の堆積よりlOclm以上高〈に位置し、しかも砂牒堆積で

あり、ＳＤ－２最終埋没段階の土層とも考え難い。後述

する出土遺物相にも違いが認められる。よって、ＳＤ－

２自体、調査区南端から南にはあまり及ばないと想定

する。なお、１３次調査ではＳＤ－３として一括したが、

このうちの⑨．⑩層を、２０次調査ＳＤ－２に対応させる

ことができる。

ＳＤ－２埋土は上・中・下層に区分され、遺物の取り

上げも、この分層と主に東西方向の区割に従った。た

だし、各層間の接合関係がかなりある。上層は、０．１

mm未満の砂粒からなる細かい褐灰色砂質土で、ラミナ

状に粘質土が混在する。中層は、１ｍ未満の砂粒を多

く含む褐灰色砂質土で、しまりがある。下層は、３ｍ

未満の砂喋をベースに１cm大までの篠を多く含む砂喋

層。しまりは弱く、遺物を多く含む。

ＳＤ－２からはコンテナ約３箱分の遺物が出土し、そ

の中から164点を図化した。また図化した以外に、

SX-l6脇の、ＣＵ１１区の下層（褐灰色砂質土）から、

溝底部から10cm程浮いた状態で、口を川上に向けた下

顎骨（Ｒ６）が出土し（図１０４、図版１３－１．２)、ウ

シとの同定結果を得ている（詳細はⅡ－５－Ｄ参照)。

周辺から他の歯骨は見られないが、ＳＤ－２からは他に

も獣歯の小片が比較的出土している。一部は同定分析

を依頼し、ウシあるいはウマ臼歯とされている（詳細

はⅡ－５－Ｄ参照)。

ｌ～９は弥生土器。１は大型壷口縁部で、上下に拡

張した端部に４条の凹線文を施し、斜方向の刻み目を

密に施す。２～５は壷の底部。６は上げ底状の要の底

部。７．８は高坪脚部。７は接合部直下に４条以上の

浅い沈線をもち、裾が大きく開く。裾部には円孔を確

認できる。８は筒状の脚柱部。９は筒状の器台で、外

面にはカキメ様の横ハケ目調整がなされ､円孔が開く。

１０～12は土師器高坪の脚部。１１は接合時に心棒を刺し

た痕跡が見られ、古墳時代前期。１２は古代。

１３～24は須恵器。１３～１５は杯蓋。１３は、口縁部と天

井部の境が凹線状に若干の稜を作り出し、口縁内端部

に浅い段を有する。辛うじて天井部の回転へラケズリ

を確認できる。６世紀前葉。１４は体部の稜が凹線のみ

となり、口縁内端部も内傾する緩やかな凹面となって

いる。６世紀中葉。１５も稜部は凹線のみで、口縁内端

部はさらに微弱な凹部を残す程度である。６世紀中葉

－６８－


